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『帰国子女のための学校便覧2022』『地球に学ぶ』
発刊しました。（海外子女教育振興財団）
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海外校シリーズ
サンチャゴ日本人学校
チュニス補習授業校

受け入れ校紹介
新島学園中学校・高等学校

今月の顔
初田美紀子さん
臨床心理士 
一般社団法人「育ちネット多文化CROSS」代表理事

2



オンライン授業にも万全の体制。全室超高速ネット回線完備！

一人の時間も、友達との時間も・・・
プライベートとコミュニケーション空間が両立した、心豊かで充実した学生生活を

巣鴨駅

不忍通り千石２丁目バス停

小石川植物園

A4

都
営
三
田
線

JR山手線

大塚３丁目バス停

文京
カテリーナ

六義園

千
石
駅

新
大
塚
駅

茗
荷
谷
駅

お茶の水
女子大学

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線

▶アクセス
都営三田線「千石」駅より徒歩5分、JR山手線「巣鴨」駅より徒歩12分、
都バス（早稲田～上野松坂屋前）千石2丁目バス停前

▶主要駅までの所要時間
新宿…巣鴨駅より20分、水道橋…千石駅より8分、東京…巣鴨駅より25分、
三田…千石駅より19分、早稲田…千石2丁目バス停より20分

女子学生会館　文京カテリーナ
〒112-0011 東京都文京区千石2-30-12

TEL.03-3942-2291
FAX.03-3945-2281
www.katerina.gr.jp/

ご入館のお申し込み・お問い合わせは

最新式ICカードシステムで早朝深夜対応の門限制度。
都心ながら随一閑静な高台に建ち、

当たり前の日常生活を心を込めてお届けする。

多忙な学生生活にうれしい、
充実の共用水周りはお掃除いらず！

大浴場や共用キッチン、ランドリー室は終日利用可。
スーパー・コンビニは徒歩１～３分圏内、

駅も５分で夜間でも安心かつ便利な環境です。

POINT

食堂は22時まで
利用可能。
23時までなら

お弁当に早替わりで
安心の食生活

POINT

完全個室の
シャワールーム、
いつでも入れる
大浴場で

毎日リフレッシュ

会館屋上からの風景

共同浴室

ピアノ持込可の居室

ロビー

https://www.katerina.gr.jp/


■帰国生説明会
来校・スカイプ・ZOOMによる学校説明会を随時実施しております。下記までご連絡ください。

■2022年スクールイベント
２月オルカ・フェスタ（学習成果発表会）、４月春入学卒業式、他多数 ※詳しくはHPへ 

当校では、生徒一人ひとりが担当コーチのサポートを受けなが
ら、自ら設定した目標にむかって日々自分らしく、多彩なPBL
型学習を実践しています。
そんな生徒たちの自由な学びをご覧いただけるよう、このたび
2月27日（日）に学習成果発表会「オルカ・フェスタ」を開催い
たします。同日午後には入学検討者の皆様を対象にオンライン
学校説明会を開催予定です。多くの皆様のご参加をお待ち申し
上げております。
詳細は当校HPまたは学生部までお問合せください。

卒業生：原谷郷音さん
アメリカの高校を卒業まで数か月のとこ
ろで帰国し、自分で探して見つけた東京
インターハイスクールに入学。自分の関
心や興味を追求してユニークな学習を楽
しみ、半年で卒業し、最難関といわれるミ
ネルバ大学への進学を決める。  

登校義務なし（登校日0日）
世界中からいつでも入学・卒業
赴任先々で継続して学習可
学習はインターネットでOK

0120-327-181,TEL:03-6427-3450

2022年2月27日（日）オンライン学校イベントを開催します！

アメリカ・ワシントン州認可校

東京慈恵医大、山梨大（医）、東京外大（独）、千葉大
（工）、名古屋大（理）、長崎県立大、東京理科大、早大、慶
大、上智大、ICU、国際教養大（秋田）、同志社大、成蹊大、
APU、法政大、青山学院大、中央大、立教大、獨協大、明学
大、聖心女大、東洋英和女大、多摩美大、武蔵美大、iCLA、
京都造形芸術大、東海大、関西学院大、Minerva U、Harvard 
U、Singapore NU、New York U、London U、The Open U、
Seattle U、Berklee Music C、Hawaii Tokai International C、
Temple U、Penn State U、Arizona State U、他多数

自由に科目設定して単位履修
自分の興味と関心が学校科目
受験勉強や留学準備が卒業単位
テストなし、提出物で評価決定

生徒に専属の担任学習コーチ
コーチングアプローチで目標達成
日本語でも英語でも対応可能
卒業と進学を全面サポート

マンツーマンのサポート

学習サポート
自分流に学習して単位履修

単位制
インターネットで自由に学習

通信制

https://www.inter-highschool.ne.jp/
Skype ID：interhighschool
info@inter-highschool.ne.jp

東京インターハイスクール
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1-23-18　ワールドイーストビル4F

受付時間：平日 9：00～17：00
お問合せ
「東京インターハイスクール」は米国ワシントン州のアルジャー・インディペンダンス・ハイスクールの日本校です

https://www.youtube.com/watch?v=hyrvBei7FFg


〒102-0076 東京都千代田区五番町 5-18　TEL：03-3234-1881　FAX：03-3234-5529
上智大学・法政大学まで徒歩 10 分　URL：https://www.ichigaya-jgh.jp/
資料のご請求は弊館ホームページ資料請求フォームよりお願いいたします。

市ヶ谷女子学生ハイツ
教科書の実教出版経営

フロント 居室 お食事 レストラン
大学へ秋からご入学の方もご相談に応じます。

24時間有人管理で安心です。お嬢様の安全
を日々確認、離れてお住まいの親御様に替
わって、東京での学生生活を見守ります。

2010年耐震補強工事実施。万全の防災防犯
設備を備え、訪問販売や勧誘などもフロン
トでシャットアウトします。

プライバシー重視の全室個室です。必要な家
具が揃い冷暖房完備。
インターネットが使い放題です。

JRと地下鉄3線乗り入れの市ケ谷駅から徒
歩2分。ほとんどの大学へ30分以内で行く
ことができます。

安心

安全

快適

便利

https://www.ichigaya-jgh.jp/


C O N T E N T S

海外子女教育
学習発表会でのクエカ〈ディエシオチョ祭の踊り〉
（サンチャゴ日本人学校）

2 連載　ＡＧ５だより　　　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 情報・支援部
 「日本人学校における特別支援教育に関する遠隔支援の実施に向けた実証的研究」の成果

5 海外子女教育振興財団　 教育相談

6 今月の顔　　初田 美紀子さん（臨床心理士 一般社団法人「育ちネット多文化CROSS」代表理事）

8　特集１　座談会  帰国生はへこたれない
18　特集２　日本各地からの帰国生我が校紹介
27　連載　「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！　 Ｓｅｔｓｕｂｕｎ

28　 ◆受け入れ校紹介～学校会員ファイル◯227 ◆　新島学園中学校・高等学校
30　連載　家族／クロスカルチャー

「我が家」をホームタウンに（前編）

33　連載　ことばキャンプ　 言わぬが花は世界では通用しない

34　海外校シリーズ サンチャゴ日本人学校
チュニス補習授業校

38　子どもの本棚

39　聞いてみよう！子どもの教育　　海外子女教育振興財団 教育相談員  植野 美穂
　　 ― 現地校、インターナショナルスクール、日本人学校、補習授業校について、特徴や通わせる際の留意点を教えてください。

42　連載　１都１道２府４３県めぐり　静岡県

43　海外子女教育振興財団　『帰国子女のための学校便覧２０２２』

44　新連載 　JOES Davos Next

46　ニュース お知らせ
○帰国児童生徒数、過去最高から転じて大幅減

50　連載　挑戦！にほごんの日本語検定

街
角
の
青
空
市
場
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
チ
ュ
ニ
ス
）

海外子女・帰国子女教育の振興をはかるために、海外で経済活動を展開している企業・団体によって
1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け財団法人として設立されました。それ

以来、政府の行う諸施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を行っています。2011年4月1日に公益財団法人に移行しました。財団の
事業は、おもに維持会員からの会費によって成り立っています。財団のサービスはどなたでもご利用いただけますが、維持会員の皆様には有料サ
ービスを無料または割引にて提供しています。（ 維持会員一覧表　https://www.joes.or.jp/kaiin/ ）

＊維持会員企業・団体所属のかたはウェブサイト上 ( https://joes-kaiin.jp/joesportal/ ) でも閲覧いただけます。
　閲覧にあたって必要となるグループＩＤは、所属先の企業・団体へお問い合わせください。

海外子女教育振興財団
公益財団法人
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遠隔支援コンサルテーションの手続き

在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業（https://ag-5.jp）

「日本人学校における特別支援教育に関する遠隔支援の実施に
向けた実証的研究」の成果 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 情報・支援部

　2019年度、文部科学省から「在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業（ＡＧ５）」を受託していた海外子女教
育振興財団は「日本人学校における特別支援教育に関する遠隔指導の実施に向けた実証的研究」を、国立特別支援教育総
合研究所の協力を受けて行うこととなりました。なお2020年5月、文部科学省総合教育政策局国際教育課と国立特別支
援教育総合研究所は共同で「教育課程等実施状況調査（特別支援教育関係）」を行いました。

は
じ
め
に

「
教
育
課
程
等
実
施
状
況
調
査
（
特
別

支
援
教
育
関
係
）」
の
結
果
に
よ
る
と
、

海
外
に
約
一
〇
〇
校
あ
る
日
本
人
学
校
に

は
、
障
害
の
診
断
の
あ
る
児
童
生
徒
は
一

八
四
名
、
診
断
は
な
い
が
特
別
な
支
援
を

要
す
る
児
童
生
徒
が
四
二
九
名
在
籍
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
特
別
支
援
学
級
を
設
置
し
て
い

る
日
本
人
学
校
は
十
校
、
通
級
指
導
教
室

を
設
置
し
て
い
る
の
は
十
七
校
と
限
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
学
校
は
現
地
の
支
援

を
得
に
く
く
、
国
内
の
専
門
・
相
談
機
関

や
医
療
機
関
と
の
連
携
も
私
立
学
校
の
た

め
に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

日
本
人
学
校
に
は
文
部
科
学
省
か
ら
の
派

遣
教
員
と
日
本
人
学
校
が
雇
用
し
た
教
員

が
お
り
、
そ
の
背
景
が
多
様
で
あ
る
こ
と

か
ら
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
供
に

対
す
る
指
導
経
験
が
少
な
い
者
も
い
る
こ

と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
は
、

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
と
連
携
し
、
日

本
人
学
校
の
教
員
が
特
別
な
支
援
を
要
す

る
子
供
の
指
導
に
関
す
る
悩
み
を
解
消
・

軽
減
で
き
る
よ
う
、「
遠
隔
支
援
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
仕
組
み
を
検
討
し
、

実
施
方
法
の
整
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
研
究
に
お
け
る
「
遠
隔
支
援
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
日
本
国
内
の
特

別
支
援
学
校
等
の
教
員
が
、
日
本
人
学
校

の
教
員
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
用

し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と

と
定
義
し
、
日
本
人
学
校
に
お
け
る
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
供
へ
の
指
導
・

支
援
の
充
実
や
校
内
支
援
体
制
の
充
実
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

１
遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
の
試
み

本
研
究
は
一
九
年
度
か
ら
二
一
年
度
ま

で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
在
外
教
育
施
設

研
究
提
携
校
か
ら
は
、
ハ
ノ
イ
日
本
人
学

校
及
び
北
京
日
本
人
学
校
、
国
内
の
研
究

協
力
校
か
ら
は
筑
波
大
学
附
属
大
塚
特
別

支
援
学
校
、
東
京
都
立
調
布
特
別
支
援
学

校
、
埼
玉
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援

学
校
及
び
横
浜
市
立
日
野
中
央
高
等
特
別

支
援
学
校
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
九
年
度
に
は
、
遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
た
め
の
準
備
と
し

て
特
別
支
援
学
校
や
日
本
人
学
校
の
実
態

把
握
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
実
態
把
握
で
得
ら
れ
た
知
見
を
元

に
、事
前
に
対
象
の
子
供
の
状
況
を
整
理
・

共
有
す
る
た
め
の
「
支
援
シ
ー
ト
」、
事

後
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
整

理
す
る
た
め
の
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
二
〇
年
度
か
ら
二
一
年

度
に
は
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
シ
ー
ト
を
用

い
て
、
遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。

………………………………………………………………………………………………………………………シリーズ
 日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

https://ag-5.jp
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２  

遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
の
様
子

　

遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

各
校
月
に
一
回
一
時
間
程
度
、
対
象
の
子

供
は
一
〜
二
名
程
度
、
日
本
人
学
校
の
教

員
が
選
ん
で
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
う
ち
に
予
定
し
て

い
な
か
っ
た
子
供
に
対
す
る
指
導
の
相
談

が
な
さ
れ
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

特
別
支
援
学
校
の
教
員
か
ら
は
「
対
象
人

数
は
少
な
い
方
が
、
じ
っ
く
り
話
が
で
き

る
」
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
行
わ
れ
た
遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
支
援
シ
ー
ト
の
記
入

　

ま
ず
、
日
本
人
学
校
が
対
象
の
子
供
を

選
び
ま
す
。
主
に
集
中
力
の
持
続
や
、
他

者
と
の
関
わ
り
方
に
関
し
て
支
援
が
必
要

だ
と
考
え
ら
れ
る
Ａ
さ
ん
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
次
に
、
支
援
シ
ー
ト
の
概
要
欄

に
、
子
供
の
生
育
歴
や
学
校
で
の
様
子
、

得
意
な
こ
と
や
学
習
に
対
す
る
意
欲
や
態

度
等
の
実
態
に
つ
い
て
記
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
談
内
容
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
中

の
Ａ
さ
ん
の
様
子
や
ど
の
よ
う
に
支
援
等

に
取
り
組
ん
で
き
た
か
に
つ
い
て
具
体
的

に
記
入
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
み
ん

な
よ
り
も
遅
れ
て
行
動
す
る
こ
と
が
多

い
」
に
対
し
、「
集
団
活
動
の
際
に
は
、
約

束
が
視
覚
的
に
わ
か
る
ツ
ー
ル
を
用
意
し
、

必
要
に
応
じ
て
提
示
し
た
」
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
支
援
シ
ー
ト
は
特

別
支
援
学
校
の
教
員
に
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

　

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
当
日
に
は
、
ま

ず
日
本
人
学
校
の
教
員
か
ら
、
支
援
シ
ー

ト
の
内
容
を
中
心
に
子
供
の
様
子
や
悩
み

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に

特
別
支
援
学
校
の
教
員
が
質
問
し
て
日
本

人
学
校
の
教
員
が
回
答
す
る
形
式
で
Ａ
さ

ん
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
話
し
合
い

の
中
で
指
導
・
支
援
の
提
案
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
特
別
支
援
学
校
の
教
員
か

ら
は
、
Ａ
さ
ん
と
教
員
間
の
約
束
の
決
め

方
に
つ
い
て
、「
○
○
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

（「
走
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
等
）」
と
い
っ

た
否
定
形
で
な
く
、「
○
○
し
よ
う
（「
ゆ

っ
く
り
歩
こ
う
」
等
）」
と
い
っ
た
肯
定
的

な
約
束
も
行
う
こ
と
で
、
場
に
応
じ
た
行

動
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
供
の
行
動
の
背
景
に
あ
る
気

持
ち
や
、
授
業
作
り
の
工
夫
に
つ
い
て
の

ア
イ
デ
ア
が
共
有
さ
れ
、
今
後
の
指
導
に

向
け
て
日
本
人
学
校
と
特
別
支
援
学
校
の

教
員
が
共
に
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
振
り
返
り

　

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
後
、
ま
ず

日
本
人
学
校
の
教
員
が
振
り
返
り
シ
ー
ト

を
記
入
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
視
点
で
授

業
以
外
で
も
対
象
の
子
供
と
関
わ
ろ
う
と

い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
か
ら
、
具

体
的
な
支
援
方
法
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
情

報
提
供
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
度

に
Ａ
さ
ん
の
肯
定
的
な
変
化
が
報
告
さ
れ
、

新
た
な
悩
み
の
相
談
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

３  

遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
事
業
報
告
会
の
実
施

　

本
研
究
の
三
年
間
の
ま
と
め
と
し
て
、

「
Ａ
Ｇ
５
事
業
報
告
会
」
が
海
外
子
女
教

育
振
興
財
団
の
主
催
、
国
立
特
別
支
援
教

育
総
合
研
究
所
の
協
力
の
も
と
、
二
一
年

十
一
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
在
外
教
育
施
設
や
国
内
の
教
育
関
係

者
、
企
業
関
係
者
等
、
約
一
二
〇
名
の
方

に
視
聴
申
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
国
立
特
別
支
援
教
育
総

合
研
究
所
か
ら
遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
の
概
要
説
明
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

①
ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校
に
対
す
る
埼
玉
大

学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
に
よ
る

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
、
②
北
京
日
本
人

学
校
に
対
す
る
筑
波
大
学
附
属
大
塚
特
別

支
援
学
校
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
各
校
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
報
告
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校
は
、
埼
玉
大
学
教

育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
と
共
に
遠
隔

支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。
ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校
が
参
加
を
決

め
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
全
て
の
子
供

が
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
校
内
支

援
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
に
遠
隔
支
援
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
機
に
生
徒
指
導
部

を
中
心
に
校
内
支
援
体
制
を
構
築
し
、
ケ

ー
ス
会
議
を
実
施
す
る
こ
と
で
教
員
間
の

共
通
理
解
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
支
援
シ
ー
ト
に

記
入
す
る
際
に
教
員
間
で
検
討
を
重
ね
、

課
題
や
指
導
内
容
を
整
理
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
の
内
容
を
具
体
的
に
指
導
・
支
援

に
生
か
し
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
子
供

の
実
態
に
応
じ
て
わ
か
り
や
す
い
イ
ラ
ス

ト
で
予
定
を
説
明
す
る
こ
と
や
、「
頑
張

り
カ
ー
ド
」
に
シ
ー
ル
を
貼
る
と
い
っ
た

方
法
で
、
他
の
教
員
や
保
護
者
と
共
に
成

長
を
応
援
す
る
よ
う
な
機
会
が
増
え
た
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
の
様
子
を
全
教
職
員
が
視
聴
可
能
と
し
、

校
内
研
修
の
一
環
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

教
職
員
全
体
の
専
門
性
向
上
に
つ
な
が
っ

た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学

校
は
ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校
の
全
教
員
が
視

聴
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
視
覚
的
に
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
資
料
準
備
を
丁
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寧
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ノ
イ
日
本
人

学
校
の
か
ら
の
支
援
シ
ー
ト
に
は
子
供
の

背
景
や
課
題
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
た

め
、
子
供
を
理
解
す
る
の
に
と
て
も
役
立

っ
た
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
様
子
を
映
像
で
視
聴

す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
で
子
供
の
イ
メ

ー
ジ
を
持
ち
や
す
く
な
っ
た
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
担
任
の
先
生
や
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
校
長
先
生
等
、
複
数
の
教

員
か
ら
子
供
の
様
子
を
聞
き
取
り
、
障
害

特
性
や
、
障
害
の
理
解
の
仕
方
・
考
え
方
、

具
体
的
な
支
援
方
法
に
つ
い
て
助
言
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学

校
の
教
員
か
ら
は
、
子
供
の
背
景
が
日
本

と
異
な
る
ケ
ー
ス
を
共
に
考
え
る
機
会
と

な
り
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
や
、
ハ
ノ
イ
日

本
人
学
校
の
校
長
先
生
を
筆
頭
に
教
員
ら

の
チ
ー
ム
力
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
る
様

子
を
目
の
当
た
り
に
で
き
て
良
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、

事
前
に
子
供
の
様
子
が
詳
細
に
わ
か
る
動

画
の
共
有
や
、
生
活
環
境
や
支
援
環
境
の

違
い
等
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
充
実
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
え
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
不
登

校
やH
S
C

（H
ighly S

ensitive C
hild

〈
非
常
に
敏
感
な
子
〉）
に
つ
い
て
も
話
題

に
挙
が
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
特
別
支
援

学
校
の
専
門
性
と
は
異
な
る
場
合
の
対
応

の
難
し
さ
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

②
北
京
日
本
人
学
校
は
、
筑
波
大
学
附
属

大
塚
特
別
支
援
学
校
と
共
に
遠
隔
支
援
コ

ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

北
京
日
本
人
学
校
が
参
加
を
決
め
た
理
由

と
し
て
、
学
習
や
生
活
面
で
困
っ
て
い
る

子
供
や
様
々
な
背
景
の
あ
る
子
供
が
在
籍

し
て
お
り
、
彼
ら
へ
の
対
応
に
教
員
が
悩

ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
教
員
は
対
象
の
子
供
を
選
ぶ
に

あ
た
り
、
日
本
人
学
校
の
教
員
の
入
れ
替

わ
り
や
担
任
の
交
代
を
考
慮
し
て
、
複
数

年
に
わ
た
り
継
続
的
な
支
援
が
で
き
る
と

い
う
点
を
重
視
し
ま
し
た
。
対
象
の
子
供

の
選
定
後
は
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参

加
す
る
教
員
と
担
任
が
協
力
し
て
支
援
の

方
向
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
授
業
録
画
ビ
デ
オ
を
提
供
し

て
実
態
を
よ
り
詳
し
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
工
夫
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
授
業
の
理
解
が
難
し
く
学
習
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
子
供

へ
の
指
導
に
つ
い
て
「
子
供
が
達
成
感
を

得
ら
れ
る
課
題
を
設
定
す
る
」
と
い
う
提

案
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
授
業
中
に

個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
導

入
し
た
と
こ
ろ
、
子
供
の
成
功
体
験
が
増

加
し
、
少
し
ず
つ
学
習
に
対
し
て
前
向
き

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
見
通
し
を

持
っ
た
行
動
が
苦
手
で
、
勝
敗
へ
の
こ
だ

わ
り
が
強
く
負
け
る
と
大
声
を
出
し
た
り

物
に
当
た
っ
た
り
す
る
等
の
様
子
が
見
ら

れ
た
子
供
に
は
、
実
態
に
合
わ
せ
て
活
動

内
容
を
調
整
す
る
等
の
支
援
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
授
業
の
再
構

成
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、
離
席
が
減
少
し
、

感
情
抑
制
の
課
題
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
支
援
シ
ー
ト
を
引
継
ぎ
に
活

用
し
た
こ
と
で
、
複
数
年
に
わ
た
る
継
続

的
な
支
援
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
や
、
子

供
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
に
録
画
し
た
動

画
が
、
自
身
で
支
援
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

筑
波
大
学
附
属
大
塚
特
別
支
援
学
校
か

ら
は
、
事
前
に
校
内
で
共
有
で
き
る
資
料

を
作
成
し
た
こ
と
が
工
夫
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
継
続
し
て
特
定
の
ケ
ー
ス
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
で
子
供
の
変
容
が
見
ら
れ
た

こ
と
や
、
相
手
校
の
教
員
ら
が
子
供
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
や
変
化
を
捉
え
る
こ
と

が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
筑
波
大
学
附
属
大
塚
特
別
支
援
学
校

の
教
員
は
、
教
員
間
で
子
供
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
面
を
共
有
で
き
る
雰
囲
気
が
作
ら
れ

た
こ
と
を
遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
な
成
果
だ
と
捉
え
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
遠
隔
地
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
支
援

で
あ
る
た
め
、
相
手
の
教
員
の
表
情
が
見

え
に
く
い
こ
と
や
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

な
い
こ
と
で
生
じ
る
不
安
、
現
地
の
文
化

に
合
わ
せ
た
指
導
の
必
要
性
等
、
遠
隔
支

援
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
特
有
の
難
し
さ

に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
加

え
て
、
日
本
人
学
校
の
教
員
が
三
年
で
入

れ
替
わ
る
と
い
う
特
有
の
難
し
さ
が
あ
る

中
で
、
支
援
が
必
要
な
子
供
た
ち
の
学
び

を
保
障
す
る
た
め
の
引
継
ぎ
シ
ス
テ
ム
の

確
立
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
日
本
人
学
校
が
こ
の

機
会
を
活
用
し
、
指
導
・
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
支
援
学

校
は
支
援
シ
ー
ト
や
映
像
情
報
を
元
に
、

全
教
員
が
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

に
工
夫
し
た
資
料
を
作
成
し
、
日
本
人
学

校
の
教
員
や
対
象
の
子
供
の
変
容
を
丁
寧

に
捉
え
て
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に

本
研
究
で
検
討
し
た
遠
隔
支
援
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
や
実
施
方
法
は
、

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
日
本
人
学
校
に
お

け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
た
一

つ
の
か
た
ち
と
し
て
、
一
定
の
成
果
を
挙

げ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
実
施
し
た
遠
隔
支
援
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
の
概
要
や
手
順
は
、
現
在
、
海

外
子
女
教
育
振
興
財
団
と
国
立
特
別
支
援

教
育
総
合
研
究
所
が
協
力
し
て
作
成
し
て

い
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ
れ
ま
す
。
今

後
も
、
日
本
人
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援

教
育
の
充
実
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。



お申し込み・お問い合わせ先

公益財団法人海外子女教育振興財団　　URL  https://www.joes.or.jp
教育相談事業チーム TEL 03-4330-1352   FAX 03-4330-1355   E-mail sodanjigyo@joes.or.jp

〒105-0002　東京都港区愛宕１－３－４　愛宕東洋ビル６階

関西分室 TEL 06-6344-4318　FAX 06-6344-4328　E-mail kansai@joes.or.jp

〒530-0001　大阪市北区梅田３－４－５　毎日新聞ビル３階

海外滞在中および帰国後に、お子さんが安

心して教育を受けられるよう、専門の教育

相談員が個別にご相談におこたえします。

●お子さんの出国時期
●現地教育事情
●学校選択（日本人学校・現地校等）
●出国前の外国語学習準備

●母語の保持・育て方
●現地生活事情
●海外の学校での学習内容・方法

●現地での転学・進学
●通信教育での学習
●日本語力低下の懸念
●統一テスト等の制度（IB・SAT・GCEなど）
●編入受け入れのある学校
●お子さんの帰国時期

教育相談とは別に、教育や学校生活にかかわる次の情報等は随時提供しています。

お気軽にお問い合わせください（予約不要・無料）。
●赴任地の学校情報（日本人学校、補習授業校、現地校・インターナショナルスクール）
●日本人学校・補習授業校の入学・編入学手続きや授業料・授業時間数などに関する情報
●国内の学校情報（帰国生選抜を実施する小学校・中学校・高等学校・大学等のほか約90の教育委員会）
●渡航前および帰国時の学校関係書類の準備や各種手続きに関する情報

本財団の教育相談をご利用ください

●小学校～大学の学校選択
●受験資格
●外国語の保持
●遅れている学習のキャッチアップ
●友人関係等を含む適応問題

教 育 相 談

出 国 前

滞 在 中 帰 国 後

※ 2021年10月現在、新型コロナウイルスの影響で面談相談は中止し、オンライン会議システムを使った相談を
中心に行っています（電話・メールでのご相談も可）。最新情報はウェブサイトでご確認ください。
※面談・電話・オンラインでのご相談は１家族１時間。予約制です。
※ 維持会員企業・団体に所属するかたとそのご家族のかたのご相談は無料です（維持会員一覧は下記本財団ウェ
ブサイトに掲載しています）。

月刊　海外子女教育 2022.25

https://www.joes.or.jp


楽
園
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
喪
失

　
渡
米
前
、
日
本
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
は
す
ぐ
に
母

親
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
引
っ
込
み
思
案
な

幼
児
だ
っ
た
。
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
三
年
間
、

何
を
し
て
も
褒
め
ら
れ
ま
く
る
だ
け
な
ん
で
す
よ
」

と
い
う
生
活
を
経
験
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ

ィ
ー
・
バ
レ
エ
団
の
セ
ン
タ
ー
で
踊
る
こ
と
を
夢
見

る
ま
で
に
変
わ
っ
た
。
バ
レ
エ
の
先
生
に
は
「
ス
イ

ス
に
留
学
さ
せ
た
い
の
で
、
こ
の
子
を
譲
っ
て
ほ
し

い
」
と
望
ま
れ
る
ほ
ど
、
大
き
な
期
待
を
か
け
ら
れ

て
い
た
。

　
「
い
ま
ま
で
の
人
生
で
最
高
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ

ム
で
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。

そ
の
す
べ
て
が
日
本
へ
の
帰
国
で
暗
転
。

日
本
人
と
し
て
育
て
る
と
い
う
家
庭
の
教
育
方
針

の
も
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
補
習
授
業
校
に
通
っ

て
い
た
が
、
帰
国
す
る
と
地
元
の
公
立
小
学
校
へ
。

日
本
語
の
本
を
読
む
こ
と
を
両
親
に
期
待
さ
れ
る
な

か
、
次
第
に
英
語
を
忘
れ
て
い
っ
た
。

　
「
小
学
二
年
生
で
編
入
し
た
と
き
は
先
生
に
『
英

語
を
し
ゃ
べ
っ
て
み
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
て
そ
れ
な

り
に
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
六
年
生
で
同
じ

先
生
と
話
す
機
会
が
あ
り
『
英
語
の
発
音
が
悪
く
な

っ
た
ね
え
』
と
言
わ
れ
、と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
」

孤
独
な
暗
闇
の
な
か
で

　
の
ち
に
心
理
学
を
学
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時

の
自
分
の
心
境
を
語
れ
る
語
彙
が
生
ま
れ
た
。

　
「
い
つ
か
ま
た
父
の
ア
メ
リ
カ
赴
任
が
あ
っ
て
、

そ
れ
で
す
べ
て
が
解
決
す
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
ん

で
す
ね
。
英
語
を
忘
れ
る
わ
け
な
ど
な
い
と
い
う
自

1972年、大阪生まれ。５歳から８歳まで、アメリカ・ニューヨー
クで育ち、現地の幼稚園と小学校（および補習授業校）に通う。
帰国後は以前に住んでいた名古屋に戻って公立小学校から県
立高校まで進み、東京外国語大学で中国語を専攻して卒業。
一般企業での勤務を経て大学院に入り直し、臨床心理学を学
んだ。現在はTCK（帰国生）およびその家族を対象に「育ち
ネットCROSS」でカウンセリングなどの支援を行っているほか、
PODCASTで数多くのTCKへのインタビューを公開している
(https://crossactnet.com）。精神科クリニックにも勤務。

初
は つ だ

田 美
み き こ

紀子さん
臨床心理士
一般社団法人「育ちネット多文化CROSS」
代表理事

楽
園
を
失
っ
て
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分
だ
け
の
信
念
の
な
か
で
、
つ
ま
り
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

の
世
界
で
自
分
を
支
え
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

　
い
つ
か
ま
た
楽
園
で
暮
ら
せ
る
日
々
が
訪
れ
る
。

だ
か
ら
い
ま
は
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
が
ん
ば
る
。
だ

け
ど
日
本
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
記
憶
は
ま
っ

た
く
な
い
。

　
中
学
校
で
は
内
申
書
を
よ
く
す
る
た
め
に
が
ん
ば

り
、
高
校
は
地
域
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
進
学
校
へ
。

そ
の
こ
ろ
に
は
ふ
た
た
び
ア
メ
リ
カ
で
生
活
す
る
日

が
来
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
諦
観
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
が
、
同
時
に
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
都
内
の

大
学
に
進
ん
だ
の
は
東
京
に
行
け
ば
何
か
が
変
わ
る

か
と
思
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
四
年
後
に
親
の
期

待
以
上
の
大
企
業
に
就
職
し
て
も
、
自
分
を
見
失
っ

た
ま
ま
の
気
分
が
続
い
た
。
自
分
の
ル
ー
ツ
が
わ
か

ら
な
い
。
周
囲
と
つ
な
が
っ
て
い
る
実
感
が
な
い
。

未
来
の
イ
メ
ー
ジ
も
湧
か
な
い
。
そ
ん
な
自
分
の
思

い
を
話
せ
る
相
手
に
も
出
会
わ
な
か
っ
た
し
、
誰
か

に
相
談
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
。

浮
遊
し
て
い
る
ま
ま
で
い
い
ん
だ

　
三
十
二
歳
の
と
き
に
想
定
外
の
事
件
が
起
き
た
。

兄
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
の
だ
。
同
じ
海
外
生

活
を
経
験
し
た
、
唯
一
無
二
の
尊
敬
で
き
る
存
在
だ

っ
た
兄
。
そ
の
死
と
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
人
生
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
、
心
理
学
を
学
び
は
じ
め
た
。

四
十
歳
で
セ
ラ
ピ
ー
を
受
け
る
と
、「
も
う
自
分
を

隠
し
た
く
な
い
ん
で
す
」
と
い
う
こ
と
ば
が
出
て
き

て
自
分
で
も
び
っ
く
り
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
も
う
一
つ
大
き
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。

ル
ー
ス
・
バ
ン
・
リ
ー
ケ
ン
氏
ら
に
よ
る
『The 

Third C
ulture K

id Experience

』
と
題
さ
れ

た
本
だ＊

。
海
外
の
帰
国
生
（TC

K

）
に
つ
い
て
書

か
れ
た
本
だ
が
、「
こ
れ
は
私
に
つ
い
て
の
話
」
だ

と
思
え
た
。

「
自
分
の
根
っ
こ
に
あ
っ
た
モ
ヤ
モ
ヤ
が
文
章
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
救
わ
れ
た
思
い
で
し
た
」

　
以
来
、
自
身
も
日
本
の
帰
国
生
に
か
か
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
い
ま
はPO

D
C
A
ST

で
大
人
に
な
っ

た
元
帰
国
生
へ
の
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
公
表
し
続

け
て
い
る
。
目
標
は
一
〇
〇
人
。
ち
ょ
う
ど
半
分
ほ

ど
を
終
え
た
と
こ
ろ
だ
。

　
「
日
本
でTC

K

は
透
明
人
間
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
る
。『
自
分
が
何
者
で
も
な
く
さ
れ
て
い
る
』、

つ
ま
り
存
在
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
ん

で
す
」

　
居
場
所
と
い
う
も
の
は
自
分
ひ
と
り
だ
け
で
つ
く

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
が
人
と
共
に
生
き
る
な
か

で
互
い
に
支
え
合
っ
て
創
る
環
境
だ
と
言
い
、
そ
れ

を
探
し
求
め
る
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
彼
女
に
と
っ
て
の

「
自
分
ら
し
さ
」
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

「
自
分
が
ど
こ
か
に
実
在
す
る
何
者
か
で
あ
る
べ

き
だ
と
い
う
強
迫
観
念
も
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

『W
here is your hom

e?

』
と
問
わ
れ
て
答
が
な

く
て
も
い
い
。
そ
の
ま
ま
浮
遊
し
て
い
る
感
じ
で
い

て
い
い
ん
だ
、そ
れ
だ
け
が
い
ま
の
自
分
に
と
っ
て
確

か
な
感
覚
な
の
だ
、と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
こ
う
し
た
模
索
を
続
け
る
自
分
の
経
験
を
、
こ
の

記
事
を
読
む
よ
う
な
人
の
た
め
に
使
お
う
と
、
発
信

を
続
け
て
い
る
。　
　
　
　

（
取
材
・
文
＝
古
家
淳
）

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

ニューヨークの自宅で、ベビーシッターの女性と。 ６歳のころ、ニューヨークの観光馬車に乗って。隣は兄。
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守
本
真
帆
さ
ん

長
谷
川
一
平
さ
ん

前
田
紘
平
さ
ん

帰
国
生
は
へ
こ
た
れ
な
い

　

高
度
に
情
報
化
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
力
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
が
、
先
が

見
え
な
い
不
安
を
乗
り
越
え
る
た

く
ま
し
さ
が
あ
れ
ば
、
な
ん
と
か

や
っ
て
い
け
そ
う
な
気
も
す
る
。

　

こ
の
特
集
で
は
、「
た
く
ま
し

さ
」
を
自
認
す
る
大
人
に
な
っ
た

元
帰
国
生
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

発
達
段
階
の
何
年
か
を
海
外
で
過

ご
し
た
経
験
や
帰
国
後
の
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
語
っ
て
も
ら
う
な
か

で
、
そ
の「
た
く
ま
し
さ
」の
秘
密

に
迫
っ
た
。

司
会　

小
山
和
智

特集1

帰
国
生
は
へ
こ
た
れ
な
い

座談会

　
「
漢
字
が
書
け
な
い
」「
日
本
の
常

識
を
知
ら
な
い
」
と
責
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
帰
国
生
だ
か

ら
」
を
免
罪
符
に
し
て
〝
生
き
延
び

て
き
た
〞
と
い
う
面
で
は
、
し
た
た
か

だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

去
年
の
三
月
ま
で
六
年
半
ア
メ
リ

カ
に
留
学
し
て
、
や
っ
と
言
語
学
の

博
士
号
を
取
得
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
間
、
ほ
ん
と
う
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
へ
こ
た
れ

ず
な
ん
と
か
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
あ
る
程
度
の
〝
し
た
た
か

さ
〞
や
〝
た
く
ま
し
さ
〞
が
あ
っ
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

体
力
と
い
う
か
、
異
な
る
も
の
へ
の
耐

性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
小
三
で
ド
イ
ツ

に
連
れ
て
い
か
れ
て
、
や
っ
と
ド
イ
ツ
語

の
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
思

っ
た
ら
今
度
は
ア
メ
リ
カ
で「
英
語
ゼ
ロ
」

か
ら
の
や
り
直
し
。
た
い
て
い
の
こ
と
に

は
動
じ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

い
ま
は
Ｉ
Ｔ
企
業
で
働
い
て
い
て
、

日
々
世
の
中
が
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、

自
分
を
適
応
さ
せ
な
が
ら
仕
事
を
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、あ
る
意
味「
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
る
」
っ
て
い
う
こ
と

な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
は
精
密
機
器
の
会
社
で
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
、
次
に
「
も
っ

と
わ
く
わ
く
す
る
仕
事
を
し
た
い
な
」

と
思
っ
て
社
員
三
十
人
く
ら
い
の
商

社
で
自
動
車
関
係
の
仕
事
を
し
ま
し

た
。
長
期
の
海
外
出
張
も
あ
っ
て
苦

労
も
し
ま
し
た
が
、面
白
か
っ
た
で
す
。

　

二
十
八
歳
で
教
員
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
科
の
教
員
で
す
が
、
日
本
史
は

す
ご
く
苦
手
（
笑)

。
日
本
に
い
な
か

っ
た
か
ら
…
…
と
い
い
わ
け
す
る
ん

で
す
が
、
国
際
関
係
の
担
当
を
す
る

な
ど
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
た
く
ま
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
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海
外
渡
航
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、

困
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

前
田　

僕
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
て
四

歳
ま
で
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
と
き

の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
小

五
の
四
月
に
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
そ
れ

ま
で
日
本
で
や
っ
て
き
た
こ
と

が
全
部
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
な

「
わ
け
も
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

へ
来
た
」
と
い
う
感
覚
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
最
初
は
「
日
本
か

ら
英
語
が
全
然
わ
か
ら
な
い
子

が
来
た
か
ら
、
み
ん
な
助
け
て

あ
げ
よ
う
ね
」
っ
て
感
じ
で
受

け
入
れ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
九
月
か
ら
新
年
度
に
な

っ
て
ク
ラ
ス
が

変
わ
り
担
任
も

変
わ
る
と
、「
お

ま
え
、
な
ん
で

宿
題
や
っ
て
な
い
ん
だ
」

み
た
い
な
感
じ
で
怒
ら

れ
て
…
…
僕
は
そ
の
宿

題
が
何
か
も
わ
か
ら
な

い
の
に
。
引
き
継
ぎ
な

ん
か
な
い
ん
で
し
ょ
う

ね
。
そ
こ
か
ら
必
死
に

英
語
を
勉
強
し
は
じ
め

ま
し
た
。

─
─　

そ
の
と
き
、
あ

な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
た
も
の
は
何
で
す

か
？

前
田　

学
校
に
Ｅ
Ｓ
Ｌ

は
あ
っ
た
し
、
親
は
家

庭
教
師
を
雇
っ
て
宿
題
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
人
を
手
配
は
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

あ
と
は
同
級
生
で
一
人
、
二
人
と
友
達

が
で
き
て
…
…
で
も
、
勉
強
を
見
て
く

れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ま
り
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
記
憶
は
な
く

て
、「
自
分
で
や
る
し
か
な
い
」
と
い

う
感
じ
で
し
た
。

─
─　

守
本
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
で
す

ね
？

守
本　

私
は
小
三
だ
っ
た
の
で
す
が
、

言
語
の
壁
は
厚
か
っ
た
で
す
。
フ
ラ
ン

ス
語
が
何
も
わ
か
ら
ず
、
授
業
も
さ
っ

ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
先
生
が
黒
板
に

筆
記
体
で
宿
題
と
か
を
書
く
の
を
、
連

絡
帳
に
一
生
懸
命
書
き
写
す
ん
で
す
け

ど
、
ミ
ミ
ズ
み
た
い
な
も
の
し
か
書
け

な
く
て
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
形
を
し

て
い
な
い
の
で
、
帰
っ
て
か
ら
親
に
見

せ
て
も
、
親
も
わ
か
ら
な
い
…
…
。
同

級
生
も
一
生
懸
命
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
ろ
う
と
し
て
く
れ
て
い
て
、
英

語
で
も
話
し
て
く
れ
る
ん
で
す
け
ど
、

私
は
英
語
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
は

け
っ
こ
う
苦
し
み
ま
し
た
。

　

だ
け
ど
、
私
は
日
本
に
い
る
と
き
か

ら
本
ば
っ
か
り
読
ん
で
い
て
、
先
生
に

「
休
み
時
間
は
図
書
室
に
来
な
い
で
、

外
で
皆
と
遊
び
な
さ
い
」
っ
て
言
わ
れ

る
よ
う
な
子
だ
っ
た
ん
で
す
。
私
に
と

渡
航
し
た
直
後
に

困
っ
た
こ
と
は
？

前田 紘平さん　あまり記憶に残っていないニューヨーク時代

前ま

え

だ田 

紘こ

う

へ

い平 

さ
ん

父親が金融関係の仕事をしていてアメリカのニューヨ
ークで生まれる。４歳で帰国するが、小４からふたた
びニューヨークに渡り、現地校で学んだ。中３の４月
に帰国して公立中学校に編入し、東京学芸大学附属高
校大泉校舎に進学。早稲田大学政治経済学部を卒業し
たあとは、メーカーおよび商社の海外営業部門で働い
た。28歳で昌平中学・高等学校に入職、現在は教頭・
国際教育部長としてIB教育を推進している。

帰国生はへこたれない
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っ
て
海
外
に
連
れ
て
い
か
れ
る

経
験
は
試
練
で
は
あ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
い
ま
で
は
「
チ
ャ
ン

ス
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─

そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

守
本

ま
ず
家
族
で
す
。
六
人
家
族
な

の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
日

本
語
で
話
し
た
け
れ
ば
、
妹
も
兄
も
い

る
。
補
習
校
や
日
本
人
学
校
は
遠
く
て

通
え
な
か
っ
た
け
ど
、
家
に
日
本
の
文

化
と
か
生
活
の
基
盤
を
シ
ェ
ア
し
て
る

人
が
い
た
こ
と
は
、
す
ご
く
支
え
に
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
現
地
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
な
く
て
も
純
粋
に
興
味
を

持
っ
て
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
心
あ
る
友

達
。
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
ば
か
り
の
こ

ろ
、「
あ
な
た
は
私
の
〝
マ
メ
ヤ
ガ
ミ
〟

だ
よ
ね
」
っ
て
何
人
か
の
子
か
ら
聞
か

れ
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
〝
マ
メ
ヤ
ガ
ミ
〟

っ
て
何
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、困
惑
し
て

ま
し
た
。結
局
、親
が
誰
か
に
聞
い
て
判

明
し
た
の
が
「m

a m
eilleure am

ie

」

…
…「
私
の
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
だ
よ
ね
」

の
意
味
で
し
た
。
私
に
は
〝
r
〟
音
が

〝
g
〟
音
に
聞
こ
え
て
た
ん
で
す
（
笑
）。

ほ
ん
と
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

お
ぼ
つ
か
な
い
の
に
「
ベ

ス
ト
フ
レ
ン
ド
だ
よ
ね
」

っ
て
聞
い
て
く
れ
る
、

真
っ
す
ぐ
な
子
が
た
く

さ
ん
周
り
に
い
ま
し
た
。

─
─

長
谷
川
さ
ん
は

最
初
、
ド
イ
ツ
で
す
よ

ね
？

長
谷
川

ま
ず
困
っ
た

の
は
、
や
っ
ぱ
り
言
語

で
す
ね
。
現
地
校
に
放
り
込
ま
れ
て
、

ひ
と
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
な
か
で
必
死

に
ド
イ
ツ
語
を
覚
え
る
わ
け
で
す
。
ハ

ン
ブ
ル
ク
で
二
年
、
や
っ
と
ド
イ
ツ
語

を
覚
え
て
学
校
に
も
慣
れ
た
こ
ろ
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
引
っ
越
し
た
。
し
か

も
そ
の
十
一
カ
月
後
に
、
今
度
は
ア
メ

リ
カ
と
い
う
ま
っ
た
く
言
語
の
異
な
る

環
境
に
引
っ
越
し
ま
す
。

ド
イ
ツ
語
は
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

け
ど
、
英
語
は
ま
っ
た
く
話
せ
な
い
の

で
、
ま
た
〝
一
〟
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

こ
れ
は
正
直
き
つ
か
っ
た
で
す
ね
。
言

語
の
問
題
と
共
に
、
頻
繁
に
引
っ
越
し

し
た
こ
と
も
負
担
で
し
た
が
、
結
果
的

守本 真帆さん
誕生日のパーティーで同級生たちと

守
本
真
帆
さ
ん
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
の
海
岸
に
家
族
で

旅
行
し
た
と
き
に
兄
、妹
、弟
と

守も

り

も

と本
真ま

ほ帆
さ
ん

東京都三鷹市出身。小３から３年間、公務員の父親に
帯同されてパリに在住、現地校で学んだ。帰国後は地
元の公立小・中学校を卒業し、国際基督教大学高等学
校に進学した。国際基督教大学教養学部を卒業後、ア
メリカのカリフォルニア大学サンタクルーズ校人文学
部で学び、博士号（言語学）を取得。現在は国立国語
研究所のプロジェクト研究員や大学の非常勤講師をし
ながら、就職活動中。

頼
れ
る

三
つ
の
も
の
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に
は
シ
カ
ゴ
郊
外
の
町
に
四
年
い
た
の

で
、
渡
米
後
は
比
較
的
安
定
し
て
い
ま

し
た
け
ど
。

─
─　

そ
う
し
た
苦
労
の
な
か
、
頼
れ

る
も
の
は
な
ん
で
し
た
か
？

長
谷
川　

三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
家

族
。
ア
メ
リ
カ
で
住
ん
で
い
た
町
は
、

い
わ
ゆ
る
白
人
中
流
階
級
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
、
そ
の
な
か
に
日
本
人
や
東

洋
人
が
数
人
は
い
る
も
の
の
、
白
人
以

外
を
受
け
入
れ
る
土
壌
が
あ
ま
り
な
い

よ
う
で
し
た
。
差
別
も
す
ご
い
受
け
る

し
、
い
や
が
ら
せ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
私
の
両
親
も
闘

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
Ｅ
Ｓ
Ｌ
が
終
わ
っ
て
普
通

の
授
業
に
入
っ
た
と
き
、
折
り
合
い
の

悪
い
先
生
が
い
て
、
語
学
力
や
成
績
と

は
関
係
な
く
「
こ
い
つ
を
特
殊
学
級
に

落
と
せ
」
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
た
ん

で
す
。
親
は
「
な
ん
で
特
殊
学
級
に
行

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
」
と
、
ほ
ん

と
う
に
踏
ん
張
っ
て
く
れ
て
…
…
。

　

二
つ
目
は
、
そ
う
い
う
環
境
の
な
か

で
も
、
心
あ
る
友
達
が
何
人
か
い
た
こ

と
。
彼
ら
が
「
あ
ん
な
ク
ソ
野
郎
の
こ

と
な
ん
か
気
に
す
る
な
」
み
た
い
な
こ

と
を
言
っ
て
く
れ
、
精
神
面
で
サ
ポ
ー

ト
さ
れ
た
の
が
、
す
ご
く
大
き
か
っ
た

か
な
と
。

　

そ
し
て
三
つ
目
は
、
シ
カ
ゴ
補
習
授

業
校
が
け
っ
こ
う
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
で
、
大
勢
の
日
本
人
、
日
本
の
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
お

店
も
ヤ
オ
ハ
ン
と
か
、
日
本
の
レ
ン
タ

ル
ビ
デ
オ
店
と
か
も
あ
っ
て
、
母
国
語

で
話
し
て
分
か
ち
合
え
る
人
た
ち
が
い

る
と
い
う
こ
と
が
、
僕
の
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

前
田　

確
か
に
、
僕
も
レ
ン
タ
ル
ビ
デ

オ
は
毎
週
の
楽
し
み
で
し
た
。
土
曜
に

補
習
校
に
行
っ
て
、
そ
の
帰
り
に
日
本

の
ビ
デ
オ
を
借
り
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
行

っ
て
、
借
り
て
く
る
。
く
だ
ら
な
い
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
と
か
も
。

長
谷
川　

そ
う
そ
う
。

守
本　

私
は
月
刊
誌
で
し
た
ね
。

特
に
月
刊
の
漫
画
雑
誌
み
た
い

な
も
の
を
、
日
本
に
い
る
祖
父

母
か
ら
毎
月
送
っ
て
も
ら
え
て
、

と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
と
、
文
通
を
し
て
い
た
日

本
の
同
級
生
な
ど
も
。
遠
い
と

こ
ろ
に
い
て
も
自
分
を
思
っ
て

く
れ
る
人
た
ち
の
存
在
と
い
う

の
は
、
大
き
か
っ
た
気
が
し
ま

す
。

─
─　
＂
ヘ
イ
ト
＂
と
ま
で
い
わ
な
い
ま

で
も
、
差
別
的
な
目
に
遭
っ
た
と
き
に

ど
う
し
ま
し
た
か
？

前
田　

日
本
人
が
見
下
さ
れ
て
る
な
っ

て
い
う
の
は
感
じ
ま
し
た
。
露
骨
な
も

の
は
な
い
で
す
け
ど
、「
お
ま
え
、
こ

れ
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
？
」
み
た
い
な

の
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
し
た
。
僕
は
英

語
の
授
業
は
習
熟
度
別
で
い
ち
ば
ん
下

長は

せ

が

わ

谷
川 

一い

っ

ぺ

い平 

さ
ん

兵庫県西宮市生まれ。小３のとき、父親のドイツ赴任
に帯同され、ハンブルクとフランクフルトの現地校で
学んだ。小５からはアメリカのシカゴに転居、現地校
に４年間通った。高校から単身帰国して、国際基督教
大学高等学校に入学。慶應義塾大学商学部を卒業後は、
外資系のＩＴ企業数社で働いてきた。現在は企業の事
業責任者として、スタートアップや中堅中小企業に対
するＤＸの推進に携わっている。

差
別
を
受
け
る
場
面

で
の
対
処
は
？

小
山 

和
智

本
誌
ラ
イ
タ
ー
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学

校
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
日
本
人
学
校
、

上
海
日
本
人
学
校
で
３
年
ず
つ
勤
務
し
た

経
験
を
持
つ
。

司
会

帰国生はへこたれない
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の
ク
ラ
ス
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
そ

こ
英
語
力
が
つ
い
て
き
た
こ
ろ
、
テ
ス

ト
で
ク
ラ
ス
一
番
の
成
績
を
取
っ
た
こ

と
が
あ
っ
て
、
そ
し
た
ら
英
語
の
先
生

が
「
な
ん
で
こ
ん
な
日
本
か
ら
来
た
や

つ
に
、
皆
負
け
る
ん
だ
？
」
み
た
い
な

こ
と
を
言
っ
て
（
笑
）。
で
も
僕
は
、

そ
れ
は
そ
れ
で
誇
ら
し
か
っ
た
し
、「
や

れ
ば
で
き
る
ん
だ
な
」
み
た
い
な
成
功

体
験
に
は
な
り
ま
し
た
。

長
谷
川　

そ
も
そ
も
日
本
人
が
い
る
こ

と
が
珍
し
い
の
で
、「
細
目
の
東
洋
人
」

と
目
尻
を
引
っ
張
っ
た
り
、
僕
の
未
熟

な
発
音
を
ま
ね
し
た
り
、
ク
ラ
ス
で
座

っ
て
た
ら
い
き
な
り
「
お
ま
え
、
毎
日

ス
シ
食
っ
て
ん
の
？
」
っ
て
聞
か
れ
た

り
と
か
。
単
純
に
か
ら
か
っ
て
る
だ
け

な
の
か
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
、
そ
う

い
う
小
さ
な
こ
と
の
繰
り
返
し
は
日
常

茶
飯
事
で
し
た
し
、
先
生
の
な
か
に
も
、

差
別
と
い
わ
な
い
ま
で
も
〝
嫌
悪
感
〟

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
人
は
い

ま
し
た
。
や
る
こ
と
な
す
こ
と
否
定
的

な
感
じ
で
言
わ
れ
た
り
。

─
─　

そ
れ
に
対
す
る
対
処
は
？

長
谷
川　

ま
あ
慣
れ
て
ま
し
た
ね
。
ド

イ
ツ
で
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
か
ら
、「
ま
た
か
」
み
た
い
な
感

じ
で
し
た
。
自
分
の
中
に
は
反
発
心
も

あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、「
自
分
で
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
」
と
い
う

無
力
さ
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
な
が
ら
、

そ
れ
は
そ
れ
で
や
り
過
ご
そ
う
み
た
い

な
感
じ
で
、
自
分
の
中
で
処
理
し
て
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─　

体
調
を
崩
す
こ
と
は
な
か
っ
た

で
す
か
？　

心
因
性
で
お
な
か
が
痛
く

な
る
と
か
？

長
谷
川　

仮
病
を
使
っ
て
学
校
を
休
ん

で
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
体
に
帯

た
い
じ
ょ
う状

疱ほ
う
し
ん疹
が
出
ち
ゃ
う
こ
と
な
ど
は
な
か
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
も
う
行
き
た
く
な
い

と
き
は
「
熱
が
出
た
か
ら
今
日
は
学
校

に
行
け
な
い
」
っ
て
言
っ
て
。
電
球
に

体
温
計
を
当
て
て
温
度
を
上
げ
て
、
親

に
「
三
十
八
度
」
っ
て
見
せ
て
（
笑
）。

守
本　

私
も
、
か
ら
か
わ
れ
た
り
、
い

じ
め
ら
れ
た
り
み
た
い
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
け
ど
、
お
な
か
が
痛
く
な
っ
た

り
は
し
て
ま
せ
ん
。
じ
つ
は
日
本
の
小

学
校
で
は
、
仮
病
を
使
っ
た
り
と
か
け

っ
こ
う
や
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
（
笑
）。

フ
ラ
ン
ス
に
い
る
間
は
、
少
し
い
や
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
「
で
も
、
○
○
だ
か

ら
よ
か
っ
た
」
と
か
「
大
事
な
の
は
そ

こ
じ
ゃ
な
い
」
っ
て
プ
ラ
ス
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
周

り
に
「
皆
で
こ
れ
を
や
ら
な
き
ゃ
い
け

な
い
」
み
た
い
な
こ
と
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
私
に
合
っ
て
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

─
─　

日
本
で
は
、
皆
が
一
斉
に
同
じ

こ
と
を
し
な
い
と
い
け
な
い
？

守
本　

私
は
そ
れ
が
す
ご
く
苦
手
で
し

た
。
日
本
の
運
動
会
で
組
体
操
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
も
し
フ
ラ
ン
ス
に

行
か
な
い
で
、
組
体
操
を
や
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
ら
、
私
は
も
う
心
の
状
態

を
崩
し
ま
く
り
だ
っ
た
は
ず
で
す
け
ど

（
笑
）、
や
ら
ず
に
済
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

前
田　

僕
も
、
ず
っ
と
元
気
だ
っ
た
で

す
ね
。
渡
航
前
は
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た

く
も
な
い
し
、
渡
航
し
て
か
ら
も
部
屋

で
ひ
と
り
の
と
き
に
泣
い
た
り
し
た
記

憶
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
親
に
は
「
学

校
に
行
き
た
く
な
い
」
と
は
言
わ
な
か

っ
た
…
…
と
い
う
か
、
行
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
も
ん
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
し
、

父
の
任
期
は
決
ま
っ
て
い
て
、
四
年
た

っ
た
ら
日
本
に
帰
れ
る
と
聞
い
て
ま
し

た
か
ら
「
と
り
あ
え
ず
耐
え
る
か
」
み

た
い
な
感
じ
か
な
。

守
本　

私
も
そ
の
側
面
は
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。
父
は
公
務
員
で
、

「
三
年
た
っ
た
ら
帰
っ
て
く
る
よ
」
と

言
わ
れ
て
た
の
で
。
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日
本
に
帰
国
し
た
と
き
に
は
、

ど
ん
な
状
態
で
し
た
か
？

前
田　

僕
は
中
三
の
四
月
に
、
小
四
ま

で
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
友
達
が
進
学
す
る

公
立
中
学
校
に
入
っ
た
ん
で
す
。
小
学

校
時
代
の
友
達
に
再
会
し
た
っ
て
い
う

感
じ
で
す
ね
。
そ
の
中
学
校
の
規
則
と

部
活
の
厳
し
さ
は
、
け
っ
こ
う
た
い
へ

ん
で
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
入
っ
た

ん
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
〝
ち
ょ
っ

と
楽
し
い
程
度
〟
に
や
っ
て
た
の
が
、

日
本
で
は
皆
本
気
で
、
自
分
よ
り

は
る
か
に
上
手
い
し
、
土
・
日
も

練
習
。
数
学
の
授
業
な
ん
か
よ
り

も
、
部
活
の
時
間
の
方
が
は
る
か

に
長
い
わ
け
で
す
。

　

当
時
は
「
水
を
飲
む
な
」
っ
て

時
代
で
し
た
し
、
体
罰
す
る
先
生

が
ま
だ
残
っ
て
い
た
の
で
、「
な

ん
で
こ
ん
な
つ
ら
い
思
い
を
？
」「
な

ん
で
部
活
中
心
の
生
活
な
ん
だ
ろ

う
？
」
と
思
っ
て
ま
し
た
。
感
覚

が
ア
メ
リ
カ
に
染
ま
っ
て
い
た
の

で
、「
日
本
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
文

化
の
方
が
素
晴
し
い
」
み
た
い
に

感
じ
る
う
え
に
、
高
校
受
験
の
ス

ト
レ
ス
も
重
な
っ
て
、
ど
う
や
っ

て
発
散
し
た
ら
い
い
の
か
、
悶も

ん
も
ん々

と
し
て
ま
し
た
。

守
本　

反
対
に
私
の
場
合
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
〝
水
を
得
た
魚
〟

と
い
う
か
、〝
免
罪
符
を
手
に
し

た
〟
と
い
う
か
…
…
。
フ
ラ
ン
ス

に
行
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
相
変
わ
ら
ず

周
り
に
な
じ
め
て
る
わ
け
で
は
な
い
の

に
、
そ
の
理
由
が
「
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
子
だ
か
ら
」
で
は
な
く
て
、「
フ
ラ

ン
ス
に
行
っ
て
た
子
だ
か
ら
」
っ
て
い

う
こ
と
に
な
っ
て
（
笑
）。「
ど
う
し
て

周
り
と
行
動
が
か
み
合
わ
な
い
の
か
」

と
か
い
う
と
こ
ろ
が
、「
帰
国
子
女
だ

か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
許
さ
れ
、
す
ご

く
自
分
と
し
て
は
楽
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
小
三
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に

行
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
全

部
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
経
験
で
、

た
ぶ
ん
自
分
の
中
で
「
周
り
に
な
じ
む

こ
と
」
の
ハ
ー
ド
ル
が
、
か
な
り
下
が

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
ミ
ミ
ズ
み
た
い
な

字
で
し
か
連
絡
帳
を
書
け
な
い
自
分
が

あ
っ
た
か
ら
、
漢
字
も
「
い
ま
は
書
け

な
い
け
ど
、
そ
の
う
ち
書
け
る
よ
う
に

な
る
さ
」
っ
て
い
う
感
じ
で
（
笑
）、

恥
ず
か
し
い
と
は
思
わ
な
い
。
ま
あ
、

ち
ょ
っ
と
面
の
皮
も
厚
く
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。（
一
同
笑
）

─
─　

長
谷
川
さ
ん
は
帰
国
し
て
直
接
、

帰
国
生
専
門
の
高
校
に
入
れ
た
の
は
幸

運
だ
っ
た
の
で
は
？

長
谷
川　

い
や
も
う
最
高
で
し
た
ね
。

三
分
の
二
が
帰
国
生
で
、
制
服
も
な
い

し
、
す
ご
く
自
由
…
…
。
周
り
に
自
分

と
同
じ
よ
う
な
背
景
の
人
が
多
い
か
ら
、

自
分
に
と
っ
て
最
高
に
居
心
地
の
い
い

環
境
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
大
学
に
入
っ

た
ら
、
ま
っ
た
く
な
じ
め
な
か
っ
た
ん

で
す
。

　

ま
ず
大
学
の
構
内
で
皆
が
同
じ
よ
う

な
服
を
着
て
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
女

性
な
ら
ば
厚
底
ブ
ー
ツ
履
い
て
ヴ
ィ
ト

ン
の
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
み
た
い
な
当
時

流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
包
ん
で

い
る
…
…
。「
気
持
ち
悪
い
！
」
と
感

じ
ま
し
た
。

　

あ
と
、
サ
ー
ク
ル
の
新
入
生
勧
誘
の

た
め
に
、
食
堂
に
各
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
ん
で
す
が
、
ス
キ
ー
に
興

味
が
あ
っ
た
の
で
見
に
行
っ
た
ら
そ
の

サ
ー
ク
ル
の
人
た
ち
が
皆
、
同
じ
ス
タ

ジ
ャ
ン
を
着
て
た
ん
で
す
。
ゲ
レ
ン
デ

で
同
じ
ウ
ェ
ア
を
着
る
の
な
ら
ま
だ
し

も
、
大
学
の
食
堂
で
す
よ
。
見
た
瞬
間

「
こ
こ
に
は
入
れ
な
い
！
」
と
思
っ
て

引
き
返
し
ま
し
た（
笑
）。
そ
れ
で
も
う
、

自
分
の
周
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
ガ
ラ
ガ

ラ
ッ
と
下
ろ
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
、
大
学
の
勉
強
は
必
要
最
低
限

の
こ
と
だ
け
や
っ
て
、
四
年
間
は
同
じ

高
校
の
友
達
と
、
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲

の
友
達
だ
け
で
し
た
ね
、
僕
の
世
界
は
。

帰
国
後
に
感
じ
た

試
練
は
？
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一
種
の
コ
ロ
ニ
ー
み
た
い
な
感

じ
で
し
ょ
う
か
？

長
谷
川　

そ
う
で
す
ね
。
あ
る
い
は
防

護
壁
、「
そ
こ
か
ら
出
る
と
危
な
い
」

み
た
い
な
。
で
も
、
そ
も
そ
も
僕
は
、

自
分
の
居
場
所
は
ず
っ
と
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
い
た
と
き
も
、
ド
イ
ツ
に

い
た
と
き
も
。
そ
れ
で
日
本
に
帰
り
た

い
と
思
っ
て
帰
国
し
た
の
に
日
本
の
文

化
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
日
本
人
だ

っ
た
ら
皆
と
同
じ
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

の
に
、
で
き
な
い
ん
で
す
。
折
り
合
い

を
つ
け
ら
れ
な
い
。
い
や
な
ん
で
す
よ
。

そ
れ
で
「
自
分
の
居
場
所
っ
て
、
ど
こ

な
ん
だ
ろ
う
？
」「
自
分
っ
て
何
な
ん

だ
ろ
う
？
」
と
ず
っ
と
悩
み
続
け
ま

し
た
。

　

で
も
い
ま
は
も
う
、
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
逆

に
、
そ
れ
が
自
分
の
強
み
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ

う
な
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
し
た

け
ど
。

─
─　

変
わ
る
き
っ
か
け
は
何
だ
と

思
い
ま
す
か
？

長
谷
川　

や
っ
ぱ
り
環
境
が
大
き
い

で
す
ね
。
た
と
え
ば
僕
が
働
い
て
る

会
社
は
外
資
系
で
、
多
様
性
を
重
ん

じ
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。「
多
様
性

が
あ
る
か
ら
こ
そ
組
織
が
強
く
な
る
。

そ
の
企
業
と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
上
が
る
」
と
い
う
考
え
方
な
ん

で
す
。
僕
の
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が

自
分
の
強
み
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

仕
事
を
通
し
て
自
己
認
識
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

前
田　

確
か
に
僕
も
、
ほ
ん
と
う
の
居

場
所
な
ん
て
い
え
る
よ
う
な
も
の
は
別

に
な
か
っ
た
…
…
。
ア
メ
リ
カ
に
い
た

と
き
に
は
「
自
分
の
場
所
は
日
本
」
っ

て
思
っ
て
た
し
、
日
本
に
帰
っ
た
ら
帰

っ
た
で
、
日
本
は
別
に
ぴ
っ
た
り
の
場

で
は
な
か
っ
た
。
で
も
、
な
い
の
が
普

通
で
、
求
め
な
い
と
い
う
か
「
そ
れ
ぞ

れ
上
手
く
や
っ
て
い
け
ば
い
い
」
み
た

い
な
。

　

い
ま
の
職
場
も
充
実
し
て
い
る
し
当

分
い
る
つ
も
り
だ
け
ど
、
今
後
万
が
一

困
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
こ
の
場
所
に
固

執
し
な
く
て
も
い
い
…
…
と
、
な
ん
と

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。「
居
場
所
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
」
と
は
考
え
な
い
し
、

そ
う
い
う
場
所
を
期
待
し
て
い
な
い
と

い
う
か
。

─
─　

し
っ
か
り
根
を
張
る
と
い
う
感

覚
は
な
い
と
？

前
田　

結
果
的
に
面
白
い
仕
事
を
ず
っ

と
続
け
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で

い
い
と
思
う
け
ど
、
別
に
こ
だ
わ
っ
て

は
い
ま
せ
ん
。

─
─　

守
本
さ
ん
は
帰
国
し
て
か
ら
、

居
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
葛
藤
と
か
あ

り
ま
し
た
か
？

守
本　

帰
国
し
た
と
き
、
ク
ラ
ス
に
女

子
の
グ
ル
ー
プ
み
た
い
な
も
の
は
あ
り

ま
し
た
が
、
私
は
ひ
た
す
ら
敵
を
つ
く

ら
な
い
と
い
う
か
、
み
ん
な
と
ち
ょ
っ

と
ず
つ
仲
よ
く
し
た
い
み
た
い
に
考
え

て
い
ま
し
た
。
誰
か
と
話
し
て
る
と
き

に
別
の
グ
ル
ー
プ
の
誰
か
の
悪
口
が
出

て
も
加
担
し
な
い
と
か
。
そ
う
す
る
と
、

完
全
に
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
認
め
ら

れ
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
小
六
な
の
で

「
最
後
は
み
ん
な
で
仲
よ
く
卒
業
し
よ

う
ね
」
み
た
い
な
雰
囲
気
で
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
大
学
に
入
っ
て
、「
守
本

さ
ん
っ
て
人
畜
無
害
だ
よ
ね
」
っ
て
言

わ
れ
た
ん
で
す
。
周
り
で
は
「
生
涯
の

友
達
」
み
た
い
な
も
の
が
生
ま
れ
、「
誰

か
に
も
の
す
ご
く
好
か
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
ほ
か
の
人
に
も
の
す
ご
く
嫌
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
伴
う
の
か
も
し
れ

な
い
」
な
ど
と
考
え
て
い
た
時
期
だ
っ

た
の
で
、
か
な
り
傷
つ
き
ま
し
た
。

　

で
も
そ
の
後
、「
完
全
に
自
分
と
同

じ
土
壌
を
シ
ェ
ア
し
て
い
る
人
は
い
な

い
」
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。「
こ

の
人
と
は
、
こ
う
い
う
趣
味
の
話
」
と

か
、「
こ
う
い
う
仕
事
関
係
の
相
談
は
、

こ
の
人
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
持
っ
て
い
る
自
分
で
い
い
ん
だ

と
。
そ
の
多
様
性
が
自
分
の
強
み
だ
っ

て
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
す
ご
く

心
が
楽
に
な
り
ま
し
た
ね
。

左から長谷川一平さん、守本真帆さん、前田紘平さん

自
分
の
居
場
所
に
つ
い
て

考
え
る
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方
略
の
一
つ
は
「
も
う
居
場
所

は
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
方
な

の
で
す
ね
？

前
田

ア
メ
リ
カ
で
は
、
僕
の
心
の
支

え
は
野
茂
英
雄
で
し
た
。
彼
は
英
語
も

ま
っ
た
く
話
さ
な
い
の
に
大
活
躍
し
て

い
て
、
日
本
人
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
が

ん
ば
っ
て
る
自
分
に
と
っ
て
は
、
ヒ
ー

ロ
ー
。
い
ま
で
も
僕
の
車
の
ナ
ン
バ
ー

は
、
彼
の
背
番
号
と
同
じ
「
16
」
な
ん

で
す
よ
（
一
同
笑
）。

そ
し
て
、「
野
茂
は
居
場
所
を
求
め

て
な
い
よ
な
あ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
が

ん
ば
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
誰
か

認
め
て
く
れ
る
人
は
い
る
ん
だ
ろ
う

な
」
と
い
う
感
覚
は
な
ん
と
な
く
あ
り

ま
す
ね
。

守
本

一
度
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

前
提
が
全
部
崩
れ
た
経
験
を
し
た
か
ら

と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、

〝
前
提
を
前
提
と
し
な
い
〟
と
い
う
か

…
…
人
間
を
よ
く
観
察
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
分
と
異
な
る
境
遇
の
人

が
ど
う
や
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
い
る
の
か
と
か
。
メ
ー
ル
で

や
り
取
り
す
る
と
き
で
も
、
自
分
が
知

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
、

丁
寧
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

─
─
＂
帰
国
生
＂
の
な
か
に
は
ず
っ

と
周
り
の
帰
国
生
の
仲
間
に
守
ら
れ
て

い
る
の
で
「
そ
の
中
で
生
き
て
い
け
ば

い
い
」
み
た
い
に
思
っ
て
し
ま
い
、
い

わ
ば
＂
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
＂
し
て
し
ま
う

人
も
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

長
谷
川

僕
の
同
級
生
と
い
え
ば
皆
四

十
代
半
ば
で
す
が
、
帰
国
生
の
知
人
の

な
か
に
も
〝
病
ん
で
る
人
〟
は
い
ま
し

た
よ
ね
。

─
─
「
も
う
根
を
生
や
す
の
を
あ
き

ら
め
な
さ
い
、
な
ん
と
か
な
る
か
ら
」

っ
て
言
っ
て
あ
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い
で

し
ょ
う
か
ね
？

守
本

私
は
高
校
入
試
で
、
帰
国
生
選

抜
の
資
格
に
少
し
足
り
な
く
て
一
般
受

験
し
た
と
き
が
、
ほ
ん
と
う
に
大
き
な

転
機
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ま
ま
自
分
が
帰
国
生
と
い
う
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
す
が
っ
て
生
き
て
い
た
ら
、

違
っ
た
人
生
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
で
す
。

長
谷
川

僕
の
場
合
、
そ
れ
が
大
学
で

し
た
ね
。
大
学
も
帰
国
生
の
多
い
学
部

に
行
っ
て
た
ら
、
た
ぶ
ん
そ
の
ま
ま

「
僕
、
キ
コ
ク
で
ー
す
」
っ
て
生
き
て

た
と
思
い
ま
す
ね
（
笑
）。
で
も
、
僕

は
現
実
を
見
せ
ら
れ
た
…
…
四
年
間
。

だ
か
ら
、「
飲
み
会
と
か
い
や
だ
」
と

か
言
い
な
が
ら
も
、
日
本
社
会
に
あ
る

程
度
は
順
応
で
き
る
基
礎
を
…
…
い
わ

ば
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
わ
け
で
す

（
笑
）。

─
─

あ
あ
、
そ
れ
が
耐
性
⋮
⋮
＂
へ

こ
た
れ
な
さ
＂
に
つ
な
が
っ
て
い
く
ん

で
す
ね
︵
笑
︶。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
日

本
人
だ
っ
た
り
、
日
系
企
業
だ
っ
た
り

す
る
わ
け
だ
か
ら
、「
こ
の
人
た
ち
、

こ
う
い
う
発
想
な
ん
だ
」
と
わ
か
ら
な

い
と
、
営
業
に
も
な
ら
な
か
っ
た
り
す

る
わ
け
だ
し
。

長
谷
川

そ
う
で
す
。
お
っ
し
ゃ
る
通

り
で
す
。

守
本

私
は
、
公
立
中
学
校
で
部
活
と

か
を
ひ
と
通
り
や
っ
た
っ
て
い
う
の
も
、

ワ
ク
チ
ン
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

前
田

僕
の
場
合
、
全
員
が
帰
国
生
と

い
う
高
校
だ
っ
た
の
で
、
か
え
っ
て
帰

国
生
で
あ
る
こ
と
を
意
識
で
き
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
あ
る
と
き
ふ
と
「
自
分

は
何
な
の
？
」
っ
て
な
っ
た
。
た
と
え

ば
「
十
五
年
間
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
に

住
ん
で
ま
し
た
」
っ
て
い
う
、
自
分
よ

り
も
は
る
か
に
英
語
ペ
ラ
ペ
ラ
の
、
も

っ
と
す
ご
く
帰
国
生
っ
ぽ
い
人
が
い
れ

ば
（
一
同
笑
）、
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本

守本真帆さん　2005年 中学校の吹奏楽部の活動で（中央）
前
田
紘
平
さ
ん

高
校
は
全
員
帰
国
生
の
学
校
へ

帰
国
生
も
多
種
多

様
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
個
人

写
真
も
多
種
多
様
な
ス
タ
イ
ル

〝
キ
コ
ク
〞が
耐
性
を
得
る

ワ
ク
チ
ン
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人
学
校
出
身
者
も
い
て
、「
帰
国
生
っ

て
何
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
…
…
そ
の
辺

か
ら
、
自
分
は
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い

っ
た
ら
い
い
か
を
考
え
は
じ
め
ま
し
た
。

だ
か
ら
大
学
に
入
っ
て
最
初
の
二
年
く

ら
い
、
自
分
は
帰
国
生
だ
っ
て
周
り
に

言
わ
な
か
っ
た
。

─
─　
「
自
分
の
ジ
ョ
ブ
の
こ
な
し
方

で
評
価
し
て
も
ら
っ
て
、
居
場
所
を
与

え
て
も
ら
う
」
と
い
う
発
想
に
立
て
た

と
き
、「
た
く
ま
し
い
」「
へ
こ
た
れ
な

い
」
と
言
わ
れ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
？

守
本　

さ
ら
に
、
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
逃
げ
出
す
ス
キ
ル
も
あ
れ
ば （
笑
）。

長
谷
川　

僕
は「
自
分
を
受
け
入
れ
る
」

っ
て
い
う
の
が
、
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
人
と
は
違
う
と

こ
ろ
…
…
幼
い
こ
ろ
は
自
分
で
も
い
や

だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
じ
つ
は
強
み
に
も

な
り
得
る
わ
け
で
、
そ
れ
を
理
解
し
て
、

自
分
自
身
を
認
め
て
あ
げ
る
っ
て
い
う

こ
と
が
、
た
ぶ
ん
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

む
転
換
点
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
う
ん
で
す
。

　

た
と
え
ば
僕
の
上
司
は
イ
ン
ド
人
な

ん
で
、
毎
日
英
語
で
レ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
海
外
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を

理
解
し
て
る
か
ら
、
欧
米
の
人
た
ち
と

対
等
に
話
が
で
き
る
と
か
…
…
そ
れ
っ

て
、
日
本
で
ず
っ
と
過
ご
し
て
る
人
が

体
得
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
に
、

帰
国
生
に
は
〝
素
養
〟
と
し
て
備
わ
っ

て
る
。
僕
は
そ
れ
が
い
や
だ
っ
た
か
ら
、

ず
っ
と
自
分
で
否
定
し
て
た
し
、
弱
み

を
見
せ
な
い
よ
う
に
突
っ
張
っ
て
た
ん

で
す
ね
。
で
も
、
そ
れ
を
一
回
受
け
入

れ
て
、
逆
に
引
っ
く
り
返
し
て
み
る
と
、

「
意
外
と
い
い
じ
ゃ
ん
」
っ
て
い
う
感

じ
に
な
っ
た
。

守
本　

私
が
特
に
自
己
肯
定
感
を
感
じ

ら
れ
る
の
は
、「
負
の
経
験
を
プ
ラ
ス

の
方
向
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
」
っ
て
自
分
で
感
じ
た
と
き
。「
だ

か
ら
今
後
、
ど
ん
な
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と

が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
！
」
っ
て
考
え
ら

れ
る
瞬
間
で
す
。
誰
か
か
ら
褒
め
ら
れ

た
こ
と
だ
と
相
手
が
違
え
ば
変
わ
る
し
、

所
が
変
わ
れ
ば
変
わ
っ
て
し
ま
う
文
化

の
よ
う
な
も
の
に
依
存
し
た
自
己
肯
定

感
は
、
案
外
も
ろ
い
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
も
し
過
去
の
苦
労
を
覚
え
て
い
て

も
、「
で
も
、
か
え
っ
て
こ
う
い
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
よ
か
っ

た
な
」
と
い
う
ふ
う
に
転
換
す
る
考
え

方
を
持
っ
て
い
る
と
、
自
己
肯
定
感
を

感
じ
ら
れ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川　

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
ね
、
ほ

ん
と
う
に
。

守
本　

あ
と
は
「
転
ん
で
も
た
だ
で
は

起
き
な
い
」（
一
同
笑
）。
い
ま
大
学
の

専
任
講
師
の
仕
事
を
探
し
て
就
職
活
動

し
て
ま
す
け
ど
、「
今
回
は
残
念
な
が

ら
」
っ
て
い
う
連
絡
を
何
通
も
受
け
取

る
ん
で
す
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
応
募

書
類
を
作
成
す
る
う
え
で
何
か
学
ぶ
も

の
が
あ
っ
た
し
、「
こ
の
シ
ラ
バ
ス
は

他
の
大
学
に
申
し
込
む
と
き
に
も
使
え

る
か
な
」
と
か
「
実
際
に
授
業
す
る
と

き
に
も
使
え
る
か
な
」
と
か
考
え
ま
す
。

前
田　

僕
は
学
生
時
代
、「
自
分
は
帰

国
生
だ
か
ら
、
海
外
営
業
の
部
門
に
配

属
さ
れ
て
も
、
商
社
で
も
、
い
ろ
ん
な

人
た
ち
と
問
題
な
く
や
っ
て
け
る
」
と

思
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
で
も
実
際
に
就

職
し
て
み
る
と
、
僕
は
ア
メ
リ
カ
と
日

本
し
か
知
ら
な
く
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
中
国
・
韓
国
の
人
た
ち
と
働
く
際
に
、

上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

モ
ロ
ッ
コ
に
も
よ
く
行
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
そ
こ
に
も
独
特
の
文
化
が
あ
っ
て
、

最
初
は
戸
惑
い
や
衝
突
も
あ
り
ま
し
た
。

「
自
分
は
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
元
帰
国
生

だ
け
れ
ど
、
何
も
わ
か
っ
て
な
い
ん
だ

な
」
と
知
っ
た
感
じ
で
す
。
そ
こ
か
ら

修
正
し
は
じ
め
ま
し
た
。

─
─　

修
正
す
る
一
つ
は
、
多
様
性
の

受
容
で
す
よ
ね
？

前
田　

そ
う
で
す
。
モ
ロ
ッ
コ
は
イ
ス

ラ
ム
教
で
す
し
、
日
本
人
の
文
化
と
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
違
い
ま
す
。
僕
も
、

時
間
に
は
相
当
ル
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た

（
笑
）。
モ
ロ
ッ
コ
で
五
分
前
行
動
し
て

た
ら
、
誰
も
い
な
い
。「
ま
、
い
い
か
」

っ
て
思
う
こ
と
が
、
い
ろ
ん
な
場
面
で

あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
や
っ
て
く
し

か
な
い
の
で
、
い
ち
い
ち
イ
ラ
イ
ラ
し

な
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
に
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
、
ど
う
こ
う
言
っ
て
も
し
ょ
う
が

な
い
。
だ
か
ら
、
自
分
が
で
き
る
こ
と

だ
け
を
と
り
あ
え
ず
が
ん
ば
っ
て
や
っ

て
い
こ
う
と
、
ず
っ
と
思
っ
て
ま
す
。

─
─　

と
に
か
く
職
場
に
、
前
提
が
違

う
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
の
人

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
チ
ー
ム
を

組
ん
で
仕
事
を
し
て
、
結
果
を
出
さ
な

き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

─
─　

先
ほ
ど
「
が
ん
ば
っ
て
い
れ
ば
、

誰
か
が
見
て
い
る
」
と
い
っ
た
話
が
出

ま
し
た
が
、
信
じ
ら
れ
ま
す
か
？

考
え
方
を

切
り
か
え
ら
れ
る
こ
と

誰
か
が
見
て
い
な
く
て
も

が
ん
ば
る
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守
本　

信
じ
ま
す
。
で
も
、「
誰
か
が

見
て
な
く
て
も
い
い
や
」
っ
て
考
え
ら

れ
れ
ば
、
最
強
か
な
と
思
い
ま
す
。
誰

も
見
て
な
く
て
も
、
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
や
る
ん
だ
っ
て
。

─
─　
「
競
争
し
て
誰
よ
り
も
上
に
行

き
た
い
」
み
た
い
な
こ
と
に
と
ら
わ
れ

過
ぎ
て
、
本
来
自
分
の
や
る
べ
き
「
自

分
の
能
力
を
高
め
て
い
く
」
こ
と
か
ら

そ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
む
な
し
い
で
す

か
ら
ね
。

守
本　

そ
う
で
す
。
ど
う
せ
や
る
の
な

ら
、
自
分
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

も
し
運
よ
く
評
価
さ
れ
る
シ
ー
ン
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
ラ
ッ
キ
ー
で
。
し
か
も
、

そ
れ
は
た
ぶ
ん
自
分
の
向
い
て
い
る
方

向
や
ゴ
ー
ル
と
、
そ
の
組
織
の
ゴ
ー
ル

と
が
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
相
性
も
そ
ん
な
に
悪
い
は
ず
は

な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川　

そ
う
で
す
、
そ
う
で
す
！　

外
資
系
で
も
〝
超
日
本
企
業
〟
の
体
質

の
会
社
も
多
く
て
、
僕
も
「
自
分
が
心

底
働
き
た
い
な
と
思
え
る
環
境
っ
て
な

い
の
か
な
」
と
転
職
し
て
い
っ
て
、
四

社
目
で
行
き
着
い
た
の
が
い
ま
の
会
社

で
す
。
そ
こ
で
初
め
て
、
自
分
を
解
放

す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

　

い
ま
は
管
理
職
と
し
て
多
様
性
を
希

求
す
る
研
修
を
受
け
た
り
、
チ
ー
ム
に

多
様
性
を
奨
励
す
る
、
ま
た
多
様
性
に

配
慮
し
た
仕
事
を
し
た
こ
と
を
評
価
す

る
、
褒
め
る
っ
て
い
う
機
会
を
通
じ
て
、

自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

前
田　

僕
は
、
い
つ
か
は
教
員
に
な
ろ

う
と
は
思
っ
て
た
ん
で
す
。
で
も
、
そ

の
前
に
社
会
人
経
験
が
必
要
だ
な
と
思

っ
た
か
ら
、
会
社
員
を
や
っ
た
。
で
、

い
ざ
教
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
、
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
履
歴
書
を
送
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
教
員
と
し
て
は
未
経
験
で
す

か
ら
、
唯
一
拾
っ
て
く
れ
た
の
が
い
ま

の
学
校
な
ん
で
す
。

　

で
も
、
そ
れ
は
最
終
的
に
は
行
く
べ

き
と
こ
ろ
に
僕
は
行
っ
た
ん
だ
と
…
…

自
分
に
向
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
就
職

し
な
く
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
ま
す
。

だ
か
ら
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、
自

分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
や
ら
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
、
結
局
い
ま
に
至
っ

て
い
る
っ
て
感
じ
は
し
ま
す
ね
。

─
─　

い
ま
の
時
代
、「
気
が
つ
い
た

ら
社
長
が
〇
〇
人
に
な
っ
て
た
」
な
ん

て
こ
と
が
ざ
ら
に
起
こ
り
ま
す
。
ま
さ

に
居
場
所
を
与
え
て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン

ス
を
探
し
な
が
ら
自
分
を
育
て
て
い
く

し
か
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で

は
十
年
後
は
、
ど
ん
な
自
分
に
な
っ
て

い
た
い
で
す
か
？

守
本　

十
年
後
の
夢
は
、
自
分
で
も
ま

だ
ボ
ヤ
ッ
と
し
て
る
ん
で
す
け
ど
、「
よ

り
よ
い
多
様
性
の
た
め
に
何
か
貢
献
で

き
て
い
る
と
い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
い

ま
す
。
あ
ち
こ
ち
で
「
多
様
性
」
っ
て

言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
多
様
な
人
を
集
め

れ
ば
多
様
性
が
実
現
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
し
、
多
様
な
社
会
の
あ
り
方
は
何

が
正
解
な
の
か
な
っ
て
ず
っ
と
考
え
て

い
る
の
で
、
そ
の
答
え
が
見
つ
か
っ
て

い
る
と
い
い
な
と
い
う
の
が
、
私
の
テ

ー
マ
で
す
。

前
田　

僕
は
、
つ
ね
に
「
自
分
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？
」
っ
て

考
え
て
る
ん
で
す
。
い
ま
ま
で
に
い
ろ

ん
な
経
験
を
し
て
き
て
、
い
ま
の
仕
事

も
す
ご
く
楽
し
い
。
で
も
、
い
ま
の
仕

事
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
う
し
、

そ
の
人
た
ち
と
仕
事
を
し
て
、
ま
た
新

し
い
場
面
や
選
択
肢
も
で
き
た
り
し
て

ま
す
。
そ
う
や
っ
て
続
け
て
い
っ
て
十

年
後
に
は
、
や
は
り
自
分
に
し
か
で
き

な
い
仕
事
を
や
っ
て
い
た
い
で
す
ね
。

自
分
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
、
つ

ね
に
模
索
し
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

長
谷
川　

僕
は
十
年
後
に
は
、
何
か
恩

返
し
を
し
た
い
で
す
ね
。
経
済
的
な
面

も
含
め
て
「
恩
返
し
が
で
き
る
」
と
い

う
度
量
の
あ
る
人
間
に
な
っ
て
い
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
い
ろ
ん
な
格
闘
や
葛
藤
が

あ
っ
た
し
、
い
ろ
ん
な
人
を
恨
み
、
自

分
自
身
も
恨
ん
だ
け
ど
、
結
局
は
「
よ

か
っ
た
な
」
っ
て
思
う
ん
で
す
よ
。
そ

れ
は
や
は
り
、「
皆
さ
ん
が
支
え
て
く

れ
た
か
ら
、
そ
う
な
っ
て
る
」
と
し
か

思
え
な
く
て
。
僕
は
も
う
、
あ
る
一
定

の
と
こ
ろ
ま
で
来
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の

で
、
い
ま
ま
で
い
ろ
ん
な
形
で
私
を
導

い
て
く
だ
さ
っ
た
か
た
が
た
に
恩
返
し

し
た
い
。
リ
ア
ル
に
そ
う
思
っ
て
ま
す
。

─
─　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前田紘平さん守本真帆さん長谷川一平さん

帰国生はへこたれない
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僕
と
弟
の
遥
斗
は
、
二
〇
一
九
年
七

月
か
ら
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ズ
ベ
ン
に
あ
る
現
地

の
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
日
本
に
帰
国
し
、
二
〇
二
一
年
四

月
か
ら
Ｌ
Ｃ
Ａ
国
際
小
学
校
に
通
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｃ
Ａ
国
際
小
学
校
は
、
英
語
と
日

本
語
を
使
っ
て
過
ご
す
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

ス
ク
ー
ル
で
す
。
担
任
の
先
生
が
外
国

人
で
、ア
メ
リ
カ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ

ジ
ル
、メ
キ
シ
コ
な
ど
い
ろ
ん
な
国
か

ら
来
た
先
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
授
業
も
先
生
た
ち
の
国
の
こ

と
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
世
界
の
人

た
ち
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

副
担
任
の
先
生
は
日
本
人
な
の
で
、
学

校
で
困
っ
た
こ
と
や
悩
み
が
あ
れ
ば
、

日
本
語
で
話
し
な
が
ら
解
決
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

僕
た
ち
が
Ｌ
Ｃ
Ａ
を
選
ん
だ
理
由
は
、

英
語
と
日
本
語
を
両
方
学
べ
る
と
こ
ろ

と
、
と
て
も
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

英
語
は
日
本
に
帰
っ
て
き
て
も
ず
っ

と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
Ｌ
Ｃ
Ａ
で
は
日
本
に
い
て

も
英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
日
本
語
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
時
よ
り
も
た
く

さ
ん
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
て
、

遥
斗
は
日
本
語
の
表
現
が
と
て
も
う
ま

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
図

書
館
に
は
日
本
語
と
英
語
の
本
が
両
方

と
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
僕
も
遥
斗

も
よ
く
借
り
て
読
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｃ
Ａ
の
授
業
は
、
英
語
と
日
本
語

の
両
方
と
も
あ
り
ま
す
。
高
学
年
に
な

る
と
自
分
の
力
に
合
う
よ
う
に
レ
ベ
ル

別
に
受
け
る
教
科
も
あ
っ
て
、
僕
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
た
時
と
比
べ
て
算

数
の
で
き
る
範
囲
が
広
く
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

低
学
年
の
遥
斗
は
、
英
語
の
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
比
べ
て

多
く
な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
う

こ
と
も
多
く
て
、
問
題
の
答
え
を
み
ん

な
と
す
ぐ
に
共
有
で
き
た
り
、
映
像
を

見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
僕
も
遥
斗
も
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好

き
で
体
育
の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て
い

我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介我が校紹介

小５  今
い ま が わ

川 航
こ う た

太
ＬＣＡ国際小学校

共学

僕（
左
）と
弟
で
す

日本のあちこちでがんばっている帰国生たちに、
通っている学校を紹介してもらう

特集2

 日本各地からの
帰国生我が校紹介

「我が校シリーズ」 第8弾！
日本のあちこちでがんばっている帰国生たちに、
通っている学校を紹介してもらう

神奈川県相模原市
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ま
す
。
Ｌ
Ｃ
Ａ
で
は
タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー

や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
な

ど
た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

僕
も
遥
斗
も
Ｌ
Ｃ
Ａ
国
際
小
学
校
が

大
好
き
で
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
秘
密
は
、
二
つ
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
こ
と
で
す
。
玉
入
れ
や
リ
レ
ー

な
ど
を
行
うSports day

（
運
動
会
）

や
楽
器
の
演
奏
や
歌
で
構
成
さ
れ
た
英

語
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
よ
う
な
発
表
を

行
うPerform

ance day

（
発
表
会
）、

ス
キ
ー
を
楽
し
む
宿
泊
学
習
のSki 
trip

、
そ
の
他
に
も
全
校
遠
足
、
校
外

学
習
な
ど
た
く
さ
ん
の
体
験
が
で
き
、

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
先
生
が
楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
、友

達
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

遥
斗
が
お
す
す
め
す
る
イ
ベ
ン
ト
は

Sports day

で
、
リ
レ
ー
で
最
初
の

走
者
に
選
ば
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
み
た
い
で
す
。
最
初
リ
レ
ー
の
ル
ー

ル
が
分
か
ら
な
か
っ
た
部
分
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
先
生
が
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
て
、
当
日
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
思
い

っ
き
り
走
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

僕
の
お
す
す
め
の
イ
ベ
ン
ト
は

Special event

で
す
。
プ
ロ
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
や
マ
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
が
Ｌ
Ｃ

Ａ
に
来
て
体
験
授
業
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
陸
上
や
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
な

ど
ふ
だ
ん
会
え
な
い
プ
ロ
選
手
に
直
接

教
え
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
し
、

マ
ジ
シ
ャ
ン
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に
は

と
て
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
放
課
後
の
時
間
を

学
校
で
過
ご
す
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
ど
れ
も
楽
し

く
受
け
て
い
ま
す
。

　

僕
は
野
球
が
大
好
き
な
の
で
Ｌ
Ｃ
Ａ

野
球
ク
ラ
ブ
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を

受
講
し
て
い
ま
す
。
野
球
ク
ラ
ブ
は
試

合
形
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
友
達
と
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
野
球
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

弟
の
遥
斗
は
、
サ
ッ
カ
ー
と
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
受
け
て
い
ま
す
。
遥
斗
は

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
が
と
て
も
楽
し
い
よ
う
で
、
Ｖ
Ｅ
Ｘ

Ｇ
Ｏ
と
い
う
教
材
を
使
っ
て
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
ロ

ボ
ッ
ト
を
動
か
し
た
り
、
車
を
作
っ
て

い
ま
す
。
毎
回
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
が

動
く
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
そ
う
で
す
。

　

Ｌ
Ｃ
Ａ
国
際
小
学
校
は
多
く
の
体
験

が
で
き
る
本
当
に
楽
し
い
学
校
で
す
。

Ｌ
Ｃ
Ａ
に
来
て
く
れ
れ
ば
、
み
ん
な
Ｌ

Ｃ
Ａ
を
好
き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ

一
度
Ｌ
Ｃ
Ａ
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

バッターが僕です弟のクラスと弟です
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私
は
五
歳
（
年
長
）
か
ら
九
歳
（
小

四
）
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
過
ご
し
、

小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
日
本

人
学
校
に
通
い
、
四
年
生
は
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
い
ま
し
た
。

日
本
に
帰
国
後
は
公
立
の
小
学
校
に
通

い
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
日
本
人
学
校
に

も
通
っ
て
い
た
の
で
、
帰
国
後
の
学
校

生
活
は
す
ぐ
に
慣
れ
て
楽
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

し
た
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で

は
色
々
な
国
や
宗
教
の
人
た
ち
が
在
籍

し
て
い
て
、
色
々
な
言
語
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。
お
互
い
の
文
化
や
考
え

を
英
語
で
伝
え
合
い
、
受
け
入
れ
て
仲

良
く
し
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
し
か
し
、日
本
の
学
校
で
は「
皆

同
じ
」
で
あ
る
こ
と
を
多
く
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

自
分
の
個
性
を
よ
り
尊
重
し
て
も
ら

え
る
環
境
で
過
ご
し
た
い
と
思
い
、
ど

の
よ
う
な
中
学
校
に
進
学
し
よ
う
か
と

た
く
さ
ん
の
学
校
説
明
会
や
体
験
会
に

参
加
し
、
一
番
心
に
残
り
こ
の
学
校
に

通
い
た
い
と
思
っ
た
の
が
「
成
城
学
園

中
学
校
」
で
し
た
。
そ
う
思
っ
た
の
に

は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
生
徒
た
ち
が
生
き
生
き
し
て

い
ま
し
た
。
学
校
説
明
会
で
は
生
徒
が

主
体
と
な
り
、
案
内
か
ら
、
学
校
紹
介
、

音
響
や
映
像
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
ま
で
す

べ
て
生
徒
た
ち
が
進
め
て
い
た
の
を
見

て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
ス
テ

ー
ジ
の
上
で
、
メ
モ
を
読
み
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
言
葉
で
発
表
し
て

い
る
の
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
私

も
こ
の
学
校
で
、
自
主
性
や
自
立
心
を

伸
ば
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
が
挨
拶
の
際
、「
こ
の
学

校
の
宝
は
生
徒
で
あ
り
、
学
校
は
教
師

が
何
か
を
教
え
る
場
所
で
は
な
く
、
生

徒
が
何
か
を
学
ぶ
場
所
で
あ
り
、
自
分

で
も
気
づ
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い

中２  山
や ま だ

田 晄
こ う せ い

世
成城学園中学校高等学校
共学

友
人
と（
右
が
私
で
す
）

学
校
風
景

東京都世田谷区
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新
た
な
自
分
を
探
す
場
所
、
未

来
を
求
め
る
環
境
、
個
性
尊
重

の
教
育
が
成
城
学
園
に
は
す
べ

て
揃そ

ろ

っ
て
い
ま
す
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
入
学
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
色
々
な
行
事
が
中
止
、
縮
小

さ
れ
て
は
い
て
も
、
ク
ラ
ス
や

学
年
を
超
え
た
生
徒
同
士
の
交

流
が
あ
り
、
先
生
と
の
距
離
も

身
近
に
感
じ
ま
す
。
な
ん
と
い

っ
て
も
男
女
関
係
な
く
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
学
校
生
活
が
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
テ
ニ
ス

を
習
っ
て
い
ま
し
た

が
試
合
経
験
等
は
な

く
、
中
学
校
で
は
本

格
的
に
テ
ニ
ス
を
し

た
い
と
思
い
、
テ
ニ

ス
の
強
豪
校
と
言
わ

れ
て
い
る
成
城
学
園

の
テ
ニ
ス
部
の
体
験

に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
先
輩
方
は

や
さ
し
く
教
え
て
く

れ
た
り
話
し
か
け
て

く
れ
た
り
し
、
私
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
先
輩
方
も
み
な
と
て
も
楽

し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
居

心
地
が
よ
く
、
先
輩
方
に
憧
れ
、
一
緒
に

学
校
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
五
面
も
あ
る
う
え

に
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
あ
り
、
綺き

れ
い麗
で
充

実
し
た
施
設
も
魅
力
的
で
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
部
活
動
が
制
限
さ
れ
、
合
宿
も

大
会
も
な
く
な
り
、
思
い
描
い
て
い
た

部
活
動
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
か

け
が
え
の
な
い
仲
間
に
出
会
え
、
と
て

も
楽
し
い
部
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

成
城
学
園
中
学
校
高
等
学
校
は
一
学

年
七
ク
ラ
ス
で
、
全
校
生
徒
は
中
学
校

で
約
七
〇
〇
名
、
高
等
学
校
で
約
八
五

〇
名
で
す
。
そ
の
内
帰
国
生
は
各
学
年

約
十
人
程
度
と
決
し
て
多
く
は
な
い
で

す
が
、
個
性
豊
か
な
生
徒
が
た
く
さ
ん

い
て
、
与
え
ら
れ
た
規
則
の
中
で
自
由
、

自
主
性
を
発
揮
し
て
お
り
、
海
外
の
学

校
に
近
い
雰
囲
気
で
帰
国
生
で
も
な
じ

み
や
す
い
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

帰
国
生
に
対
す
る
取
り
出
し
の
英
語
の

授
業
や
特
別
な
フ
ォ
ロ
ー
は
な
い
に
等

し
い
で
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
成
城
学
園
の
中
で
私

が
一
番
と
感
じ
た
の
は
、
勉
強
以
外
の

体
験
学
習
の
多
さ
で
す
。
私
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
経
験
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
中
一
で
は
海
の
学
校
（
ラ
イ
フ
セ

ー
ビ
ン
グ
を
中
心
に
学
ぶ
海
と
命
の
教

育
）、
中
二
で
は
山
の
学
校
（
自
分
の

体
力
に
応
じ
て
三
つ
の
登
山
コ
ー
ス
か

ら
選
べ
る
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

経
験
す
る
予
定
で
は
、
中
三
で
の
英
語

研
修
旅
行
（
二
十
四
時
間
英
語
漬
け
の

体
験
学
習
）
や
実
技
選
択
授
業
（
自
分

の
興
味
の
あ
る
実
技
系
の
講
座
を
選
択

し
、
専
門
的
な
実
技
指
導
を
受
け
ら
れ

る
授
業
）
な
ど
中
学
校
か
ら
色
々
な
経

験
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
高
等
学
校
で
は
、課
外
教
室（
修

学
旅
行
の
代
わ
り
に
全
学
年
が
自
由
に

参
加
で
き
る
、
都
内
か
ら
海
外
ま
で

色
々
な
場
所
で
行
わ
れ
る
多
種
多
様
な

教
室
）
や
高
二
、
高
三
対
象
の
自
由
研

究
な
ど
魅
力
あ
ふ
れ
る
体
験
学
習
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
高
等
学
校
で

の
課
外
教
室
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

課
外
教
室
は
開
催
時
期
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
た
め
複
数
選
択
す
る
こ
と
が
可

能
で
今
か
ら
何
に
し
よ
う
か
と
考
え
る

と
夢
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。
他
に
も
こ
こ

で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
魅
力
が
成
城
学
園
に
は
あ
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
友
達
、
個
性
豊
か
な
先

生
た
ち
と
楽
し
く
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
り
た
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
成
城

学
園
中
学
校
高
等
学
校
に
い
ら
し
て
下

さ
い
。

我が校紹介我が校紹介

学校風景

教室で（中央が私です）

 日本各地からの
帰国生我が校紹介
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英
語
を
使
う
機
会
が
日
常
的
に
あ
り
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
環
境
が
整
っ
て
い
て
、

入
学
時
に
準
備
す
る
パ
ソ
コ
ン
を
毎
日

利
用
し
ま
す
。
生
徒
は
全
員
で
二
三
一

名
お
り
、帰
国
生
は
十
二
名
で
す
。帰
国

生
へ
の
学
校
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
は
日

本
語
、
英
語
、
各
教
科
に
お
い
て
各
自

の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
課
題
が
個
別
に
出

さ
れ
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

水
都
国
際
の
一
番
の
特
徴
は
な
ん
と

い
っ
て
も
「
自
由
」
さ
で
す
。
水
都
国

際
に
は
細
か
な
校
則
は
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
各
自
の
意
思
や
決
定
を
お
互

い
に
尊
重
す
る
文
化
が
あ
り
、
服
装
や

髪
型
に
関
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
表

現
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、「
自

由
に
は
責
任
が
伴
う
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
生
徒
は
モ
ラ
ル
を
わ
き

ま
え
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
も
意
識
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

水
都
国
際
に
通
い
始
め
て
か
ら
は
自
由

で
あ
る
こ
と
で
よ
り
自
分
の
行
動
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
都
国
際
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
、

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
入
学
前

に
参
加
し
た
学
校
説
明
会
で
説
明
や
司

会
を
生
徒
が
行
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

「
学
校
説
明
会
と
い
う
学
校
の
第
一
印

象
を
決
め
る
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
を
生
徒

に
任
せ
る
の
か
、
学
生
と
い
う
枠
を
超

え
て
こ
の
学
校
で
は
幅
広
い
体
験
が
で

き
そ
う
だ
」
と
、
そ
の
瞬
間
心
に
湧
き

上
が
っ
て
く
る
感
情
が
あ
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ

Ｂ※
１

）
認
定
校
で
あ
る
こ
と
で
す
。
水
都

国
際
で
は
高
校
二
年
時
か
ら
三
つ
の
コ

ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
Ｉ
Ｂ
を
履
修
し
ま
す
。
私
自
身

　

皆
さ
ん
、
サ
ワ
デ
ィ
ー
カ
ッ
プ
。
聞

き
覚
え
が
あ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
タ
イ
の
日
本
人
学
校
の
小

学
部
を
卒
業
後
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
に
一
年
間
在
籍
し
、
中
学

二
年
生
の
夏
に
日
本
の
公
立
中
学
校
に

編
入
し
ま
し
た
。
水
都
国
際
に
は
帰
国

生
入
試
で
入
学
し
ま
し
た
。

　

水
都
国
際
は
二
〇
一
九
年
に
設
立
さ

れ
た
、
学
校
法
人
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
運

営
す
る
全
国
で
初
め
て
の
公
設
民
営
の

中
高
一
貫
校
で
す
。
教
職
員
の
約
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
、

高２  富
と み な が

永 将
し ょ う た ろ う

太朗
※2022年4月より大阪府立に移管予定。

大阪市立
＊

水都国際高等学校

共学

校門前で

授業で作成したオリジナルオセロ。ルールやデザイ
ン、ルールブックをグループで作成しました。

大阪府大阪市
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も
Ｉ
Ｂ
を
取
り
た
い
と
思
い
体
験
授
業

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
際
個
人
的
に
、

自
分
が
知
っ
て
い
る
日
本
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
「
広
く
、
浅
く
」
で
す
が
、

Ｉ
Ｂ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
狭
く
、

そ
の
中
で
深
く
」
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

ま
た
、
正
解
が
な
い
問
題
に
た
く
さ
ん

出
会
い
、
頭
に
思
い
浮
か
ん
で
い
る
抽

象
的
な
考
え
を
実
際
に
文
字
に
起
こ
し

て
深
く
考
え
て
い
く
の
が
Ｉ
Ｂ
で
あ
る

と
も
感
じ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｂ
に
は
向
き
不

向
き
が
あ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
す
が
、

物
事
を
多
方
面
か
ら
深
く
考
え
る
こ
と

や
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う

人
に
は
毎
日
が
充
実
し
た
日
々
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
水
都
国
際
独
自
の

制
度
と
し
て
、
Ｉ
Ｂ
コ
ー
ス
に
所
属
し

て
い
な
く
て
も
Ｉ
Ｂ
科
目
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
や

Ｉ
Ｂ
英
語
／
歴
史
／
国
語
等
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
科
目

を
通
し
て
一
つ
の
物
事
を
多
方
面
か
ら

見
た
り
深
掘
り
し
た
り
す
る
習
慣
が
つ

き
ま
し
た
。

　

前
述
し
た
通
り
、
水
都
国
際
に
は
学

校
説
明
会
だ
け
で
な
く
文
化
祭
や
体
育

祭
な
ど
の
学
校
行
事
も
0
か
ら
生
徒
が

企
画
す
る
な
ど
、
主
体
的
に
活
動
す
る

機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
入
学
後
に
一

番
驚
い
た
の
は
水
都
国
際
独
自
の
Ｓ
Ａ

（Suito A
ction Project for SD

Gs

）

と
い
う
授
業
で
す
。
Ｓ
Ａ
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ※
２

の
十
七
の
目
標
か
ら
一
つ
を
選
び
、

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
具
体

的
に
「
ど
こ
で
」「
な
に
を
」「
ど
の
よ

う
に
し
て
」
解
決
し
て
い
く
の
か
を
、

中
学
一
年
生
か
ら
高
校
二
年
生
ま
で
の

縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
考
え
て
行
動
し
て

い
き
ま
す
。
Ｓ
Ａ
を
通
じ
て
行
動
を
起

こ
す
こ
と
で
、
気
候
変
動
等
の
社
会
問

題
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
計
算
カ
ー
ド
を
集
め
ザ
ン

ビ
ア
や
ウ
ガ
ン
ダ
、
マ
ラ
ウ
イ
に
寄
付

し
計
算
能
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
計
画

や
、
近
隣
小
学
校
へ
出
向
い
て
英
語
を

教
え
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

が
多
様
な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
自
分
の
行
動
が
少

な
か
ら
ず
社
会
・
世
界
へ
の
貢
献
に
つ

な
が
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
が
で
き
て

い
る
の
も
水
都
国
際
の
お
か
げ
で
す
。

　

そ
ん
な
水
都
国
際
で
私
に
も
や
り
た

い
こ
と
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
系

の
道
に
進
む
こ
と
で
す
。
以
前
か
ら
興

味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
由
な
校
風
や

お
互
い
を
尊
重
す
る
文
化
が
あ
る
水
都

国
際
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト

と
い
う
国
家
資
格
の
取
得
な
ど
に
自
信

を
持
っ
て
進
も
う
と
行
動
に
移
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
先
生
と
生
徒
が
同
じ
視
線
で

対
話
が
で
き
る
こ
と
や
、
水
都
国
際
に

し
か
な
い
課
外
活
動
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

紹
介
し
き
れ
な
い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
興
味
を
持
っ
て
頂
け
た
の
で

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
水
都
国
際
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

Let’s enjoy Suito Life w
ith us!

※
１　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
が
提
供
す
る
国
際
的
な
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
最
終
試
験
に
通
過
す
る
と
、
国

際
的
に
通
用
す
る
大
学
入
学
資
格
（
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
資
格
）
を
与
え
ら
れ
、
大
学
進
学
へ
の
ル
ー

ト
が
広
が
る
。（
響
き
は
か
っ
こ
い
い
で
す
が
、

実
は
と
て
も
難
し
い
で
す
。）

※
２　

S
D
G
s

持
続
可
能
な
開
発
目
標
。
二
〇
一
五
年
九
月
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
、
国
連
加
盟
一
九
三
カ

国
が
一
六
年
か
ら
三
〇
年
の
十
五
年
間
で
達
成
す

る
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
十
七
の
目
標
。

我が校紹介我が校紹介

授業の様子　数学・理科・英語・国際理解は原則英語で授業が行われます。生徒企画のピンクシャツデー（いじめ反対運動）に参加中の先生たち。温か
くユーモアのある先生ばかりです。

ジェンダー平等についてディスカッションを行いました。同級生と
は社会問題について気軽に話すことができます。写真左が私です。

 日本各地からの
帰国生我が校紹介
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琴
葉　

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
コ
ー
ス
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
が
教
科
書
で
あ
り
文
房
具
で

す
。
課
題
も
調
べ
ご
と
も
全
て
パ
ソ
コ

ン
で
行
い
ま
す
。
高
校
に
な
る
と
、
体

育
と
国
語
と
選
択
教
科
（
中
国
語
）
以

外
の
教
科
（
歴
史
、
数
学
、
化
学
、
英

語
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
〜
知
の
理
論
〜
）
は
全
て

英
語
で
行
わ
れ
ま
す
！ 

　

私
は
Ｉ
Ｂ
校
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら

ず
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｂ
教
育
を

受
け
る
う
ち
に
自
分
の
思
考
力
・
世
界

観
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｙ
Ｐ
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

こ
と
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
で
す
。

毎
週
末
の
よ
う
に
、
清
掃
活
動
や
障
害

者
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
サ
ポ
ー
ト
、

幼
稚
園
で
の
裏
方
仕
事
な
ど
を
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｐ
に
入
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

自
分
で
設
計
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
広
が
る
前

は
、
国
際
訪
問
交
流
が
盛
ん
で
し
た
。

海
外
か
ら
交
換
留
学
生
が
訪
れ
、
暁
秀

生
も
コ
ー
ス
に
関
係
な
く
自
分
で
留
学

先
と
目
標
を
決
め
、
学
び
を
追
い
求
め

海
外
へ
飛
び
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
はZoom

を
通
し
て
地

高３  平
ひ ら の

野 琴
こ と は

葉高３  山
や ま ぐ ち

口 遥
は る な

菜

加 藤 学 園 暁 秀
中学校・高等学校
 バイリンガルコース

共学

　中学は約280人、高校は約400
人の生徒がいます。そのうち帰国
生はそれぞれ10人程度です。
　「特進」「アルファ」「バイリンガ
ル」３つのコースがあります。

　８歳から12歳までアメリカ・オハイオ州に住んでい
ました。
　この学校には中学から入学しました。母から「英語で
授業を受けられる」と聞き、魅力を感じて受験すること
に決めました。

　生後６カ月から５歳までアメリカ・ミシガン州、10歳
から15歳までアメリカ・テネシー州に住んでいました。
　この学校には高校から入学しました。帰国後も継続的
に英語で学習したいと思ったのでこの学校を選びました。
加えてＩＢ教育を行っていることで、高校卒業後に海外
の大学で学びたいと考えたときにも対応することができ
ると思ったからです。

友
達
と
。右
が
私
で
す
。（
琴
葉
）

空
が
き
れ
い
！
　
学
校
か
ら
見
え
る
景
色
を
撮
影
中
。（
遥
菜
）

静岡県沼津市

学
校
の
特
徴
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域
の
生
徒
に
英
語
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
問
題
を
啓
発
す

る
活
動
な
ど
文
化
的
な
活
動
を
盛
ん
に

行
っ
て
い
ま
す
。
や
り
た
い
活
動
に
参

加
す
る
か
、
人
を
集
め
て
活
動
す
る
か

は
自
分
次
第
！　

み
ん
な
を
巻
き
込
ん

で
学
内
外
で
多
く
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

遥
菜　

こ
の
学
校
の
特
徴
は
中
高
一
貫

校
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
コ
ー
ス
で
は
Ｉ
Ｂ
教
育
を
中
学
校
か

ら
導
入
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

暁
秀
は
日
本
で
初
め
て
Ｉ
Ｂ
教
育
を
導

入
し
た
学
校
で
も
あ
る
の
で
サ
ポ
ー
ト

は
バ
ッ
チ
リ
で
す
。

　

他
の
生
徒
は
中
学
校
か
ら
Ｉ
Ｂ
教
育

を
受
け
て
い
る
の
で
心
配
で
し
た
が
、

Ｉ
Ｂ
の
学
習
に
慣
れ
る
ま
で
し
っ
か
り

と
丁
寧
に
先
生
方
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

学
習
面
以
外
の
雰
囲
気
は
基
本
的
に

海
外
の
補
習
校
と
似
た
雰
囲
気
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
授
業
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が

多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
暁
秀
の
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
ク
ラ
ス
の
長
所
は
世
界
で
通

用
す
る
学
習
、
将
来
役
に
立
つ
学
び
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
で
も

課
題
の
多
さ
、
学
習
量
の
多
さ
に
苦
労

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
の
行
動
力
も
こ
の
学
校
の
特
徴

だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
主
体
で
行
わ
れ

る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
生
徒
自

身
が
積
極
的
に
課
外
活
動
に
参
加
し
た

り
自
ら
団
体
を
立
ち
上
げ
た
り
す
る
様

子
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
私
も
周
り
に

沢
山
刺
激
を
受
け
沢
山
の
課
外
活
動
や

団
体 

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

琴
葉　

長
い
人
は
幼
稚
園
か
ら
進
学
し

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
ク
ラ
ス
の

人
た
ち
は
と
に
か
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で

オ
ー
プ
ン
。
入
っ
て
二
カ
月
も
し
な
い

う
ち
に
「
琴
葉
っ
て
前
か
ら
い
た
よ
う

な
感
じ
す
る
よ
ね
」
と
言
わ
れ
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
！

　

先
生
た
ち
は
、
授
業
中
は
真
面
目

で
、
課
題
の
提
出
期
限
に
厳
し
い
で

す
。
で
も
休
み
時
間
や
生
徒
の
集
中

力
が
低
下
し
て
い
る
と
き
は
ユ
ー
モ

ア
満
載
で
盛
り
上
げ
、
生
徒
を
授
業

に
引
き
込
み
ま
す
。
毎
時
間
楽
し
い

で
す
！

　

体
育
祭
・
文
化
祭
で
は
積
極
的
に

運
営
に
か
か
わ
っ
た
り
演
技
を
披
露

し
た
り
す
る
こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

私
は
高
一
で
は
憧
れ
の
応
援
団
に
入

団
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
し

ご
か
れ
喉
も
ガ
ラ
ガ
ラ
に
な
る
く
ら

い
大
声
を
出
し
気
合
い
を
入
れ
て
頑

張
っ
た
お
か
げ
で
、
達
成
感
を
思
い
出

に
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
こ
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
三
で
は
運
営
側
に
挑
戦
し
た

い
と
思
い
、
体
育
祭
実
行
委
員
に
な
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
競
技

案
を
考
え
る
の
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

部
活
は
気
軽
な
気
持
ち
で
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
に
入
り
ま
し
た
が
、
長
年
同
じ

仲
間
と
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
す
る
中
で
、
目
標
を

持
ち
、
試
合
で
は
本
気
で
仲
間
を
応
援

し
、
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
ネ
ッ
ト
を
糸
で
補
修
す
る
、
物も

の
す
ご凄
く

熱
い
人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
良
い
仲

間
や
時
に
厳
し
い
顧
問
の
先
生
や
コ
ー

チ
が
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

遥
菜　

私
が
こ
の
学
校
に
入
学
し
て
一

番
驚
い
た
こ
と
は
ク
ラ
ス
の
仲
の
良
さ
、

そ
し
て
団
結
力
で
し
た
。
特
定
の
グ
ル

ー
プ
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
男
女
も

仲
が
良
い
の
で
高
校
か
ら
入
学
し
て
も

と
て
も
馴な

じ染
み
や
す
か
っ
た
で
す
。
で

も
特
定
の
グ
ル
ー
プ
が
な
い
か
ら
と
言

っ
て
団
結
力
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
休
み
の
日
に
集
ま
っ
て
球
技
大

会
の
練
習
を
し
た
り
、
一
人
が
困
っ
て

い
れ
ば
ク
ラ
ス
全
員
で
協
力
し
て
ア
イ

デ
ィ
ア
を
提
供
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
学
校
で
は
縦
の
繋つ

な

が
り
も

強
く
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
下

我が校紹介我が校紹介

下
田
の
海
を
バ
ッ
ク
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
記
念
撮
影
。（
遥
菜
）

中３のとき沼津市の「わたしの主張大会」で国際バカロレアでの学
びをスピーチしました。（琴葉）

 日本各地からの
帰国生我が校紹介

友
達
・
先
生
・
行
事
な
ど
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級
生
は
上
級
生
に
教
え
て
も
ら
い
に
行

く
な
ど
、学
年
を
越
え
て
の
交
流
を
沢
山

見
か
け
ま
す
。
先
生
方
と
生
徒
も
と
て

も
仲
が
良
く
、過
ご
し
や
す
い
学
校
で
す
。

　

五
月
に
は
文
化
祭
＆
体
育
祭
が
続
く

楽
し
い
二
日
間
が
あ
り
ま
す
！　

特
に

体
育
祭
の
応
援
合
戦
は
と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
す
。
高
校
か
ら
入
学
し
た
私
で

し
た
が
最
後
の
体
育
祭
で
は
ダ
ン
ス
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
進
路
に
悩
み
、
勉
強
も
頑
張

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
中
で
ダ
ン
ス
リ

ー
ダ
ー
を
す
る
の
は
と
て
も
大
変
な
こ

と
で
し
た
が
、
そ
の
分
本
番
が
終
わ
っ

た
後
の
感
動
や
先
生
方
に
褒
め
て
も
ら

っ
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

琴
葉　

中
期
的
・
長
期
的
に
取
り
組
む

課
題
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
部
活
動
な
ど

で
休
日
は
ほ
ぼ
な
い
ほ
ど
に
忙
し
い
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
充
実
し
た
毎
日
が
送

れ
ま
す
！

　

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
コ
ー
ス
に
は
、
自
分

を
知
る
機
会
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
私
は

自
分
が
恥
ず
か
し
が
り
屋
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
「
人
前
で
の
プ
レ
ゼ
ン
は

で
き
る
」
と
新
し
い
自
分
を
発
見
し
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
学
校
に
は
「
勉
強
し

な
く
ち
ゃ
…
…
」
で
は
な
く
て
「
こ
こ
、

も
っ
と
探
求
し
た
い
な
！
」
っ
て
思
わ

せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
飛
び
込
ん
で
み
る
こ
と
。
最

初
は
勇
気
が
い
る
け
れ
ど
、
最
初
か
ら

自
分
の
限
界
を
決
め
な
い
こ
と
で
、
い

つ
の
ま
に
か
自
分
の
世
界
は
こ
ん
な
広

が
っ
て
い
た
！
と
気
づ
く
は
ず
で
す
。

　

私
は
帰
国
し
た
際
に
入
っ
た
公
立
の

小
学
校
で
自
分
が
異
な
る
文
化
で
育
っ

た
と
い
う
こ
と
を
一
々
指
摘
さ
れ
「
ヘ

ン
テ
コ
」
と
い
う
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
暁
秀
に
は
、

ヘ
ン
テ
コ
で
も
、
私
を
認
め
て
く
れ
る

仲
間
が
い
て
、
私
も
自
分
自
身
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
四
年

間
は
か
け
が
え
の
な
い
期
間
で
あ
り
、

そ
の
お
か
げ
で
今
の
英
語
力
の
基
礎
が

つ
く
ら
れ
、
世
界
を
見
る
広
い
視
野
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
こ
で
築
い
た
友
人
関
係

を
こ
の
先
も
ず
っ
と
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

遥
菜　

私
は
こ
の
学
校
に
入
っ
て
、
自

分
の
意
見
を
言
葉
で
相
手
に
伝
え
る
力

が
付
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
海
外
生

活
が
長
か
っ
た
分
、
日
本
語
で
相
手
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が

苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
学
校
に

入
学
し
て
、
英
語
だ
け
で
な
く
日
本
語

で
伝
え
る
力
も
伸
び
ま
し
た
。
ま
た

日
々
の
授
業
を
通
し
て
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
意
見
を
出
し
合
い
一
つ
の
物
を
作
り

上
げ
る
力
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ
、
そ
し
て
プ
レ
ゼ
ン
能
力
も
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

英
語
で
の
学
習
や
Ｉ
Ｂ
教
育
は
将
来

絶
対
役
に
立
ち
ま
す
。
課
題
は
多
く
て

学
ぶ
こ
と
は
沢
山
あ
る
け
れ
ど
そ
の
分

人
間
と
し
て
沢
山
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

何
事
も
否
定
せ
ず
に
ま
ず
は
受
け
入

れ
て
み
る
こ
と
、
そ
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
学

校
で
は
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
機
会
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
自

分
と
反
対
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
考
え

方
も
必
要
で
す
。
自
分
の
考
え
に
縛
ら

れ
て
い
て
は
グ
ル
ー
プ
が
ま
と
ま
ら
な

い
し
、
自
分
の
考
え
も
広
が
り
ま
せ
ん
。

　

小
五
で
渡
米
し
た
際
、
英
語
を
全
く

話
す
こ
と
も
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
ん
な
私
に
近
づ

い
て
き
て
く
れ
て
、
友
達
に
な
っ
て
く

れ
た
現
地
の
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

　

日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
Ｉ
Ｂ
の

三
つ
の
違
っ
た
教
育
を
経
験
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
分
か
る
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を

広
め
る
と
と
も
に
、
私
の
よ
う
に
困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
す
ぐ
に
話
し
か
け

に
行
け
る
よ
う
な
人
が
増
え
る
社
会
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

体育祭のダンスの衣装を着て友達と撮影。左が私です。（遥菜）

高１のときに入っていた応援団で。手前から３番目が私。（琴葉）

我が校紹介我が校紹介
 日本各地からの
帰国生我が校紹介

メ
ッ
セ
ー
ジ



漢字漢字漢字
ブレット・メイヤー

In February, Japanese celebrate setsubun (節分), which means 
warm Spring weather will be coming soon. People throw 
beans and shout “福は内鬼は外”, which roughly means “In with 
good fortune, and out with evil spirits!”

The character 鬼 can mean evil spirit, as in a malicious, 
ghostlike being; demon, as in devilish creature often associated with Hell; or ogre, 
as in a large, brutish monster.

Originally, the character was more neutral, and simply depicted the soul of a 
deceased ancestor.

The oldest form (left) is thought to be a person kneeling and wearing a large mask 
to play the part of ancestral spirits for a ceremony. The addition of ム is said to be 
strange, ominous energy, like a will o’ wisp (鬼火 ).

The character 鬼 is used in a surprising number of kanji. Many of these represent 
diff erent types of spirits and supernatural creatures. 魑 are forest creatures, 魅 are 
trickster creatures that transform into animals, 魍 are childlike creatures with 
long ears and red eyes, and 魎 are river creatures.

Put together, they make chi-mi-mou-ryou (魑魅魍魎 ), which means “all manner of 
supernatural creatures.”

None of which you want creeping around your home, so make sure to have those 
beans ready when setsubun rolls around each year!

　アメリカ・ニュージャージー州生まれ。
非漢字圏出身者で初めて漢字検定一級に
合格。

https://www.facebook.com/BretMayer/
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キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
基
に

　

安
中
市
は
教
育
者
で
あ
り
宗
教
家
で

あ
る
新
島
襄
が
キ
リ
ス
ト
教
を
根
づ
か

せ
た
土
地
だ
。
そ
の
教
え
を
受
け
た
安

中
教
会
の
信
徒
た
ち
と
地
域
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
「
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ

く
人
格
教
育
で
こ
れ
か
ら
の
人
材
を
育

て
る
」
と
い
う
熱
い
思
い
で
一
九
四
七

年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
新
島
学
園
だ
。

　

そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
学
園

で
は
教
育
の
五
原
則
を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
第
一
項
が
﹃
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を

教
育
の
基
と
す
る
﹄
で
す
。
そ
れ
が
本

校
の
教
育
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
あ
り
ま

す
」と
校
長
の
古
橋
晶
先
生
。

　

第
二
項
の
「
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を

愛
し
そ
の
人
格
を
重
ん
じ
る
」
も
根
底

に
キ
リ
ス
ト
教
精
神
が
あ
る
。

　

生
徒
は
毎
日
礼
拝
を
行
う
ほ
か
、
週

に
一
時
間
聖
書
の
授
業
を
受
け
て
い
る
。

聖
書
の
こ
と
ば
は
自
分
の
生
き
方
を
深

く
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る

よ
う
だ
。

勉
学
の
喜
び

　

第
三
項
で
は
「
知
識
水
準
を
高
く
し

勉
学
の
喜
び
を
教
え
る
」
と
謳う

た

っ
て
い

る
。中
学
・
高
校
六
年
間
の
生
徒
の
成
長

に
合
わ
せ
て
二
年
ご
と
に
「
基
礎
」「
発

展
」「
応
用
」
と
三
つ
の
課
程
に
分
類
し
、

目
標
を
持
っ
て
学
力
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

基
礎
段
階
で
は
英
語
、
国
語
、
数
学

の
基
礎
学
力
強
化
に
時
間
を
か
け
、
英

語
の
授
業
は
少
人
数
制
で
行
っ
て
い
る
。

　

発
展
段
階
で
は
校
内
外
の
テ
ス
ト
を

積
極
的
に
実
施
し
て
、
得
意
分
野
は
伸

ば
し
、
不
得
意
分
野
は
克
服
し
て
今
後

の
学
習
に
生
か
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
習
熟
度
別
授
業
を
と
り
入
れ
、
生

徒
の
理
解
度
に
合
わ
せ
た
授
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　

応
用
段
階
で
は
文
系
と
理
系
に
分
か

れ
て
、
よ
り
実
践
的
な
授
業
を
行
い
、

学
力
を
深
化
さ
せ
て
い
る
。

　

幅
広
く
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
る

取
り
組
み
も
あ
る
。

　
「
中
学
の
﹃
Ｊ
Ｏ
Ｅ
（
襄
）
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
﹄
で
は
外
部
講
師
を
招
い
て
の

座
学
、
地
域
の
企
業
と
連
携
し
た
商
品

開
発
、
英
検
へ
の
取
り
組
み
な
ど
多
様

な
学
び
を
通
じ
て
、
将
来
自
分
が
ど
の

よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
ま
す
」
と
広
報
部
長
の
永

井
均
先
生
。

　

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
て
の
学
習
もGoogle 

Classroom

を
と
り
入

れ
る
な
ど
し
て
進
め
て

い
る
。
中
学
で
は
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
入
賞
し
た
生
徒

も
い
る
そ
う
だ
。

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

第
四
項
に
「
勤
労
を
尊
び
、
天
然
資

源
の
利
用
を
学
ぶ
」を
掲
げ
て
い
る
。

　

長
年
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
農
地
を

再
生
さ
せ
た
「
新
島
フ
ァ
ー
ム
」
で
は

自
然
農
法
で
菜
の
花
を
育
て
て
い
る
。

生
徒
は
雑
草
を
取
っ
た
り
種
を
ま
い
た

り
搾
油
の
手
伝
い
を
し
た
り
す
る
。

　

そ
う
し
て
で
き
上
が
っ
た
「
襄

じ
ょ
う
出で

来き

油
」※

は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
わ
れ
て

※ 新島学園ファーム 菜の花プロジェクト - Bing video
で、動画が見られる。

学校会員ファイル

共学

海外子女教育振興財団では、帰国子女・海外子女を受け入れている学校にも「学校会
員」として維持会員に加わっていただいており、この欄で毎回一校ずつ紹介しています。

70周年記念行事　
礼拝堂にて聖歌隊、管楽アンサンブル部、弦楽団が合同で発表

菜種油を搾油する生徒たち
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新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

https://www.youtube.com/watch?v=AuavAWP2YCE
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い
る
。

　

そ
し
て
第
五
項
が
「
己
を
知
り
、
国

を
愛
し
、
隣
人
に
仕
え
、
世
界
を
友
と

す
る
心
を
養
う
」だ
。

　
「
新
島
襄
が
封
建
社
会
の
な
か
で
自

由
を
求
め
て
海
外
に
脱
出
し
た
精
神
を

い
つ
も
生
徒
に
話
し
て
い
ま
す
」
と
古

橋
校
長
。

　

中
三
か
ら
高
二
ま
で
の
希
望
者
を
対

象
に
夏
休
み
に
行
わ
れ
る
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
海
外
の
大
学
生

た
ち
を
新
島
学
園
に
招
い
て
五
日
間
行

わ
れ
る
。
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
自
分
で
考
え
る
力
、
そ
れ
を

伝
え
る
力
、
人
の
話
を
聞
く
力
を
養
う
。

　

軽
井
沢
で
は
キ
ャ
ン
プ
場
で
海
外
の

留
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
数
日
間
生
活
す

る
。
世
界
で
起
こ
る
諸
問
題
に
つ
い
て

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
、
そ
れ
ら
の
問
題
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
を
起
こ
し
て

い
く
べ
き
か
を
考
え
る
。

　

短
期
留
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。

滞
在
先
は
ボ
ス
ト
ン
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

セ
ブ
島
、
メ
ル
ボ
ル
ン
な
ど
だ
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
民
街
で
歯
磨
き
指

導
や
医
療
系
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
あ
る
。

　
「
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
生
徒
た

ち
は
人
生
が
変
わ
る
貴
重
な
体
験
を
し

て
い
ま
す
」と
永
井
先
生
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
現
在
は
予
定
通
り

に
行
え
な
い
の
が
残
念
だ
。

世
界
一
に
貢
献

　

ク
ラ
ブ
活
動
は
文
化
系
運
動
系
共
に

活
発
だ
。
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
ほ

ぼ
毎
年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
好

成
績
を
残
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
Ｕ
18

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
選
手
と
し
て

現
役
生
徒
ふ
た
り
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と

し
て
Ｏ
Ｂ
ひ
と
り
が
参
加
し
、
日
本
チ

ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
た
。

　

生
徒
会
で
は
生
徒
が
自
ら
率
先
し
て

問
題
を
提
起
し
、
全
校
の
生
徒
た
ち
に

声
が
け
を
し
て
い
る
。

　
「
た
と
え
ば
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
テ
ー
マ
に

話
し
合
い
、
女
子
の
制
服
で
ズ
ボ
ン
を

認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
ま
と
め

ま
し
た
。
学
校
も
そ
れ
に
こ
た
え
、
女

子
も
ズ
ボ
ン
を
は
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」と
古
畑
先
生
。

　

新
島
襄
の
自
由
自
立
の
精
神
は
確
実

に
育
っ
て
い
る
。

帰
国
生
の
声

　

高
校
三
年
生
の
Ｏ
さ
ん
は
四
歳
か
ら

ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
現
地
校
と
補
習
校

に
通
っ
た
。
小
学
六
年
生
の
と
き
に
帰

国
し
て
公
立
校
に
通
っ
た
が
、
考
え
方

も
行
動
も
友
達
と
違
っ
て
い
て
浮
い
て

い
た
そ
う
だ
。
中
学
で
新
島
学
園
に
入

学
し
た
。

　

高
校
二
年
生
の
Ｍ
さ
ん
は
一
歳
か
ら

タ
イ
で
暮
ら
し
小
学
三
年
生
ま
で
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
そ
の
後

は
日
本
人
学
校
に
通
い
中
学
三
年
生
の

と
き
新
島
学
園
に
編
入
し
た
。
ふ
た
り

と
も
「
こ
の
学
校
は
海
外
に
興
味
を
持

つ
生
徒
が
多
く
、
外
国
生
活
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
ま
す
。
だ
か
ら
す
ぐ

受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
し
た
」と
言
う
。

　

学
校
で
気
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
ふ

た
り
と
も
六
年
の
一
貫
教
育
を
挙
げ
た
。

　
「
六
年
間
同
じ
人
た
ち
と
触
れ
合
う

の
で
絆き

ず
なが
強
く
な
り
ま
す
」と
Ｍ
さ
ん
。

　

Ｏ
さ
ん
は
「
学
園
祭
で
多
く
の
学
年

と
交
わ
れ
る
の
が
楽
し
い
」と
言
う
。

　

Ｍ
さ
ん
は
タ
イ
で
経
験
し
た
生
徒
会

活
動
を
続
け
、
い
ま
は
生
徒
会
長
だ
。

　

Ｏ
さ
ん
も
ア
メ
リ
カ
で
習
い
は
じ
め

た
ピ
ア
ノ
を
続
け
、
合
唱
祭
で
は
伴
奏

を
務
め
た
。

　

海
外
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
聞
く
と
、

Ｏ
さ
ん
は
「
身
に
つ
け
た
外
国
語
を
軸

に
ほ
か
の
勉
強
も
し
、
新
聞
を
読
ん
だ

り
し
て
情
報
を
集
め
る
と
将
来
に
向
け

て
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す
」、
Ｍ
さ
ん

は
「
海
外
で
な
じ
ん
だ
文
化
は
貴
重
な

の
で
そ
れ
を
生
か
し
て
日
本
を
変
え
ら

れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　

新
島
襄
が
種
を
ま
い
た
キ
リ
ス
ト
教

精
神
と
海
外
に
向
け
る
広
い
目
は
し
っ

か
り
生
徒
た
ち
に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
だ
。

（
取
材
・
文
＝
髙
田 

和
子
）

所在地	：	〒379-0116  群馬県安中市安中3702
TEL	:	 027-381-0240 ／ FAX: 027-381-0630
URL	：	 https://niijima-gakuen.jp
交通	：	 JR「安中」駅より徒歩15分
生徒数	：	�中１＝178人、中２＝169人、中３＝187人

（各学年5クラス）
　　　　高１＝222人、高２＝224人、高３＝249人
　　　　（各学年6クラス）
教員数	：	専任65人（内ネイティブスピーカー 2人）
　　　　非常勤29人
帰国生ＡＯ入試の資格条件：
　帰国児童として日常会話が英語でできる者。 
・�ＡＯ入試は中学入試のみで、10分間の面接と書
類審査による。
・�帰国生編入学として中・高の各学期に途中編入生
を受け入れている（受験時期を除き、高１まで）。

インタビューに答えてくれた帰国生のＯさん（左）
とＭさん（右）

https://niijima-gakuen.jp
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海
外
生
活
の
ス
タ
ー
ト

　

晶
子
と
均
は
同
じ
大
学
の
同
期
生
だ
っ
た
。

物
理
学
科
出
身
の
均
は
石
油
関
係
の
会
社
の
研

究
開
発
部
門
に
、
教
育
学
部
出
身
の
晶
子
は
教

師
と
し
て
小
学
校
に
勤
務
し
た
。
そ
し
て
結
婚
。

　

長
女
早
紀
が
二
歳
の
と
き
、
三
人
は
均
の
転

勤
先
の
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
渡
る
。

晶
子
は
妊
娠
八
カ
月
だ
っ
た
。
や
が
て
長
男
主

税
と
次
男
毅
志
が
誕
生
。四
年
後
に
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
に
渡
り
、
三
年
後
ま
た
ア
メ
リ
カ
・
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
に
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
三
男
が
誕
生

し
、
そ
の
後
ふ
た
た
び
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ

を
往
復
し
た
。

　

初
め
て
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
着
い
た
の
は
二
月
。

テ
キ
サ
ス
の
二
月
は
も
う
春
だ
っ
た
。
晶
子
と

早
紀
は
冬
の
装
い
。
そ
ん
な
場
違
い
な
服
装
で

近
く
の
公
園
に
出
か
け
た
。
早
紀
は
公
園
内
の

小
さ
な
機
関
車
に
乗
り
た
が
っ
た
が
、
乗
車
料

金
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
く
悲
し
い
思
い
を
し
た
。

普
通
な
ら
「
な
ん
で
も
な
い
日
常
」
の
は
ず
が

ち
ぐ
は
ぐ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
海
外
生

活
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ

た
。

　

親
戚
も
友
達
も
い

な
い
土
地
で
誰
の
助

け
も
な
し
に
引
っ
越

し
を
し
、
長
男
主
税

を
出
産
す
る
怒ど

涛と
う

の

二
カ
月
は
心
細
い
も

の
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
晶
子
だ
っ

た
が
、
や
が
て
生
活

の
リ
ズ
ム
を
し
っ
か

り
築
き
子
育
て
に
奮

闘
す
る
。

　

均
は
「
家
内
に
甘

え
て
子
ど
も
の
こ
と

は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
言
う
が
、
学

校
行
事
に
は
か
な
ら
ず
足
を
運
び
、
世
間
並
み

の
「
日
本
の
父
親
」
よ
り
は
積
極
的
に
子
育
て

に
参
加
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
学
校

　

子
ど
も
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
、
パ
リ
で
は
早
紀
と
主

税
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
毅
志

と
大
地
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
て
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
で
は
現
地
校
と
い
う
選
択
肢
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
べ
っ
た
り
に
な
る

の
も
い
や
で
し
た
か
ら
。
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
環
境

が
い
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
、

均
と
晶
子
。

　

子
ど
も
た
ち
は
当
時
を
ふ

り
返
り
「
多
様
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
生
徒
た
ち

の
な
か
で
勉
強
だ
け
で
は
得

ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

を
学
ん
だ
」
と
言
う
。
ま
た
、

「
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
日
本
語
や
韓
国
語
な
ど

多
言
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
の
も
よ
か
っ
た
」
そ
う
だ
。

　

毅
志
の
思
い
出
に
残
っ
て

い
る
の
は
「
周
り
の
友
達
も

Illustrated by 
Reona Nishinaga

テ
キ
サ
ス
州
の
花
ブ
ル
ー
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
花
壇
の
中

の
晶
子
と
二
歳
の
早
紀
。 

１
９
８
８
年
４
月
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
に
て
。

　
均ひ
と
しと
晶あ
き
こ子
は
二
歳
の
長
女
早さ

紀き

を
連
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。

数
年
の
つ
も
り
で
住
み
は
じ
め
た

ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ

と
フ
ラ
ン
ス
を
往
復
し
て
い
る
う

ち
に
三
十
四
年
。
長
男
主ち
か
ら税
、
次

男
毅つ
よ
志し

、
三
男
大だ
い
ち地
も
生
ま
れ
た
。

　
国
を
ま
た
ぐ
移
動
を
た
び
た
び

経
験
す
る
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち

は
た
く
ま
し
く
自
分
の
歩
く
道
を

見
つ
け
て
い
く
。

　
均
と
晶
子
に
と
っ
て
も
多
く
の

学
び
が
あ
る
海
外
生
活
だ
。

前
編
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ほ
ぼ
他
国
か
ら
来
て
い
た
の
で
二
、
三
年
ご
と

に
新
し
い
友
達
を
つ
く
り
直
し
た
こ
と
」
だ
と

言
う
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
は
別
れ
が
多
い
の
は
試
練

か
も
し
れ
な
い
。

　

授
業
は
「
テ
ー
マ
を
決
め
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
た
く
さ
ん
経
験
さ
せ
る
の
で
、
子
ど
も
た

ち
は
創
造
力
や
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
し
っ

か
り
発
表
す
る
力
が
つ
き
ま
し
た
」
と
日
本
の

授
業
を
知
る
晶
子
に
と
っ
て
は
印
象
に
残
る
も

の
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
を
あ
た
り

ま
え
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
よ
う
だ
。

　

パ
リ
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ス
ク
ー
ル
は
午
前
中

フ
ラ
ン
ス
語
、
午
後
英
語
、
次
の
日
は
そ
の
逆

と
い
う
よ
う
に
全
教
科
を
二
言
語
で
半
分
ず
つ

教
え
て
い
た
。
生
徒
た
ち
は
小
さ
い
と
き
か
ら

相
手
と
場
に
よ
っ
て
言
語
を
使
い

分
け
て
い
た
。

　
「
家
に
多
く
の
友
達
が
遊
び
に

来
る
と
、
こ
っ
ち
で
は
英
語
、
あ

っ
ち
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
と
い
う

具
合
で
し
た
」

　

子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
を
支

え
る
晶
子
は
ア
メ
リ
カ
で
も
フ
ラ

ン
ス
で
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
参
加
し
、
二
度
目
の
パ
リ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
は

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
以
外
で
は

初
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
た
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ア
メ
リ

カ
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
補
習
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
ま
た
現
地
の
学
校
で
日
本

人
や
国
際
結
婚
家
庭
の
小
学
生
を
相
手
に
日
本

語
を
指
導
し
た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
合

っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
っ
た
り
も
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
も
ゼ
ロ
か
ら
学
ん
だ
。
主
悦
は

そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
「
母
は
い
つ
も
何
冊
も
の

辞
書
を
使
っ
て
宿
題
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
個
別
指
導
を
受
け
て
い

た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
法
を
マ
ス
タ
ー
し

て
い
る
の
は
当
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い

ま
か
ら
思
う
と
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
に
つ
い
て

い
け
る
よ
う
相
当
な
努
力
を
し
て
い
た
の
で
し

ょ
う
ね
」
と
ふ
り
返
る
。

我
が
家
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に

　

子
ど
も
た
ち
は
国
を
ま
た
ぐ
転
校
が
多
く

「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
を
持
て
な
い
。
だ
か
ら
均

と
晶
子
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は

「
我
が
家
」
だ
と
思
っ
て
家
庭
を
大
切
に
し
て

き
た
。

　

日
本
の
年
中
行
事
は
欠
か
さ
ず
行
い
、
お
せ

ち
料
理
は
も
ち
ろ
ん
行
事
に
合
っ
た
食
べ
物
も

味
わ
わ
せ
た
。
さ
ら
に
一
年
に
一
度
帰
国
し
、

日
本
の
文
化
を
学
ば
せ
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
た
び
た
び
周
り
か
ら
日
本

の
こ
と
を
聞
か
れ
る
の
で
、
小
さ
い
と
き
か
ら

日
本
を
代
表
し
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
親
の
そ
う
い
う
態
度
は
す
ん
な

り
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
」
と
晶
子
。

　

日
本
語
も
大
切
に
し
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち

は
寝
る
前
の
読
み
聞
か
せ
が
大
好
き
で
、
そ
の

効
果
は
大
き
か
っ
た
。

　

補
習
校
へ
は
行
か
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

日
本
の
学
校
で
習
う
勉
強
は
晶
子
が
自
分
で
教

え
ら
れ
る
と
考
え
た
こ
と
と
、
週
末
に
は
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
時
間
を
設
け
て
や
り

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
理
由
だ
。
子
ど
も
た
ち

は
晶
子
と
い
っ
し
ょ
に
毎
日
音
読
し
、
土
曜
日

に
は
読
解
や
漢
字
な
ど
を
勉
強
す
る
だ
け
で
な

く
漢
字
の
テ
ス
ト
も
し
た
。
そ
れ
を
四
人
と
も

高
校
二
年
生
に
な
る
ま
で
続
け
た
。

　

日
本
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
ビ
デ
オ
も
役
立
っ

た
。
学
校
で
は
日
本
か
ら
来
た
ば
か
り
の
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
と
日
本
語
で
話
し
、
若
者
こ
と
ば
も

覚
え
た
。

　

大
地
が
「
日
本
語
の
勉
強
は
い
や
で
し
た
。

学
校
に
行
く
う
え
に
家
で
も
勉
強
し
な
き
ゃ
い

け
な
か
っ
た
の
で
フ
ェ
ア
じ
ゃ
な
い
感
じ
が
し

ま
し
た
」
と
言
う
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は
日

本
語
の
「
勉
強
」
に
は
積
極
的
に
な
れ
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
け
れ
ど
も
い
ま
は
口
を
そ
ろ
え
て

「
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」
と
言
う
。

　
「
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
を
子
ど
も
が
ど
う
考

え
て
い
る
か
、
勉
強
が
い
や
な
ら
な
ぜ
い
や
な

の
か
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
な
ど
を
話
し
合

う
こ
と
も
大
切
で
す
」
と
晶
子
。

　

早
紀
は
「
家
の
中
で
は
日
本
語
し
か
ダ
メ
と

言
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
自
然
と
日
本

涼しいフランスから暖かいテキ
サスへ再度の引っ越し。
1995年夏、ヒューストンの自宅で。
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語
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ま
で
も
弟
た
ち
と
は

日
本
語
で
し
ゃ
べ
り
ま

す
。
逆
に
英
語
で
し
ゃ

べ
る
と
不
自
然
な
感
じ

が
し
ま
す
」
と
言
う
。

子
ど
も
た
ち
が

巣
立
つ
ま
で

　
　

子
ど
も
た
ち
が
巣
立

っ
て
い
っ
た
い
ま
、
晶

子
に
は
数
々
の
思
い
出

が
よ
み
が
え
る
。
ま
ず

早
紀
と
主
税
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
か
ら
語
っ
て
も
ら

っ
た
。

　

早
紀
は
二
歳
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
と
き
す

で
に
日
本
語
を
話
し
は
じ
め
て
い
た
。
け
れ
ど

も
到
着
し
て
す
ぐ
通
い
は
じ
め
た
プ
リ
ス
ク
ー

ル
で
は
、
み
ん
な
が
違
う
こ
と
ば
を
話
し
て
い

た
の
だ
。
そ
ん
な
な
か
で
早
紀
は
何
度
も
靴
ひ

も
を
ほ
ど
い
た
り
結
ん
だ
り
し
は
じ
め
た
。
そ

う
や
っ
て
存
在
感
を
失
っ
た
自
分
を
守
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
先
生
に
靴
ひ

も
の
部
分
を
テ
ー
プ
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

　
「
厳
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
っ

た
出
来
事
で
し
た
」
と
晶
子
。

　

高
校
で
は
髪
を
赤
く
染
め
、
妙
に
目
立
つ
格

好
を
し
て
は
じ
け
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。

　
「
ま
あ
、
そ
う
い
う
時
期
は
あ
る
も
の
だ
と

ま
っ
た
く
意
に
介
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

周
り
は
『
早
紀
は
ど
う
し
た
の
？
』
と
ど
ん
引

き
で
し
た
」
と
晶
子
。

　

ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
の
な
か
で
、
早
紀
は
状
況
が
変
わ
っ
て
も

「
い
ま
自
分
が
何
を
や
る
べ
き
か
」
判
断
す
る

力
を
つ
け
て
き
た
。
そ
し
て
確
か
な
自
分
の
勉

強
法
を
身
に
つ
け
て
実
践
し
た
。

　
「
お
か
げ
で
、
パ
リ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
の
卒
業
式
で
のA

w
ard Cerem

ony 

で
は
賞
を
総
な
め
し
『
日
本
人
の
誇
り
だ
！
』

と
ほ
か
の
日
本
人
の
家
族
か
ら
言
わ
れ
ま
し

た
」
と
晶
子
。

　

主
税
は
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
で
生
ま
れ
、

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ

か
ら
デ
イ
ケ
ア
そ

し
て
プ
リ
ス
ク
ー

ル
に
通
っ
た
。
三

歳
の
こ
ろ
、
自
転

車
で
プ
リ
ス
ク
ー

ル
の
敷
地
内
を
パ

レ
ー
ド
す
る
催
し

が
あ
り
、
さ
っ
そ

く
補
助
輪
つ
き
の

新
品
の
自
転
車
を

買
っ
て
家
で
練
習

し
た
。
自
信
も
つ

い
て
、当
日
真
新
し
い
自
転
車
で
「
い
ざ
出
発
」。

と
こ
ろ
が
出
発
し
て
す
ぐ
に
転
倒
。
プ
リ
ス
ク

ー
ル
の
玄
関
を
出
た
と
こ
ろ
は
、
坂
に
な
っ
て

い
た
う
え
カ
ー
ブ
し
て
い
た
の
だ
。
主
税
の
自

転
車
デ
ビ
ュ
ー
は
あ
え
な
く
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

そ
ん
な
主
税
だ
が
中
学
か
ら
は
陸
上
大
会
の

中
長
距
離
走
で
い
い
成
績
を
出
し
て
い
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
し
た
陸
上
の
ス
タ
ー
で
し
た
」

と
晶
子
。

　

い
ま
で
も
多
く
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し

て
い
る
。
二
〇
二
一
年
に
は
均
と
共
に
念
願
の

ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
の
出
場
資
格
を
得
た
。

　

し
っ
か
り
社
会
に
も
目
を
向
け
て
い
た
。
パ

リ
の
高
校
で
は
部
活
動
でM

odel U
nited 

N
ations

（
模
擬
国
連
）に
参
加
し
、年
に
一
、二

回
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
国
連
の

会
議
を
再
現
す
る
大
会
に
出

て
い
た
。

　
「
そ
の
活
動
が
、
科
学
と

国
際
問
題
の
接
点
と
し
て
環

境
問
題
に
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
」
と
主

税
は
明
か
し
て
く
れ
た
。

　

後
編
で
は
毅
志
と
大
地
の

思
い
出
、
そ
し
て
自
立
し
て

い
く
子
ど
も
た
ち
と
彼
ら
を

送
り
出
し
た
あ
と
の
均
と
晶

子
の
生
活
に
つ
い
て
お
届
け

す
る
。（

次
号
、
後
編
に
続
く
）

本
欄
で
は
取
材
対
象
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
52
ペ
ー
ジ
の

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2006年のクリスマスに
フレンチアルプスへ。
家族でのスキー旅行は
年中行事だった。

家族が集合しての書き初めも恒例行事。20年余り毎年欠かさ
ず行っている。写真は2021年。
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度
胸
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

度
胸
力
と
は
思
い
切
っ
て
何
か

を
す
る
勇
気
で
す
。
初
対
面
の
人

に
話
し
か
け
た
り
人
前
で
話
し
た

り
、「
Ｎ
Ｏ
！
」
と
言
う
の
も
度

胸
力
が
必
要
で
す
。
何
回
も
繰
り

返
し
て
緊
張
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
、

場
慣
れ
に
よ
っ
て
身
に
つ
い
て
い

き
ま
す
。

ワ
ー
ク

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
伝
え

よ
う
」　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
注
文

　

何
を
注
文
す
る
か
、
あ
ら
か
じ

め
子
ど
も
に
決
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
「
ハ
ン
バ
ー
グ
と
ジ
ュ
ー
ス
」

と
決
め
た
ら
、「
ハ
ン
バ
ー
グ
と

ジ
ュ
ー
ス
を
お
願
い
し
ま
す
」
な

ど
と
丁
寧
な
言
い
方
を
練
習
し
て
、

自
分
で
注
文
さ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
あ
り
が
と
う
」
も
忘
れ
ず
に
！

　

渋
っ
た
ら
「
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
言
お
う
ね
」
と
応
援
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

他
の
場
面
で
も
応
用
で
き
ま
す
。

・
図
書
館
で
本
を
借
り
る

・
自
分
の
ク
ツ
を
買
う

　

度
胸
力
は
場
慣
れ
で
す
。
子
ど

も
の
出
番
を
つ
く
っ
て
、「
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
言
う
」
体
験
を
積

ま
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
も
し
子

ど
も
が
答
え
な
く
て
も
、
急せ

か
さ

ず
に
待
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

日
本
に
い
る
と
き
は
、
す
べ
て
の

こ
と
を
言
わ
な
く
て
も
相
手
が
察
し

て
く
れ
る
の
で
会
話
が
成
立
し
て
い

ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
異
文

化
の
な
か
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て

「
言
わ
な
く
て
も
伝
わ
る
」
は
通
用

し
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
相

手
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

自
分
の
意
思
を
こ
と
ば
で
伝
え
る
こ

と
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
る
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
は
必

須
の
力
だ
と
思
い
、
現
在
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
こ
と
ば
で
伝
え
る
」
力

は
ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
培
わ
れ
て

い
る
の
か
。
そ
れ
を
感
じ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

友
人
の
Ｓ
さ
ん
が
渡
米
し
て
間
も

な
い
こ
ろ
、
娘
の
Ｍ
ち
ゃ
ん
が
通
う

こ
と
に
な
る
小
学
校
で
、
先
生
か
ら

親
子
で
説
明
を
受
け
て
い
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
説
明
を
終
え
た
先
生

は
、
ま
だ
英
語
を
話
せ
な
い
Ｍ
ち
ゃ

ん
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
ま
し
た
。

「
お
名
前
は
？
」「
年
は
い
く
つ
？
」と
。

　

と
こ
ろ
が
Ｍ
ち
ゃ
ん
は
答
え
ら
れ

ず
に
、
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
マ
マ

の
方
を
チ
ラ
チ
ラ
見
ま
す
。
い
て
も

た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
Ｓ
さ

ん
は
、
思
わ
ず
「
こ
の
子
は
、
ま
だ

英
語
が
話
せ
ま
せ
ん
」
と
言
い
ま
し

た
。
す
る
と
先
生
は
、「
私
は
Ｍ
に
話

し
か
け
て
い
る
の
で
す
。
黙
っ
て
い

て
く
だ
さ
い
」
と
ピ
シ
ャ
リ
と
制
し

て
、
ふ
た
た
び
ゆ
っ
く
り
と
し
た
口

調
で
Ｍ
ち
ゃ
ん
に
話
し
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、私
は
「
ハ
ッ
」

と
し
ま
し
た
。
た
と
え
英
語
が
話
せ

な
く
て
も
、「
自
分
の
こ
と
ば
で
伝

え
さ
せ
る
」
こ
と
は
、
子
ど
も
で
あ

っ
て
も
「
一
人
前
の
人
格
」
だ
か
ら

な
の
で
す
。
子
ど
も
が
誰
か
に
何
か

を
聞
か
れ
た
と
き
、
子
ど
も
が
答
え

な
い
と
そ
の
沈
黙
に
耐
え
ら
れ
ず

に
、
お
も
わ
ず
助
け
舟
を
出
し
て
し

ま
っ
て
い
た
私
自
身
を
ふ
り
返
り
ま

し
た
。

　

助
け
舟
を
出
す
の
は
相
手
に
「
悪

い
」
か
ら
と
い
う
気
遣
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
は
い
つ
の
間
に
か

「
親
が
答
え
て
く
れ
る
か
ら
、
言
わ

な
く
て
も
い
い
や
」
と
学
習
し
て
し

ま
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
「
自
分
の

こ
と
を
伝
え
る
」
練
習
の
機
会
を
奪

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
ま

ま
で
は
こ
と
ば
で
伝
え
る
力
が
育
た

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

幼
い
子
ど
も
や
恥
ず
か
し
が
り
屋

の
子
ど
も
は
、
人
と
話
す
と
き
に
緊

張
し
ま
す
。
う
ま
く
言
え
る
の
だ
ろ

う
か
、
こ
ん
な
こ
と
言
っ
て
も
い
い

の
だ
ろ
う
か
と
躊

ち
ゅ
う
ち
ょ躇
し
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。
は
じ
め
は
勇
気
が
い
り
ま

す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
自
分
の

こ
と
を
伝
え
る
体
験
を
す
る
こ
と
で

堂
々
と
自
分
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
場
数

を
踏
む
こ
と
で
、「
自
分
を
表
現
す

る
力
」
が
育
っ
て
い
く
の
で
す
。

「ことばキャンプ」主宰　高取しづか

https://ameblo.jp/t-shizuka/
http://kotobacamp.com

言わぬが花は世界では通用しない

11

～ ７つの力 ～
度胸力：恐れずに言う　論理力：話を組み立てる
理解力：話を理解する　応答力：受け答えする
語彙力：ことばを知る　説得力：理解してもらう
プレゼン力：アピールする

「自立して生き抜ける子に」

http://kotobacamp.com
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多
様
な
気
候
風
土
が
美
し
い		

南
米
大
陸
の「
島
国
」チ
リ

　
チ
リ
は
も
ち
ろ
ん
島
国
で
は
な
い
。
し
か
し
こ

の
細
長
い
国
は
、
西
側
は
南
北
四
三
〇
〇
㌔
㍍
に

渡
る
海
岸
線
、
東
側
は
標
高
六
〇
〇
〇
㍍
級
の

山
々
が
そ
び
え
る
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
、
南
米
大
陸
の
中
の
島
国
の
よ
う
な
存
在
な
の

で
あ
る
。
北
部
に
は
世
界
一
乾
燥
し
て

い
る
ア
タ
カ
マ
砂
漠
、
南
部
の
パ
タ
ゴ

ニ
ア
で
は
一
年
中
氷
河
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
気
候
も
風
土
も
変
化
に
富
ん
だ
と

て
も
美
し
い
国
で
あ
る
。

　
お
も
な
産
業
は
銅
を
中
心
と
す
る
鉱

業
と
、
果
物
・
ワ
イ
ン
・
木
材
チ
ッ
プ
・

サ
ケ
・
マ
ス
な
ど
の
農
林
水
産
業
で
あ

る
。
チ
リ
の
ワ
イ
ン
は
安
価
な
う
え
に

上
質
な
の
で
、
日
本
に
も
大
量
に
輸
出

さ
れ
て
い
る
。
日
本
か
ら
の
輸
入
品
は
自
動
車
が

最
も
多
く
、
首
都
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
市
内
で
は
た

く
さ
ん
の
日
本
車
を
目
に
す
る
。

　
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
は
チ
リ
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
て
い
て
、
地
中
海
性
気
候
の
た
め
に
温
暖
で
、

気
温
は
年
間
を
通
じ
て
三
度
か
ら
三
十
度
。
晴
れ

の
日
が
多
く
、
日
差
し
は
強
く
乾
燥
し
て
い
る
。

た
だ
し
冬
場
の
朝
晩
は
と
て
も
冷
え
込
む
。

現
地
の
教
育
環
境

　
チ
リ
で
は
初
等
教
育
の
八
年
間
と
中
等
教
育
の

四
年
間
の
合
計
十
二
年
間
が
義
務
教
育
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
後
は
大
学
が
四
～
六
年
、
専
門
学
校

が
二
～
三
年
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
中
等
教
育
の

段
階
で
専
門
学
校
に
進
む
こ
と
も
で
き
、
卒
業
す

れ
ば
専
門
的
な
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
チ
リ
国
内
で
は
、
日
本
の
義
務
教
育
段
階
の
学

校
と
同
等
の
教
育
機
関
は
本
校
の
み
だ
が
、
日
本

語
で
指
導
を
行
っ
て
い
る
幼
稚
園
も
あ
る
。

修学旅行　パタゴニア
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チリアンデスの山々とサンティアゴの街

校舎

学習発表会　演劇発表

Instituto de Enseñanza Japonesa
URL  https://www.iejapones.cl
児童生徒数：小＝23人　中＝2人

サンチャ
海外校シリーズ

●チリ●

日本人学校 
サンチャゴ

https://www.iejapones.cl
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サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
に
は
ア
メ
リ
カ
系
・
イ
ギ
リ
ス

系
・
ド
イ
ツ
系
・
フ
ラ
ン
ス
系
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
。
現
地
校
に
通
う

日
本
人
の
子
ど
も
は
少
な
い
。
学
校
選
択
時
に
は
、

滞
在
年
数
や
中
学
・
高
校
・
大
学
へ
の
受
験
を
考

慮
し
て
本
校
に
す
る
か
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
に
す
る
か
を
決
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

魔
法
の
学
校

　
本
校
は
一
九
八
二
年
に
開
校
し
て
今
年
で
三
十

九
年
目
と
な
る
。
現
在
の
校
舎
が
あ
る
ラ
・
デ
エ

サ
に
移
転
し
て
か
ら
は
三
十
年
目
に
あ
た
る
。
校

舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
等
か
ら
、
新
校

舎
建
て
替
え
を
計
画
中
で
あ
る
。

　
現
校
舎
へ
移
転
し
た
直
後
の
三
十
年
前
に
は
六

十
人
ほ
ど
い
た
児
童
生
徒
数
も
、
近
年
は
徐
々
に

減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
特
に
最
近
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
現
在
の
児
童
生
徒
数
は
二

十
七
人
で
あ
る
。

　
登
下
校
は
全
員
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て

い
る
。
登
下
校
時
に
は
子
ど
も
た
ち
を
職
員
全
員

で
迎
え
、
ま
た
見
送
り
も
行
っ
て
い
る
。
少
人
数

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
全
校
児
童
生
徒
と
教
職
員
の

絆き
ず
なは

強
い
。
転
校
し
て
き
た
仲
間
を
迎
え
る
歓
迎

会
で
は
、
迎
え
る
側
の
子
ど
も
た
ち
が
一
様
に「
こ

の
学
校
は
魔
法
の
学
校
で
す
。
い
ま
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
努
力
す
れ
ば
か
な
ら
ず
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
全
員
が
家
族
の
よ
う
な

仲
間
で
す
」
そ
ん
な
こ
と
ば
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

少
人
数
な
ら
で
は
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
学
習
や
少
人

数
学
習
、
ま
た
皆
の
前
で
発
表
す
る
機
会
の
多
さ

や
仲
間
と
の
か
か
わ
り
の
濃
さ
が
生
み
出
す
力
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
授
業
は
七
校
時（
低
学
年
六
校
時
）ま
で
あ
り
、

日
本
の
学
校
と
同
等
の
教
育
内
容
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
英
会
話
・
ス
ペ
イ
ン
語
を
小
学
一
年
生
か

ら
中
学
三
年
生
ま
で
学
ぶ
。
ま
た
個
人
・
学
年
・

委
員
会
・
ク
ラ
ブ
に
よ
る
発
表
を
全
校
の
前
で
行

う
機
会
が
年
間
を
通
じ
て
多
数
あ
る
の
で
、
表
現

力
や
発
表
の
力
が
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
く
。

　
特
色
あ
る
行
事
も
多
く
、
ア
ン
デ
ス
の
雪
山
で

の「
ス
キ
ー
教
室
」、
チ
リ
の
独
立
記
念
日（
デ
ィ

エ
シ
オ
チ
ョ
祭
）に
ち
な
ん
で
踊
る
「
ク
エ
カ
発

表
」（
学
習
発
表
会
で
発
表
）、
チ
リ
北
部
の
ア
タ

カ
マ
砂
漠
に
あ
る
国
立
天
文
台
の
先
生
に
よ
る
宇

宙
に
関
す
る
特
別
授
業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
る
夏

祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
、
チ
リ
国
内
で
の
修
学
旅
行
や

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
と
の
交
流
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

（
二
〇
二
一
年
十
月
現
在
）

子 ど も た ち か ら

運動会に向けたソーラン練習

社
会
見
学
で
科
学
博
物
館
（
Ｍ
Ｉ
Ｍ
）
へ

中
学
部
３
年　

社
会

小
学
部
４
年　

算
数

小
学
部
１
年　

図
工

小
学
部
３
～
６
年

ス
ペ
イ
ン
語

サマーキャンプ　乗馬
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Cours de la langue japonaise à Tunis 
E-mail  eoj.consul@tn.mofa.go.jp
　　　  （在チュニジア日本国大使館）
児童生徒数　小＝9人　中＝3人

自
然
に
恵
ま
れ
、	

	
	

女
性
の
進
出
が
顕
著
な
国

　
北
は
地
中
海
、
南
は
サ
ハ
ラ
砂
漠

に
囲
ま
れ
た
ア
フ
リ
カ
大
陸
北
端
の

国
チ
ュ
ニ
ジ
ア
。
国
内
に
は
カ
ル
タ

ゴ
な
ど
の
古
代
ロ
ー
マ
遺
跡
が
点
在

し
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
の
街
並

み
と
イ
ス
ラ
ム
文
化
が
融
合
す
る
。

　
首
都
チ
ュ
ニ
ス
の
緯
度
は
新
潟
市

と
同
じ
ぐ
ら
い
で
、
ア
フ
リ
カ
と
い

え
ど
も
四
季
が
あ
り
、
年
間
を
通
し

て
比
較
的
温
暖
で
あ
る
。
マ
ル
シ
ェ

（
市
場
）に
は
季
節
ご
と
に
旬
の
野

菜
や
果
物
が
並
び
、
そ
の
変
わ
り
目

に
は
楽
し
み
が
増
え
る
。

　
こ
ち
ら
で
暮
ら
し
て
い
る
と
大
雑

把
な
現
地
の
人
に
苛い

ら
立だ

た
し
さ
を
覚

え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
臨
機
応
変
な

対
応
に
助
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

日
本
人
に
と
っ
て
は
人
間
性
を
鍛
え

ら
れ
る
国
と
い
え
よ
う
。

　
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
な
か
で
は
女
性
の
就
業
率
が

高
く
、
十
月
に
は
ア
ラ
ブ
圏
初
の
女
性
首
相
が
誕

生
し
た
。
し
か
し
二
〇
一
一
年
の
民
主
化
運
動
「
ジ

ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
以
降
、
政
権
が
安
定
し
な
い
の

も
実
状
で
あ
る
。

現
地
の
教
育
環
境

　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
五
歳
に
な
る
と
プ
レ
パ
ラ
ト

ワ
ー
ル（
入
学
準
備
課
程
）に
入
り
、
そ
の
後
六

歳
か
ら
の
九
年
間
が
基
礎
教
育（
義
務
教
育
）と

な
っ
て
い
る
。
義
務
教
育
で
は
あ
る
が
「
落
第
」

が
あ
る
の
で
、
生
徒
た
ち
は
気
を
緩
め
ら
れ
な
い
。

義
務
教
育
後
の
高
校
は
四
年
間
で
、
最
終
学
年
で

バ
カ
ロ
レ
ア
を
取
得
し
た
あ
と
に
大
学
進
学
と
な

る
。

　
日
常
生
活
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
方
言
で
あ
る
チ

ュ
ニ
ジ
ア
語
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
現
地
校
で
の

教
育
は
フ
ス
ハ
ー（
正
則
ア
ラ
ビ
ア
語
）で
行
わ
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チュニス
青と白が基調の観光地、シディ・ブ・サイド

スベイトラのローマ遺跡

借用校舎外観
（写真中央の建物の１、２階）

２月行事　豆まき

チュニス
海外校シリーズ

●チュニジア●

補習授業校
チュニス
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れ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
領
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
都
市
部
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
も
使
わ
れ
て
い

て
、
小
学
校
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
や
英
語
の
授
業
が

始
ま
る
な
ど
、
外
国
語
教
育
も
盛
ん
で
あ
る
。

　
首
都
チ
ュ
ニ
ス
に
は
ア
メ
リ
カ
系
・
イ
ギ
リ
ス

系
・
フ
ラ
ン
ス
系
・
カ
ナ
ダ
系
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
が
あ
り
、
現
地
在
住
の
外
国
人

家
庭
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア

語
な
ど
の
外
国
語
教
育
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
系
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
に
お
い
て
は
課
外
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん

で
あ
る
。

大
家
族
の
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
な

雰
囲
気

　
本
校
は
二
年
前
に
校
舎
の
引
っ
越
し
を
し
た
。

現
在
は
現
地
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

の
一
部
を
借
用
し
て
い
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

面
で
以
前
よ
り
安
全
に
な
っ
た
。
ま
た
校
内
の
プ

レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
使
え
、
子
ど
も
た
ち
は
休
み

時
間
に
な
る
と
外
へ
遊
び
に
行
き
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
。

　
少
人
数
で
家
庭
的
な
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
な
の
で
、
新
し
く

入
っ
て
き
た
子
ど
も
も
す
ぐ
に
な
じ

む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
現
在
在
籍

中
の
子
ど
も
は
平
日
、
三
割
強
が
ア

メ
リ
カ
系
や
カ
ナ
ダ
系
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
、
そ
の
ほ

か
の
子
ど
も
は
現
地
校
で
学
び
、
土

曜
日
の
午
後
に
本
校
へ
通
っ
て
い
る
。
教
科
学
習

で
は
、
全
三
コ
マ
の
授
業
が
国
語
と
な
る
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
な
が
ら

算
数
の
授
業
も
と
り
入
れ
て
い
る
。
算
数
で
は
日

本
語
理
解
を
深
め
る
目
的
で
文
章
題
に
取
り
組
む

よ
う
に
し
て
い
る
学
年
も
あ
る
。

　
平
日
は
日
本
語
に
触
れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な

い
せ
い
か
、
毎
週
本
校
に
あ
る
本
を
借
り
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も
が
多
い
。
日
直
当
番

の
子
ど
も
が
「
お
わ
り
の
会
」
で
自
分
の
お
勧
め

の
本
を
紹
介
し
、
他
の
子
ど
も
に
読
書
を
促
す
こ

と
も
し
て
い
る
。「
学
校
で
借
り
た
本
を
読
ん
だ

こ
と
で
さ
ら
に
読
書
の
幅
が
広
が
っ
た
」
と
い
う

子
ど
も
も
い
て
、
今
後
も
図
書
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
本
だ
け
で
は
な
く
、

将
棋
・
け
ん
玉
・
羽
子
板
・
カ
ル
タ
な
ど
を
借
り

る
こ
と
も
で
き
る
。

　
二
〇
一
一
年
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
以
降
、
一
五

年
に
は
博
物
館
テ
ロ
、
そ
し
て
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
拡
大
が
あ
り
、
本
校
の
上
部
組
織
で
あ

る
日
本
人
会
の
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
は
減
っ
て
い
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
政
府
の
休
校
措
置

に
従
い
本
校
も
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
間

は
各
家
庭
で
保
護
者
が
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
形

を
と
っ
た
。
感
染
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
の
十
一

月
に
は
久
し
ぶ
り
に
日
本
人
会
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
た
。
再
度
感
染
症
拡
大
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。（

二
〇
二
一
年
十
一
月
現
在
）

日本大使ご夫妻の話を聞く子どもたち

小学部３年　国語

小学部２年　国語

中
学
部　

国
語

ラ
ジ
オ
体
操

─
─
日
本
人
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
─
─

放課後に
ジャングルジムで遊ぶ子どもたち

スプーンリレー

謝
恩
会
の

紙
人
形
劇
発
表

子 ど も た ち か ら
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ニューヨークにおいて
「全社会の先導者」を育成する

●1990年10月開校、創立31周年。
●慶應義塾一貫教育校唯一の海外にある高校、9割以上の生徒が
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的に取り組むことのできる「独立自尊」の気風を備え、グロ
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お申し込み・お問い合わせ・資料請求はお気軽にどうぞ。
お電話で  国際部  +81-3-5954-1161
パソコン・携帯で　早稲田アカデミー　帰国生 検索

早稲田アカデミー オンライン校

「海外からも、首都圏の難関校受験にチャレンジしたい…」
そんな方に向けた待望のサービスを新年度は4月より開講します。
これまでに培った「双方向Web授業」の経験とノウハウを結集して、
対面と変わらぬ志望校別対策授業をご自宅で。

海外からも、首都圏の難関校にチャレンジできる

■小6対象 NN志望校別コース
開成クラス 麻布クラス 武蔵クラス 桜蔭クラス

■中3対象 必勝志望校別コース

女子学院クラス 雙葉クラス 早実クラス 早稲田クラス

早大学院クラス 慶應義塾普通部クラス 駒場東邦クラス 渋谷幕張クラス

詳細・お申込はこちら

最高レベルの
志望校別対策 双方向Web授業

20 2 1年　帰国生合格実績　Webで公開中！

海外生・帰国生教育 法人向けサービス開始
早稲田アカデミーは、海外在住で帰国後に日本の中学校・高校へ
進学予定のお子様を積極的にサポートしています。
海外への赴任前・赴任中・帰国後のお子様の教育に関して、
人事ご担当者様に代わってバックアップ致します。
※入会費・年会費は一切かかりません。
詳しくはホームページをご確認ください。

詳細はこちら

講座受講生 滞在国（例）
シンガポール・タイ・上海・
ドイツ・ロシア・アメリカ

早慶必勝クラス 難関必勝クラス

筑駒必勝クラス 開成必勝クラス 国立必勝クラス

詳細はこちら10か国23都市において
早稲田アカデミーの教育ネットワークを広げています。

早稲田アカデミー　海外校（７校舎）　

ロンドン校【イギリス】　
ニューヨーク校【アメリカ】
シンガポール校【シンガポール】
インター校【シンガポール】
７区校【ベトナム】
ビンタン校【ベトナム】
台北校【台湾】

その他世界各地に海外提携塾があります。

海外校

詳
細
は
こ
ち
ら

帰国生入試をお考えの保護者の方を対象に、最新の入
試動向や対策について、早稲田アカデミー国際部より
お伝えします。
※１月下旬よりホームページにて告知いたします。

Web帰国生対象入試報告会
小学生・中学生　対象

開成・国立・早慶附属高志望者が集うハイレベル模試。
※日本にてZoom監督のもと、ご受験いただけます。
　早稲田アカデミー海外校でも実施いたします。

難関チャレンジ公開模試
新中学２・３年生　対象

順次今年度の入試結果を更新いたします。

帰国生合格実績2022

帰国生入試に向けて、現在の英語力を判定します。
※海外ご自宅でご受験いただけます。
※海外からもご受講いただける「志望校対策英語講
座」のクラス分けテストを兼ねます。
※２月下旬よりホームページにて告知いたします。

帰国生 英語力判定テスト
新小学６年生　対象

詳
細
は
こ
ち
ら

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

https://www.waseda-ac.co.jp/info/2021/detail/online_school.html


検索

愛 のある指導
文教学院のネット塾
ライフスタイルに合わせて
世界中どこにいても、あなたの生活時間に
合わせて授業スケジュールを組めます。

安心・気軽
家庭教師のように家族が気を使わなくても大丈夫！
塾のような、行き帰りの心配もいりません！

Face to Face
顔をみながら紙とペンで授業を進めるので、
大事なところが記憶に残ります。

生徒さんは自分の
ノートに書き込みます 生徒さんのノート 講師のノート

海外日本人学校・日本語補習校宿題コース好評開講中！

なんとこちらは、兄弟姉妹は授業料無料

兄弟
姉妹は

入
会
金無料！

小・中・高対応 考える力と勉強する姿勢 愛のある塾
文教学院 塾東京都世田谷区3-12-11

　03-5799-6031
文教学院ウェブサイト ▶ http://www.jyuku.info/
お問い合わせ先 ▶ info@jyuku.info
Facebook ▶ https://www.facebook.com/setagaya.bunkyo.gakuin文教学院

我が子のように
向き合い続けて
祝 開校 40 年

http://jyuku.info/


reference

こ
の
ほ
ん
よ
ん
で
く
れ
！

　

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
、
お
父
さ
ん
が
女
の

子
に
絵
本
を
読
ん
で
い
る
。
そ
の
後
ろ
か

ら
、
そ
っ
と
話
を
聞
く
狼

お
お
か
み。
襲
い
か
か
る

ど
こ
ろ
か
、
絵
本
の
話
が
面
白
く
て
た
ま

ら
な
い
。
偶
然
、
そ
の
親
子
が
落
と
し
て

い
っ
た
絵
本
を
拾
い
、
続
き
が
読
め
る
と

喜
ん
だ
が
、
狼
は
字
が
読
め
な
い
。
ど
う

し
て
も
続
き
が
知
り
た
い
狼
を
助
け
て
く

れ
た
の
は
、
な
ん
と
兎う

さ
ぎだ
っ
た
。
狼
と
兎
、

最
後
は
、
ど
う
な
る
？

　

び
く
び
く
し
な
が
ら
、
本
を
読
む
兎
。

ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
た
森
の
動
物

達
の
表
情
で
ド
キ
ド
キ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

一
方
、
狼
は
絵
本
に
夢
中
。

　

子
ど
も
達
は
、
同
じ
話
を
「
も
う
い
っ

か
い
！　

も
う
い
っ
か
い
！
」
と
聞
き
た

が
る
。
読
ん
で
も
ら
う
事
と
話
の
面
白
さ

を
楽
し
み
な
が
ら
、
多
く
の
事
を
学
ぶ
。

絵
本
と
の
出
会
い
が
、
感
じ
る
心
を
育
て
、

一
人
一
人
の
大
き
な
成
長
へ
と
繋つ

な

が
っ
て

い
く
。
子
ど
も
達
の
笑
顔
は
、
周
り
の
み

ん
な
を
し
あ
わ
せ
に
す
る
。　
　
　
（
Ｙ
） 

お
う
さ
ま
が
か
え
っ
て
く
る
100
び
ょ
う
ま
え
！

　

今
日
は
王
様
が
お
出
か
け
の
日
。
部
屋

付
き
の
家
来
三
人
は
、
制
服
を
脱
い
で
シ

ャ
ツ
姿
で
く
つ
ろ
ぎ
豪
華
な
部
屋
で
や
り

た
い
放
題
に
遊
ぶ
。
整
然
と
設
え
ら
れ
た

部
屋
の
中
は
惨さ

ん
た
ん憺
た
る
有
様
に
。
王
様
気

分
で
マ
ン
ト
を
纏ま

と

い
王お
う
し
ゃ
く笏
を
掲
げ
外
を

見
た
ら
、
さ
あ
大
変
！　

王
様
が
も
う
帰

っ
て
き
た
。
部
屋
に
着
く
ま
で
あ
と
100
秒

し
か
な
い
。
何
と
か
し
な
い
と
…
…
。

　

全
頁ペ

ー
ジ

見
開
き
に
数
字
が
１
、
２
、
３
…

と
順
に
並
び
、
後
ろ
に
慌
て
ふ
た
め
く
家

来
達
の
姿
。
数
字
が
刻
々
と
時
間
の
経
過

を
知
ら
せ
る
。
文
字
は
無
い
。
数
字
も
あ

せ
っ
て
段
々
大
き
く
躍
り
だ
す
。

　

100
秒
目
一
杯
頑
張
る
家
来
達
の
姿
に
共

感
を
覚
え
、
子
ど
も
も
親
も
固
唾
を
呑の

ん

で
成
り
行
き
を
見
守
る
。
子
ど
も
は
王
様

の
本
棚
の
書
名
に
も
興
味
津
々
。
前
後
の

見
返
し
を
比
較
し
て
、
間
違
い
探
し
に
夢
中

に
な
る
子
も
い
る
。
数
を
数
え
る
の
が
好

き
な
幼
児
は 

勿も
ち
ろ
ん論
、
家
族
皆
で
絵
を
楽
し

み
、笑
い
転
げ
て
寒
さ
も
忘
れ
そ
う
。（
Ｒ
）

０歳から５歳の子どもに読み聞かせる本。 ５歳から14歳の子どもと共に楽しむ本。 10歳以上の子どもも大人も、一人で
読んでも、読み聞かせても楽しめる本。

選・文　国際子ども文庫の会

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ひ
な
ち
ら
し

　

三
月
三
日
は
雛ひ
な

祭
り
。
女
の
子
の
成
長

と
幸
せ
を
願
っ
て
、
雛
人
形
を
飾
り
、
ひ

な
ち
ら
し
を
作
っ
て
祝
う
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
孫
と
一
緒
に
、
色
鮮
や
か
な
具
沢
山

の
ち
ら
し
寿
司
を
作
り
、
花は

な

蓮れ
ん
こ
ん根
や
潮う
し
お

汁じ
る

の
蛤
は
ま
ぐ
りに
込
め
ら
れ
た
願
い
を
伝
え
た
。

　

雛
人
形
は
、旧
暦
二
十
四
節
気
の「
雨う

す
い水
」

の
日
に
飾
る
と
良
縁
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
。

立
春
を
過
ぎ
、
寒
さ
も
緩
み
雪
が
雨
に
代

わ
る
雨
水
の
頃
か
ら
、
季
節
は
ゆ
っ
く
り

春
へ
と
向
か
う
。
お
菓
子
の
菱ひ

し
も
ち餅
の
緑
は

草
の
色
、
白
は
雪
、
桃
色
は
花
の
色
。
桃

の
花
も
飾
り
、
春
の
彩
り
満
載
だ
。

　

元
々
は
、
中
国
の
節
句
と
日
本
古
来
の

風
習
が
合
わ
さ
っ
た
も
の
だ
そ
う
だ
が
、

一
年
に
一
回
、
雛
人
形
を
箱
か
ら
出
す
時

の
晴
れ
が
ま
し
い
気
持
ち
は
い
つ
の
世
も

同
じ
。
早
春
の
伝
統
行
事
と
し
て
、
大
事

に
繋つ

な

い
で
い
き
た
い
。
温
か
み
の
あ
る
木

版
画
で
、
祖
母
が
伝
え
る
雛
祭
り
の
由
来
。

巻
末
に
ひ
な
ち
ら
し
の
作
り
方
ま
で
伝
授

さ
れ
て
い
て 

頼
り
に
な
る
一
冊
。　
（
Ｒ
）

す
み
鬼
に
げ
た

　

父
の
よ
う
な
宮
大
工
に
な
り
た
い
ヤ
ス

は
、
見
習
い
大
工
と
し
て
唐
招
提
寺
に
や

っ
て
き
た
。
そ
こ
で
す
み
鬼
と
出
会
う
。

す
み
鬼
は
、
お
堂
の
四
隅
で
屋
根
を
支
え
、

疫
病
や
魔
物
か
ら
お
堂
を
守
る
の
だ
。
ヤ

ス
は
、
唐
の
国
か
ら
日
本
の
鬼
と
力
比
べ

を
し
に
や
っ
て
き
た
西
南
の
鬼
の
釘く

ぎ

を
外

し
て
や
っ
た
。
鬼
は
ヤ
ス
を
肩
に
乗
せ
、

夜
の
森
へ
入
っ
て
い
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
大
修
理
で
、
唐
招
提
寺

の
す
み
鬼
が
外
さ
れ
、
展
示
さ
れ
た
。
三

体
の
鬼
は
必
死
の
形
相
で
、
西
南
の
一
体

は
力
の
抜
け
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
と

い
う
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

　

法
隆
寺
壁
画
の
模
写
、
春
日
大
社
の
大

祭
の
絵
巻
を
制
作
し
た
松
村
公
嗣
の
絵
は

す
ば
ら
し
く
、
自
由
に
な
っ
た
大
き
な
鬼

が
真
っ
暗
な
森
で
何
を
す
る
の
か
、
迫
力

満
点
の
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

一
二
〇
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
唐
招
提
寺

の
金
堂
の
軒
裏
を
見
上
げ
る
と
、
す
み
鬼

が
見
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
） 

野村たかあき　作・絵
佼成出版社

税込価格　1,430円

岩城範枝　作
松村公嗣　絵
福音館書店

税込価格　1,650円

ベネディクト・カルボネリ　文
ミカエル・ドゥリュリュー　絵

ほむらひろし　訳
クレヨンハウス
税込価格　1,760円

Lis-moi une histoire!
by Bénédicte Carboneill

柏原佳世子　作
えほんの杜

税込価格　1,540円
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　「
英
語
や
外
国
語
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
よ
い
機
会
な
の
で
『
現
地
校
』

や
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
』
に
通
学
さ
せ
た
い
が
、
日
本
語

や
日
本
の
学
習
も
心
配
な
の
で
『
日

本
人
学
校
』
に
し
た
方
が
よ
い
の
か

迷
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
保
護
者
か

ら
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
海
外
で
学
校
を
選
ぶ
際
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
現

地
校
」「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
（
以
下
、イ
ン
タ
ー
校
）」「
日

本
人
学
校
」「
補
習
授
業
校
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
留
意
点

を
お
伝
え
し
ま
す
。

（
1
）現
地
校
の
特
徴

　
現
地
校
は
、
そ
の
国
の
法
律
や
教

育
法
規
に
基
づ
い
た
学
校
で
、
そ
の

国
の
よ
き
市
民
と
な
る
教
育
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
義
務
教
育
年
齢
に
あ
た
る
子
ど
も

の
公
立
校
へ
の
入
学
・
編
入
学
は
、

そ
の
学
区
内
に
正
式
に
居
住
す
る
手

続
き
を
し
て
、
そ
の
国
・
地
域
の
居

住
者
と
し
て
の
義
務
や
責
任
を
負
う

立
場
が
明
確
に
な
れ
ば
許
可
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
滞
在
す
る
国
や
地
域
に

よ
っ
て
は
、
法
律
・
宗
教
・
言
語
な

ど
の
問
題
か
ら
外
国
人
の
入
学
・
編

入
学
が
認
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　
私
立
学
校
の
場
合
は
出
願
要
件
や

入
学
試
験
等
が
学
校
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
直
接
問
い
合
わ
せ
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
義
務
教
育
の
期
間
や
学
年
制
度
、

年
度
の
始
ま
り
と
終
わ
り
の
時
期
や

学
年
基
準
日
は
、
国
や
地
域
に
よ
っ

て
異
な
る
た
め
、
日
本
の
学
校
に
在

籍
し
て
い
た
子
ど
も
が
外
国
の
現
地

校
に
入
学
・
編
入
学
す
る
場
合
、
か

な
ら
ず
し
も
日
本
と
同
じ
時
期
に
同

じ
学
年
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
逆
に
日
本
に
帰
国
し
た
場
合
、
義

務
教
育
期
間
中
（
小
学
校
一
年
生
か

ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
）
で
あ
れ
ば
、

海
外
に
お
い
て
ど
の
学
年
で
あ
っ
て

も
、帰
国
後
は
年
齢
相
応
の
小
学
校
・

中
学
校
に
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
高
等
学
校
や
大
学
等
は

義
務
教
育
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

国
内
の
義
務
教
育
修
了
、
あ
る
い
は

高
等
学
校
修
了
と
同
等
の
資
格
を
海

外
の
現
地
校（
イ
ン
タ
ー
校
も
同
じ
）

で
得
て
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
内
容
・
指
導
方
法
も
国
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
本
財
団
で
は
、
毎
年
、
海
外
子
女

文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、

優
れ
た
作
品
を
『
地
球
に
学
ぶ
』
と

い
う
冊
子
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
、
小
学
校
四
年
生
で
渡
米
し

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団 

教
育
相
談
室
長

植
野 

美
穂

プロフィール（うえの みほ）
東京学芸大学附属高等学校大泉校舎の開設に
携わり、以降数学の教師として帰国子女教育
にかかわる。同大学附属国際中等教育学校
の開校に開設準備室長として関与し、2007
年から同校教諭。09 年より海外子女教育振
興財団の教育相談員、14年より教育相談室長。

現地校、インターナショナル
スクール、日本人学校、
補習授業校について、
特徴や通わせる際の

留意点を教えてください。
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た
と
き
に
は
日
本
に
比
べ
て
ア
メ
リ

カ
の
現
地
校
の
算
数
は
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
簡
単
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
六
年
生
に
な
っ
て
算
数
と
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
両
方
の
成
績
が
よ
い
人

だ
け
集
め
ら
れ
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
ク
ラ

ス
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
で
両
国
の

授
業
方
法
の
よ
さ
や
違
い
を
比
較

し
、
見
つ
め
直
し
た
と
い
う
作
品
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

　「
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
算
数
の
大

き
な
違
い
は
、
日
本
で
は
ク
ラ
ス
全

員
が
同
じ
授
業
を
受
け
る
の
に
、
ア

メ
リ
カ
で
は
、
レ
ベ
ル
別
に
ク
ラ
ス

が
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。（
中
略
）
日
本
で
は
、
み
ん
な

が
同
じ
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
平
等

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
気
が
す
る

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
平

等
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
」「
ア
メ
リ
カ
の
算
数
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
、
教
科
書
に
は

あ
ま
り
従
わ
な
い
」「
ア
メ
リ
カ
で

は
パ
ー
ト
ナ
ー
ワ
ー
ク
が
多
い
。
パ

ー
ト
ナ
ー
ワ
ー
ク
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
問
題
の
解
き
方
や
、
間
違
い
を
、

お
互
い
か
ら
学
べ
る
と
い
う
こ
と

だ
」

　
日
本
と
は
異
な
る
言
語
や
学
習
内

容
、
指
導
方
法
や
学
習
習
慣
の
違
う

現
地
校
で
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

で
、
社
会
や
世
界
へ
の
視
野
が
広
が

り
、
多
様
な
価
値
観
、
豊
か
な
国
際

感
覚
を
身
に
つ
け
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

（
2
）イ
ン
タ
ー
校
の
特
徴

イ
ン
タ
ー
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

籍
の
子
ど
も
を
集
め
て
教
育
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
個
人
ま
た
は
法

人
が
設
立
し
た
学
校
で
す
。
イ
ン
タ

ー
校
の
多
く
は
、
幼
稚
園
か
ら
高
校

ま
で
の
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
校
で
は
英
語
を
お
も
な

言
語
と
し
、
用
い
ら
れ
る
教
育
課
程

は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
教
育
制

度
に
準
拠
し
て
い
る
場
合
が
多
い
で

す
。
最
近
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ

Ｂ
）
を
導
入
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
校

も
多
く
、
な
か
に
は
複
数
の
教
育
課

程
を
採
用
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
校
も

あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
校
で
は
、
英
語
が
母
語

で
な
い
子
ど
も
の
た
め
に
英
語
の
語

学
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
て
い
る
学
校
が
多
い
で
す
が
、
指

導
内
容
や
指
導
方
法
は
学
校
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
初
め
て
海
外
の
学

校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
学
齢
が
高

い
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
、
ど
の
学
年

ま
で
語
学
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る

か
は
、
イ
ン
タ
ー
校
を
選
択
す
る
際

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
在
住
国
で
の
認
可
条
件

や
、
国
際
的
な
評
価
団
体
の
認
定
を

受
け
た
イ
ン
タ
ー
校
か
否
か
は
、
そ

の
学
校
を
卒
業
し
た
場
合
に
進
学
資

格
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う
点
で
も
重

要
で
す
。

　
多
様
な
文
化
や
言
語
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
が
在
籍
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

校
で
は
、
一
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
子
ど

も
の
数
も
少
な
く
、
自
分
の
考
え
を

積
極
的
に
発
言
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
み
、
仲
間
と
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
つ
く
り
上
げ
た
り
す
る
活
動

も
多
く
、
学
習
へ
の
主
体
的
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る

英
語
力
（
語
学
力
）、
広
い
視
野
、

社
交
力
、
順
応
力
、
自
己
表
現
力
な

ど
グ
ロ
ー
バ
ル
型
の
能
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
、
現
地
校
や
イ
ン

タ
ー
校
を
選
択
す
る
保
護
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
校
の
学
習
に

順
応
し
て
い
く
に
は
、
お
子
さ
ん
自

身
の
前
向
き
な
姿
勢
と
努
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
外
国
語
の
授
業
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
学
習

言
語
の
習
得
に
は
、
ご
家
庭
で
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
須
で
す
。
そ
れ
と
同
時

に
、
日
本
語
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

（
3
）日
本
人
学
校
の
特
徴

　
日
本
人
学
校
は
、
世
界
各
地
に
海
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外
駐
在
員
を
派
遣
し
て
い
る
企
業
等

が
、
お
も
に
義
務
教
育
年
齢
の
子
ど

も
の
た
め
に
日
本
国
内
と
同
等
の
教

育
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
自
主
的
に
設
立
さ
れ
た
全
日
制

の
教
育
施
設
で
す
。

　
二
〇
二
一
年
十
二
月
現
在
、
全
世

界
四
十
八
カ
国
に
九
十
三
校
（
休
校

中
の
も
の
を
除
く
）あ
り
ま
す
。
小
・

中
学
校
が
中
心
で
す
が
、
幼
稚
部
を

併
設
し
て
い
る
日
本
人
学
校
も
あ
り

ま
す
。
高
等
部
が
あ
る
の
は
上
海
日

本
人
学
校
の
み
で
す
。

　
学
校
の
規
模
は
二
〇
〇
〇
人
以
上

の
大
規
模
校
か
ら
五
十
人
未
満
の
小

規
模
校
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
日
本
人
学
校
に
は
小
学
部
と
中
学

部
の
設
置
場
所
が
分
か
れ
て
い
る
学

校
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
敷
地
内
に

小
学
部
と
中
学
部
が
併
設
さ
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
で
す
。

　
日
本
国
内
で
も
二
〇
二
二
年
度
か

ら
本
格
的
に
小
学
校
高
学
年
で
の
教

科
担
任
制
が
導
入
さ
れ
、
小
中
一
貫

教
育
の
取
り
組
み
が
本
格
化
さ
れ
ま

す
が
、
多
く
の
日
本
人
学
校
で
は
小

学
校
の
段
階
か
ら
中
学
部
の
専
科
教

員
に
よ
る
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
日
本
人
学
校
で
は
文
部
科
学
省
か

ら
派
遣
さ
れ
た
教
員
が
中
心
に
な
っ

て
国
内
と
同
じ
教
科
書
を
使
い
な
が

ら
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
世
界

各
地
の
日
本
人
学
校
に
い
つ
編
入
し

て
も
、
ま
た
日
本
の
学
校
に
い
つ
帰

国
し
て
編
入
し
て
も
学
習
の
連
続
性

が
ほ
ぼ
保
た
れ
ま
す
。

　
日
本
国
内
の
学
校
と
基
本
的
に
は

同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
が
、
授
業

時
間
を
増
や
し
た
り
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
活
用
し
た
り
し
て
、
英

語
学
習
（
英
会
話
）
や
現
地
語
の
語

学
教
育
、
現
地
の
地
理
や
文
化
に
つ

い
て
学
ぶ
現
地
理
解
教
育
を
行
う
な

ど
、
ど
の
日
本
人
学
校
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
る
国
や
地
域
の

環
境
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
算
数
・
数
学
、
理
科

等
の
授
業
を
英
語
で
行
う
英
語
イ
マ

ー
ジ
ョ
ン
の
授
業
を
と
り
入
れ
、
英

語
で
理
解
し
、
表
現
す
る
英
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ

て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
種
類
の
学
校
に
在
籍
し
て
い

て
も
、
お
子
さ
ん
の
海
外
生
活
体
験

が
豊
か
に
な
る
よ
う
、
現
地
で
し
か

得
ら
れ
な
い
体
験
を
積
む
工
夫
を
重

ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
4
）補
習
授
業
校
の
特
徴

　
補
習
授
業
校
と
は
、
現
地
校
や
イ

ン
タ
ー
校
に
通
学
し
て
い
る
日
本
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
土
曜
日
の

午
前
中
な
ど
を
利
用
し
て
、
お
も
に

国
語
や
算
数
・
数
学
な
ど
の
授
業
を

行
う
教
育
施
設
で
、
二
〇
二
一
年
十

二
月
現
在
、
全
世
界
五
十
三
カ
国
・

地
域
に
二
二
三
校
（
休
校
中
の
も
の

を
除
く
）
あ
り
ま
す
。

　
補
習
授
業
校
で
は
、
授
業
に
加
え

て
運
動
会
や
学
習
発
表
会
等
の
学
校

行
事
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
か
ら

来
た
ば
か
り
の
子
ど
も
の
場
合
、
現

地
校
や
イ
ン
タ
ー
校
で
の
授
業
が
よ

く
わ
か
ら
な
く
て
も
、
補
習
授
業
校

で
は
日
本
人
の
友
人
と
触
れ
合
い
、

日
本
語
で
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と

を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　
補
習
授
業
校
は
、
他
国
に
置
か
れ

た
日
本
文
化
の
拠
点
で
あ
り
、
日
本

人
と
し
て
の
誇
り
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
養
う
役
割
も
果
た
し
て
い
ま

す
。

　
外
国
語
力
を
伸
ば
す
た
め
に
も

日
本
語
力
は
必
要
で
す
の
で
、
滞
在

す
る
都
市
に
補
習
授
業
校
が
あ
れ
ば

通
学
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
海
外
で
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
な
学

校
に
通
わ
せ
た
ら
よ
い
の
か
、
渡
航

先
の
学
校
選
択
は
難
し
い
も
の
で
す

が
、「
滞
在
期
間
」「
子
ど
も
の
学
年
」

「
子
ど
も
の
資
質
（
性
格
、生
活
習
慣
、

関
心
、学
習
意
欲
や
能
力
な
ど
）」「
現

地
の
教
育
事
情
」「
家
庭
の
教
育
方

針
」
等
の
観
点
か
ら
ご
家
族
で
よ
く

話
し
合
わ
れ
、
選
ん
だ
方
向
に
向
か

っ
て
最
善
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。



❶ 静
しずおかけん

岡県はある苗
みょうじ

字がとても多
おお

いことで有
ゆうめい

名です。その苗
みょうじ

字とは？

　 ●Ａ 佐
さ と う

藤　　　　  ●Ｂ 鈴
す ず き

木　　　　  ●Ｃ 山
や ま だ

田　　　　  ●Ｄ 田
た な か

中

❷ 静
しずおかけん

岡県で餃
ぎょうざ

子を頼
たの

むと、かならずといっていいほどこれがついてくるとか。それは何
なに

？

　 ●Ａ ポテト　　　  ●Ｂ ピーナツ　　　  ●Ｃ キャベツ　　　  ●Ｄ もやし

　日
に ほ ん

本のほぼ中
ちゅうおう

央、太
たいへいよう

平洋に面
めん

し、山
やまなしけん

梨県とともに
富
ふ じ さ ん

士山のある県
けん

。駿
す る が

河湾
わん

で水
み ず あ

揚げされる桜
さくら

エビ、
浜
は ま な

名湖
こ

で獲
と

れる鰻
うなぎ

のほか、山
わ さ び

葵やお茶
ちゃ

が特
とく

産
さんひん

品。
太
たいへいようがわ

平洋側気
き こ う

候で比
ひかくてき

較的温
おんだん

暖ですが、県
けんない

内の温
お ん ど さ

度差は
大
おお

きいです。県
けんちょう

鳥は「サンコウチョウ」、県
け ん か

花は「ツツ
ジ」、県

けんちょう

庁所
しょざいち

在地は静
しずおか

岡市
し

。

なんで、「静
しずおか

岡」っていうの？

　由
ゆら い

来する静
しずおかはん

岡藩は「駿
する が

河府
ふちゅうはん

中藩（駿
すんぷはん

府藩）」と
呼
よ

ばれていましたが、「府
ふちゅう

中」は「不
ふちゅう

忠」に通
つう

じる
ことから、静

しずおか

岡浅
せんげん

間神
じんじゃ

社の裏
うらて

手にある「賤
しずはたやま

機山」
にちなんで「賤

しず

ヶ丘
おか

」と変えようとしていました。
しかし、「賤

しず

」は「賤
いや

しい」に通
つう

ずると嫌
きら

われ、
「静
しずおか

岡」になったといわれています。

さて、静
しずおか

岡県
けん

の形
かたち

は何
なに

に見
み

えるかな？

　江
え ど

戸時
じだい

代の名
めいぶつ

物料
りょうり

理で、現
げんざい

在あるさまざまな卵
たまご

料
りょうり

理の原
げんてん

点だといわ

れています。将
しょうぐん

軍の徳
とくがわけ

川家でも食
た

べられていたほか、弥
や じ

次さんと喜
き た

多

さんが活
かつやく

躍する『東
とうかい

海道
どうちゅう

中膝
ひざくりげ

栗毛』では茶
ちゃみせ

店の食
しょくじ

事にも登
とうじょう

場します。

また、新
しんせんぐみ

撰組の近
こん

藤
どう

勇
いさみ

も大
だいこうぶつ

好物だったとか。

　食
しょっかん

感は、まさに「ふわふわ」。シンプルな料
りょうり

理ですが、地
じもと

元では歴
れきし

史

のある奥
おくぶか

深い卵
たまご

料
りょうり

理として愛
あい

されています。

＊クイズの答
こたえ

は奥
おくづけ

付（P. 52）をご覧
らん

ください。

ネコ？

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県

静岡県和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

　　  と 　   　   どう     ふ　　　　   けん1都1道2府43県
～ め・ぐ・り ～

し ず お か け ん

静岡県

ク イ ズ

静
し ず お か

岡の名
め い ぶ つ

物料
り ょ う り

理
を紹

しょう

介
か い

するよ～ たまごふわふわ 材
ざいりょう

料は卵
たまご

とだし汁
じる

だけ。ふわっと

仕
し あ

上げるのが腕
うで

の見
み

せどころ！

あいうえお順
じゅん

で紹
しょうかい

介していきます。

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。




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学校便覧2022

お申し込み・お問い合わせ先

公益財団法人海外子女教育振興財団　URL  https://www.joes.or.jp
情報サービスチーム TEL 03-4330-1349　FAX 03-4330-1355　E-mail publish@joes.or.jp

帰国子女
のための

小学校から大学まで日本全国の受け入れ校等
約1,300校を網羅した入学・編入学ガイド
入学・編入学のアドバイスや2022年度入試のための
最新情報が満載！

価格 3,740円（税込）
本財団維持会員価格　3,190円（税込）
※ 本財団維持会員価格でのお求めは本財団から直接購入する
場合に限らせていただきます。

国内送料・海外送料については本財団のウェブサイトで
ご確認ください。

＜掲載内訳＞
学校 約1,300校、教育委員会約90地域
（A5判、約700ページ）

1. 海外では…
　・本財団のウェブサイト・OCSの海外営業所および代理店
　・紀伊國屋書店の海外営業所
2. 日本国内では…
　・本財団の窓口（東京・大阪）／ウェブサイト
　・国内の各書店（在庫については店舗へご確認ください。）
　・Amazon. co. jp

発売後は下記からも購入いただけます。

〈写真は2021年版より〉

好評発売中！

＜学校情報＞
学校名、所在地、
電話番号、FAX番号、
URL、受け入れ担当
者（部署）名、寮の
有無　など

＜その他＞
　卒業生（帰国生）の
進路状況、受け入れ
後の指導、教育方針、
特色　など

　＜帰国子女の
　　入学・編入学＞
出願資格・条件、
出願書類、募集人員、
出願期間、試験日、
選考方法、合格発表日

・海外滞在中に心がけること
・情報収集の方法　
・学校の選び方

https://www.joes.or.jp
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「JO
ES
	D
avos	N

ext

」は
、
Ｊ

Ｏ
Ｅ
Ｓ
が
進
め
る「
未
来
世
代
協
創

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
中
核
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
そ
う
で
す
ね
。
そ
も
そ
も
、

未
来
世
代
と
は
？

　
「
次
世
代
」
と
は
、ふ
つ
う
は
高
校
生

大
学
生
な
ど
、
ま
も
な
く
社
会
に
出
る

世
代
を
指
し
ま
す
ね
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
未
来
世
代
」
と
い
う
の
は
も
う
少
し

離
れ
て
、
小
・
中
学
生
を
指
し
て
い
ま

す
。
十
年
後
に
大
学
を
卒
業
し
て
社
会

に
出
る
の
は
い
ま
の
小
学
六
年
生
で
す
。

　

明
確
な
定
義
は
な
い
と
思
う
の
で
す

が
、「
次
世
代
の
あ
と
に
く
る
の
は
未

来
」
と
頭
に
浮
か
ん
だ
の
で
、
そ
の
ま

ま
世
代
を
つ
け
て
使
っ
て
い
ま
す
。
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
ば
を
二
つ
重
ね
た
だ

け
で
す
。

社
会
が
注
目
し
て
い
る
の
は	

「
次
世
代
」
の
方
で
は
？

　

企
業
は
特
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
し
か
し
、
こ
れ
は
人
材
開
発
に
か

か
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
私
の
実
感
で
す

が
、会
社
に
入
っ
て
か
ら
の
人
材
教
育
・

育
成
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
す
。
仕
事

の
ス
キ
ル
は
い
く
ら
で
も
身
に
つ
け
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
も
の

の
考
え
方
、問
題
意
識
の
持
ち
方
、バ
ラ

ン
ス
の
取
り
方
な
ど
は
、
子
ど
も
時
代

に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
培
わ
れ

る
も
の
。
社
会
は
次
世
代
育
成
に
注
力

し
ま
す
が
、じ
つ
は
そ
の
前
こ
そ
が
重
要

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

海
外
で
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、

広
が
り
の
あ
る
価
値
観
を
併
せ
持
っ
た

将
来
の
日
本
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
を
創
造

す
る
原
動
力
で
す
。
そ
ん
な
未
来
世
代

の
彼
ら
に
前
例
の
な
い
学
び
の
場
を
提

供
し
た
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
目
的
で
す
。

で
は
、「
協
創
」
と
は
？

　

日
本
の
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
教
師
が

決
め
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
る
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、

Davos Next 2022に向けて　　に向けて　　

　
世
界
中
の
日
本
人
学
校
が
つ
な
が
り
組
成
さ
れ
た「
全
世
界
日
本
人
学
校
」

と
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団（
以
下
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）が
連
携
し
て
新
し
い
学
び

を
形
づ
く
り
ま
す
。

　
そ
の
第
一
弾
と
な
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
、
二
〇
二
二
年
の
秋
に
開
催
す
る

予
定
のJO

ES D
avos N

ext

で
す
。
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
の
山

中
伸
弥
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
世
界
中
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
取
り

組
む
協
働
作
業
か
ら
な
る
前
例
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

現
在
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
十
一
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
の
出
足
も
好
調
で
、

す
で
に
国
内
外
か
ら
多
く
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
五
月
開

始
の
本
エ
ン
ト
リ
ー
に
向
け
て
、大
き
な
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。

　
こ
のD
avos N

ext

に
つ
い
て
、月
刊『
海
外
子
女
教
育
』で
も
順
次
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
登
場
す
る
の
は
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
綿
引
宏
行
理
事
長
で
す
。D

avos N
ext

発
案
者
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
綿
引
理
事
長
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
託
す
思

い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

（
只
木
良
枝
）

1

JOES Davos Next  
を語る────── 第１回 

海外子女教育振興財団理事長

綿引宏行
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education

の educe

は
、
そ
も
そ
も

人
の
才
能
・
個
性
的
な
考
え
方
を
「
引

き
出
す
」
と
い
う
の
が
語
源
な
の
で
す
。

互
い
の
才
能
や
個
性
を
認
め
合
い
、
つ

な
が
る
こ
と
で
新
し
い
価
値
を
創
り
出

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
は
世
界
中
の
在
外
教
育
施
設

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
が
、
教
育
者
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
、
新
し
い
教
育
資
源
の
確

保
、
学
び
の
場
の
提
供
、
そ
し
て
学
び

の
方
法
の
提
案
で
す
。
こ
の
理
念
に
賛

同
し
て
く
だ
さ
る
世
界
的
専
門
家
や
会

員
企
業
等
と
未
来
世
代
を
協
創
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
未
来
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
対
し
て
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ

り
ま
す
。「
大
人
た
ち
は
君
た
ち
世
代

に
と
て
も
期
待
し
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
。

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
明
確
に
伝
わ
ら
な

い
と
、
い
ま
海
外
で
、
あ
る
い
は
帰
国

後
に
こ
と
ば
や
生
活
習
慣
に
苦
労
し
な

が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
る
日
本
人
の
子
ど

も
た
ち
の
力
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

新
し
い
教
育
資
源
と
い
う
と
、

具
体
的
に
は
？

　

ま
ず
は
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得

て
い
る
専
門
家
の
か
た
が
た
か
ら
子
ど

も
た
ち
へ
の
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
〇
三
〇
年
に
社
会
を
大
き
く
変
え

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
と
ゲ
ノ
ム
の
二
つ
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

は
、
さ
す
が
に
小
学
生
に
は
難
解
で
し

ょ
う
。
そ
こ
で
第
一
回
は
、ゲ
ノ
ム
や
遺

伝
子
に
絞
る
こ
と
に
な
り
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
の
山
中
伸
弥
博
士
に
お
願
い

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
学
び
の
場
」や「
方
法
」と
い
う
の
は
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
日
本
で
も
世
界

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
急
速
に
普
及

し
ま
し
た
。一
方
で
、
従
来
型
の
対
面
で

の
集
合
授
業
も
再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
対
面
授
業

も
完
璧
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
の
で
す
。「JOES Davos Next」

プロジェクトサイト
https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext

　　  第２期プレエントリー　受付中

～2022年２月28日
　　  本エントリー

2022年５月１日～ 31日

そ
こ
で
二
つ
の
よ
い
点
を
組
み
合
わ
せ

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
で
双
方
向
性
を
持

た
せ
つ
つ
、
全
世
界
か
ら
参
加
で
き
る

方
法
を
と
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
世
界
中
の
日
本
人
海
外
子

女
の
在
り
方
も
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
人
学
校
に
通
学
し
て
い
る
子
、
平

日
は
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
で
が
ん
ば
っ

て
週
末
等
に
補
習
授
業
校
に
来
て
い
る

子
、
こ
の
ほ
か
に
日
本
の
勉
強
を
家
庭

で
続
け
て
い
る
子
も
い
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
す
べ
て
の
海
外
子
女
と
日
本

国
内
に
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
無
理
な

く
参
加
で
き
る
形
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

D
avos N

ext

は
、
た
ん
な
る
講
演
会

で
は
な
い
の
で
す
。　（
第
２
回
に
続
く
）
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•
•
•
•
•
•
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10000

12000

14000

16000

8,195
(62.0%)

3,093
(23.4%)

1,931
(14.6%)

13,219

3,963
(68.8%)

1977

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
92 14 15 16 17

1,168
(20.3%)

5,759

628
(10.9%)

（人）

8,868
(64.0%)

2,906
(21.0%)

1,868
(13.5%)

13,866

110
(0.8%)

18

6,862
(58.6%)

2,663
(22.7%)

2,050
(17.5%)

11,708

133
(1.1%)

7,272
(57.8%)

2,907
(23.1%)

2,215
(17.6%)

12,580

133
(1.1%)

19 2020
（年度間）

7,142
(58.7%)

2,734
(22.5%)

2,116
(17.4%)

12,173

121
(1.0%)

60
(0.5%)

7,086
(59.8%)

2,496
(21.1%)

2,100
(17.7%)

11,848

105
(0.9%)

114
(0.8%)

7,336
(62.4%)

2,529
(21.5%)

1,685
(14.3%)

11,747

100
(0.9%)

97
(0.8%)61

(0.5%)

7,083
(60.9%)

2,481
(21.3%)

1,889
(16.2%)

11,635

95
(0.8%)

87
(0.7%)

53
(0.4%)

中等教育学校
高等学校
義務教育学校
中学校
小学校

（注）終戦前からの外地居住者の子女は除く。
（注）％は小数点第２位以下四捨五入。合計して100にならない場合がある。
（注）グラフデータのうち’77年は調査開始年、’92年は2018年までの最高数。

表１：各年度間に帰国した児童生徒数の推移（「学校基本調査」より）

　

文
部
科
学
省
が
ま
と
め
た
二
〇
二
一

年
度
の
「
学
校
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、

引
き
続
き
一
年
を
超
え
る
期
間
海
外
に

在
留
し
、
二
〇
二
〇
年
度
（
二
〇
二
〇

年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
二
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
）
の
間
に
帰
国
し
て
、
二

〇
二
一
年
五
月
一
日
の
時
点
で
国
内
の

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
中
等

教
育
学
校
・
義
務
教
育
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
の
数
は
、
前
年
度
に
比
べ

て
二
一
一
九
人
少
な
い
一
万
一
七
四
七

人
（
一
五
・
三
％
減
）
と
な
っ
た
（
表
１
）。

　

帰
国
児
童
生
徒
数
は
一
九
七
七
年
の

調
査
開
始
以
来
、
九
二
年
（
一
万
三
二

一
九
人
）
ま
で
ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
増

え
、
そ
れ
以
降
は
一
万
人
を
上
回
る
水

準
で
推
移
し
て
き
た
。
二
〇
一
一
年
、

二
十
七
年
ぶ
り
に
一
万
人
を
下
回
っ
た

が
、
翌
年
の
調
査
で
は
回
復
し
、
そ
の

後
は
四
年
連
続
で
増
え
続
け
て
い
た
。

一
六
年
以
降
は
減
り
続
け
て
い
た
が
、

一
九
年
に
飛
躍
的
に
増
え
た
の
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
感
染
拡
大

の
影
響
が
大
き
く
、
二
〇
年
は
コ
ロ
ナ

前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

都
道
府
県
別
の
帰
国
児
童
生
徒
数
は

表
２
の
通
り
と
な
っ
た
。

帰
国
児
童
生
徒
数
、
過
去
最
高
か
ら
転
じ
て
大
幅
減

ニュースニュース お知らせお知らせ
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ニュースニュース お知らせお知らせ

（注）中等教育学校の都道府県別在籍人数は公開されていない。
（注）都道府県の前の数字は、2020年度間総合人数の多い順番。

順位

総合（中等教育学校を除く） 小学校 中学校 義務教育学校 高等学校
2020
年度間

2019
年度間

2020
年度間

2019
年度間

2020
年度間

2019
年度間

2020
年度間

2019
年度間

2020
年度間

2019
年度間

19 北海道 97 145 51 76 13 28 2 0 31 41 
43 青森 15 16 6 12 8 4 0 0 1 0 
47 岩手 7 17 6 16 1 0 0 0 0 1 
22 宮城 75 79 52 52 13 11 0 1 10 15 
45 秋田 13 18 10 16 3 2 0 0 0 0 
41 山形 17 27 9 18 5 5 0 0 3 4 
34 福島 35 47 26 33 8 10 0 2 1 2 

東北計 162 204 109 147 38 32 0 3 15 22 
10 茨城 280 374 132 173 57 77 53 46 38 78 
11 栃木 201 244 143 141 40 69 0 0 18 34 
17 群馬 98 102 69 71 25 25 0 0 4 6 
6 埼玉 496 685 302 425 100 140 0 0 94 120 
4 千葉 761 956 510 649 161 221 1 2 89 84 
1 東京 3,170 3,617 1,834 2,162 740 773 14 29 582 653 
2 神奈川 1,562 1,782 1,013 1,156 340 389 9 0 200 237 
関東計 6,568 7,760 4,003 4,777 1,463 1,694 77 77 1,025 1,212 

28 新潟 49 62 42 45 6 14 0 0 1 3 
25 富山 53 80 41 54 7 20 0 0 5 6 
26 石川 52 50 41 39 8 6 0 0 3 5 
37 福井 24 33 15 22 5 10 0 0 4 1 

北陸計 178 225 139 160 26 50 0 0 13 15 
24 山梨 54 48 38 33 11 9 0 0 5 6 
20 長野 88 116 66 77 8 19 0 6 14 14 
16 岐阜 103 125 64 80 28 30 0 0 11 15 
8 静岡 419 451 278 275 99 131 0 0 42 45 
3 愛知 1,270 1,489 858 1,082 278 272 0 1 134 134 
15 三重 108 114 67 74 26 34 0 0 15 6 

東海甲信計 2,042 2,343 1,371 1,621 450 495 0 7 221 220 
13 滋賀 166 132 133 107 30 23 0 0 3 2 
9 京都 341 383 160 175 81 98 9 7 91 103 
5 大阪 604 802 325 506 160 187 0 4 119 105 
7 兵庫 481 506 348 375 83 85 2 2 48 44 
17 奈良 98 154 60 110 20 25 3 0 15 19 
39 和歌山 22 40 12 30 9 8 0 0 1 2 

近畿計 1,712 2,017 1,038 1,303 383 426 14 13 277 275 
45 鳥取 13 33 11 26 2 6 0 0 0 1 
43 島根 15 27 10 21 4 3 0 0 1 3 
21 岡山 84 87 60 60 19 23 0 0 5 4 
14 広島 146 137 84 99 24 24 4 3 34 11 
29 山口 39 49 32 35 4 12 0 0 3 2 

中国計 297 333 197 241 53 68 4 3 43 21 
36 徳島 27 27 21 24 5 3 0 0 1 0 
33 香川 36 35 28 26 6 7 0 0 2 2 
35 愛媛 33 45 23 36 8 8 0 0 2 1 
38 高知 23 18 18 15 4 0 0 0 1 3 

四国計 119 125 90 101 23 18 0 0 6 6 
12 福岡 198 272 152 205 31 38 0 3 15 26 
40 佐賀 20 32 14 22 3 3 0 0 3 7 
31 長崎 38 37 28 29 5 6 0 0 5 2 
29 熊本 39 66 26 55 9 10 0 0 4 1 
41 大分 17 34 7 13 1 4 2 3 7 14 
31 宮崎 38 30 30 26 3 2 0 0 5 2 
27 鹿児島 50 52 33 35 13 14 1 1 3 2 
22 沖縄 75 77 48 57 15 18 0 0 12 2 

九州沖縄計 475 600 338 442 80 95 3 7 54 56 
全国計 11,650 13,752 7,336 8,868 2,529 2,906 100 110 1,685 1,868 

表２：2020年度都道府県別帰国児童生徒数（「学校基本調査」より）
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「
Ｖ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
で
遠
隔
合
同
授

業
を
や
っ
て
み
よ
う
！
」
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
・

Ａ
Ｇ
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
Ａ
Ｇ
５

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
遠
隔

合
同
授
業
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
た
め
、
明
治
大
学
Ａ
Ｇ
５
研
究

チ
ー
ム
の
企
画
を
も
と
に
Ｖ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
）

作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　

海
外
の
日
本
人
学
校
で
Ａ
Ｇ
５
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の「
遠
隔
授
業
」
に
取
り
組
み
、

帰
国
し
た
教
師
が
対
象
。テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
ア
ー
ト
、
遊
び
、
メ
デ
ィ
ア
表
現
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ア
イ

デ
ィ
ア
を
ま
と
め
、
学
ん
だ
こ
と
を
勤

務
し
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
人
学
校

で
生
か
す
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
ラ
ボ
株
式
会
社
、
バ
ー
チ
ャ

ル
シ
ナ
リ
オ
事
務
所
の
バ
ッ
キ
ー
こ
と

若
林
慶
氏
を
講
師
に
、
約
十
五
人
が
参

加
し
た
。「
自
分
の
強
み
を
ひ
と
筆
書

き
で
イ
ラ
ス
ト
に
表
す
」
自
己
紹
介
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
明
る
い
雰
囲
気
の
な
か
、

Ｖ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
だ
か
ら

で
き
る
教
育
的
活
用
の
可
能
性
を
感
じ

る
笑
い
の
絶
え
な
い
一
日
と
な
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
は
映
像
に
ま

と
め
ら
れ
、
各
学
校
へ
配
信
さ
れ
る
。

日
本
人
学
校
等
学
校
採
用
教

員
第
一
期
募
集
内
定
者
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
十
二
月

十
九
日
、
四
月
に
赴
任
予
定
の
学
校
採

用
教
員
（
日
本
人
学
校
等
の
現
地
採
用

教
員
の
う
ち
、
本
財
団
に
よ
る
支
援
制

度
を
通
じ
て
採
用
さ
れ
る
教
員
）
第
一

期
募
集
内
定
者
を
対
象
に
、「
在
外
教

育
施
設
で
働
く
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
た
。
目
的
は
在
外
教
育

施
設
や
求
め
ら
れ
る
教
師
像
に
つ
い
て

知
り
、
赴
任
前
の
準
備
に
役
立
て
て
も

ら
う
こ
と
。

　

ま
ず
、
三
校
の
日
本
人
学
校
に
赴
任

し
た
経
験
の
あ
る
本
財
団
の
奥
田
修
也

教
育
相
談
員
が
「
在
外
教
育
施
設
の
特

徴
」や「
国
内
の
学
校
と
の
違
い
」に
関

し
て
、
職
員
会
議
の
様
子
等
を
例
に
挙

げ
な
が
ら
具
体
的
な
講
話
を
行
っ
た
。

日
本
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
赴
任
に
向
け

て
の
心
構
え
等
に
つ
い
て
熱
く
述
べ
、

参
加
者
た
ち
に
温
か
い
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

　

次
に
、
上
海
・
ハ
ノ
イ
・
バ
ン
コ
ク
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本
人
学
校
に
そ
れ

ぞ
れ
勤
務
す
る
現
役
の
学
校
採
用
教
員

が
、
勤
務
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
学
校

の
様
子
、
子
ど
も
や
保
護
者
と
の
関
係

性
、
日
本
か
ら
の
お
勧
め
の
持
ち
物
や

帰
任
後
の
進
路
等
に
関
し
て
パ
ネ
ル
ト

ー
ク
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
参
加
者
を
六
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、「
学
校
採
用
教
員
と
し
て
ど

の
よ
う
な
準
備
を
す
る
か
」
と
い
う
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
。
赴
任
前
に

し
て
お
く
と
よ
い
こ
と
や
不
安
に
感
じ

て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
情
報
を
交

換
し
た
り
、
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
に
参
加
し

た
学
校
採
用
教
員
に
相
談
し
た
り
す
る

ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
た
ち
か
ら
は
「
日
本
人
学
校

の
組
織
や
職
務
、
教
員
と
し
て
の
生
活

等
、
具
体
的
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
っ
た
。
気
持
ち

も
引
き
締
ま
っ
た
」、「
実
際
に
働
い
て

い
る
先
生
の
話
を
伺
い
、
赴
任
ま
で
の

あ
と
三
カ
月
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
、
や
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
こ

と
の
見
通
し
を
明
確
に
持
つ
こ
と
が
で

き
た
」等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ニュースニュース お知らせお知らせ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

学
校
採
用
教
員
の
た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
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二
〇
二
二
年
度
海
外
子
女
の
教
科
書
に

つ
い
て

　

文
部
科
学
省
は
海
外
子
女
教
育
の
推

進
を
は
か
る
た
め
、
外
務
省
の
協
力
を

得
て
、
海
外
に
在
住
す
る
義
務
教
育
年

齢
の
日
本
人
子
女
が
使
用
す
る
教
科
書

の
無
償
給
与
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
〇
二
二
年
度
に
給
与
さ
れ
る
教
科

書
は
下
記
一
覧
表
の
通
り
。

　

教
科
書
は
前
期
用
、
後
期
用
の
二
回

に
分
け
て
在
外
公
館
に
送
付
さ
れ
、
対

象
者
に
給
与
さ
れ
る
。
今
回
発
送
さ
れ

る
二
〇
二
二
年
度
前
期
用
の
総
計
は
七

一
万
六
五
九
七
冊
に
上
る
。

※
な
お
、
こ
れ
か
ら
一
年
以
上
の
在
留

予
定
で
海
外
へ
出
国
す
る
お
子
さ
ん
は
、

出
国
前
に
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
を

通
し
て
教
科
書
の
無
償
給
与
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
永
住
予
定
者
は
除

く
）。
必
要
書
類
等
、
詳
し
い
受
け
取

り
方
法
は
同
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム

U
R
L
https://w

w
w
.joes.or.jp/

kojin/kyokasho

第
四
十
二
回
海
外
子
女
文
芸
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
集『
地
球
に
学
ぶ
』発
刊

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が
毎
年
開

催
し
て
い
る
海
外
子
女
文
芸
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
の
作
品
集
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

詩
・
短
歌
・
俳
句
・
作
文
の
四
部
門
、合
計

約
一
万
九
〇
〇
〇
点
の
応
募
作
品
か
ら
選

ば
れ
た
約
二
〇
〇
点
の
優
秀
作
品
と
、佳

作
入
選
者
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
に
在
住
す
る
小
・
中
学
生
が
言

語
・
風
習
・
気
候
風
土
・
治
安
な
ど
、

日
本
と
異
な
る
生
活
環
境
の
な
か
で
出

会
っ
た
感
動
や
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た

こ
と
等
を
自
ら
の
こ
と
ば
で
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
に
映
し
出
し
て
い
て
、
国
際
理

解
教
育
の
生
き
た
教
材
と
し
て
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
の
声
が
伝
わ
っ
て

く
る
貴
重
な
一
冊
で
す
。

〈
作
品
例
・
俳
句
〉

大
雨
を
ひ
っ
そ
り
た
え
る
は
す
の
花

（
ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校小

六
長
山
旺
太
）

〈
作
品
例
・
短
歌
〉

伝
わ
ら
な
い
言
い
た
い
こ
と
が
友
達
に

ぼ
ん
や
り
見
え
る
き
り
の
帰
り
道

　
（
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校

小
五
宮
内
琳
煌
）

〈
作
品
例
・
詩
〉

　
「
セ
ミ
」

　
（
ワ
シ
ン
ト
ン
補
習
授
業
校

中
一
瀬
尾
泰
志
）

　

夏
の
初
め

　

今
年
も
ま
た

　

羽
化
し
始
め
る
。

　

た
く
さ
ん
の
セ
ミ
が
、

　

夏
を
求
め
て

　

朝
日
が
昇
る
と
セ
ミ
た
ち
は
、

　

一
匹
、
ま
た
一
匹
と
、

　

抜
け
殻
を
木
に
残
し
、

　

快
晴
の
空
へ
飛
ん
で
行
く

　

放
課
後
の
、
小
学
生
の
よ
う
に

　

は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
。

　
「
青
い
光
」

　
（
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
学
校

中
一
板
橋
陽
大
）

　

す
ず
し
い
風
に
あ
た
り
な
が
ら

　

橋
か
ら
川
の
波
を
な
が
め
る

　

太
陽
の
光
を
う
け
て

キ
ラ
キ
ラ
光
る
あ
の
波
の
上
に

す
ご
く
大
き
い
船
が
通
る

　

い
つ
も
の
よ
う
に
見
え
る
光
景
も

　

な
ぜ
か
い
つ
も
の
光
景
に
は
見
え
な
い

　

購
入
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム

 U
RL

https://w
w
w
.joes.or.jp/

publish/

科　目 教　科　書　名 出　版　社
国　　語
書　　写
社　　会
地　　図

算　　数
理　　科
生　　活
音　　楽
図画工作
家　　庭
英　　語

保　　健
道　　徳

国　語
書　写
新編　新しい社会
楽しく学ぶ　小学生の地図帳

４・５・６年
新編　新しい算数
新版　たのしい理科
新編　新しい生活
小学生の音楽
図画工作
わたしたちの家庭科

    　　〃
新しい保健
道徳

光村図書出版株式会社
〃

東京書籍株式会社
株式会社帝国書院

東京書籍株式会社
大日本図書株式会社
東京書籍株式会社
株式会社教育芸術社
日本文教出版株式会社
開隆堂出版株式会社
東京書籍株式会社
    　　〃
    　　〃
光村図書出版株式会社

科　目 教　科　書　名 出　版　社
国　　語
書　　写
社　　会

地　　図
数　　学
理　　科
音楽（一般）
（器楽合奏）
美　　術
保健体育
技術家庭
英　　語
道　　徳

国　語
中学書写
社会科　中学生の地理
新しい社会〔歴史、公民〕
中学校社会科地図
未来へひろがる数学
未来へひろがるサイエンス
中学生の音楽
中学生の器楽
美　術
新しい中学保健体育
技術・家庭〔技術分野、家庭分野〕
NEW HORIZON English Course
新訂　新しい道徳

光村図書出版株式会社
    　　〃
株式会社帝国書院
東京書籍株式会社
株式会社帝国書院
株式会社新興出版社啓林館
    　　〃
株式会社教育芸術社
    　　〃
日本文教出版株式会社
東京書籍株式会社
    　　〃
    　　〃
    　　〃

（小学生用）

（中学生用）

2022（令和4）年度 海外子女用教科書一覧

Picture
Dictionary

NEW HORIZON Elementary
English Course

ニュースニュース お知らせお知らせ
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公式キャラクター
にほごん

【
文
法
編
】

出題：
https://www.nihongokentei.jp

★
「
日
本
語
検
定
」
は
、
親
子
が
い
っ
し
ょ
に
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
で
き
る
検
定
で
す
。
検
定
問
題
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、
日
本
語
の
運
用
能
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

７
級
（
小
学
校
2
年
生
レ
ベ
ル
） 

問　

一
〜
三
の
（　
　
　

）
に
い
ち
ば
ん
よ
く
当あ

て
は
ま
る
言こ
と

葉ば

は
ど
れ

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

か
ら
え
ら
ん
で
、
番ば

ん

号ご
う

で
答こ
た

え
て
く
だ
さ
い
。

一　

あ
す
は
、（　
　
　
　
　

）
図と

書し
ょ

館か
ん

へ
行い

き
ま
す
。

二　

げ
ん
か
ん
か
ら
、（　
　
　
　
　

）
声こ
え

が
聞き

こ
え
ま
す
。

三　

夕ゆ
う

方が
た

、
母は
は

が
（　
　
　
　
　

）
病び
ょ
う

院い
ん

に
つ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
　

① 

父ち
ち

の　
　

② 

弟
お
と
う
と

を　
　

③ 

西に
し

村む
ら

く
ん
と

６
級
（
小
学
校
4
年
生
レ
ベ
ル
） 

問　

一
〜
四
の
文
で
、（　
　
　

）
に
入
る
言
葉
と
し
て
適て
き

切せ
つ

な
の
は
、

①
と
②
の
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

手
首
を
痛い
た

め
た
の
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試し

合あ
い

に
（　
　
　

）
な
く

な
っ
た
。

　
　
［ 

① 

出
ら
れ　
　

② 

出
れ 

］

二　

三
さ
い
の
妹
は
、
今き

ょ
う日
、
服
を
初は
じ

め
て
自
分
で
（　
　
　

）
た
。

　
　
［ 

① 

着
ら
れ　
　

② 

着
れ 

］

三　

好す

き
な
歌
手
の
新
曲
を
覚お
ぼ

え
て
、最さ
い

後ご

ま
で
ま
ち
が
え
ず
に（　

 　

）

よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
［ 

① 

歌
え
れ
る　
　

② 

歌
え
る 

］

四　

か
ぜ
を
引
い
た
と
い
う
木
田
く
ん
は
、あ
さ
っ
て
の
サ
ッ
カ
ー
の
練
習

に
（　
　
　

）
か
な
。

　
　
［ 
① 

来
ら
れ
る　
　

② 

来
れ
る 

］

文の意味を

はっきりさせよう。

日
本
語
検
定

https://www.nihongokentei.jp
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５
級
（
小
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問　

一
〜
三
の
文
は
、
日
常
ふ
つ
う
に
用
い
る
表
現
と
し
て
適
切
で
し
ょ

う
か
。
適
切
な
文
で
あ
れ
ば
○
で
、
不
適
切
な
文
で
あ
れ
ば
×
で

答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　

弟
が
好
き
な
食
べ
物
は
、
お
す
し
と
ハ
ン
バ
ー
グ
を
食
べ
ま
す
。

二　

来
週
の
秋
の
産
業
ま
つ
り
は
、
市
役
所
の
駐ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
う

で
開か
い

催さ
い

さ
れ
ま

し
た
。

三　

夏
に
野
菜
が
品し
な

薄う
す

だ
っ
た
の
で
、
雨
の
日
が
多
く
て
日
照
時
間
が
不

足
し
た
せ
い
で
す
。

答
え
は
52
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

２
０
２
2（
令
和
4
）年
度
第
1
回
日
本
語
検
定（
準
会
場
）─
日
本
語
検
定
委
員
会
主
催

6
月
10
日

（金）
・
11
日

（土）
（
海
外
は
9
日

（木）
・
12
日

（日）
も
実
施
可
）

申
込
期
間
：
3
月
1
日

（火）
～
5
月
13
日

（金）

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
こ
ち
ら

Email  info@
nihongokentei.jp

U
R
L  https://w

w
w
.nihongokentei.jp

後
援
：�

文
部
科
学
省
／
全
国
連
合
小
学
校
長
会
／
全
日
本
中
学
校
長
会
／
全
国
高
等
学
校
長
協
会
／

　
　
　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
／
日
本
商
工
会
議
所
／
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス　

他

特
別
協
賛
：
読
売
新
聞
社　
　

協
賛
：
時
事
通
信
社
／
東
京
書
籍

４
級
（
中
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問　
【　
　
　

】
の
中
の
こ
と
が
最
も
は
っ
き
り
と
伝
わ
る
文
は
ど
れ
で

し
ょ
う
か
。
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一　
【
昨
日
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
】

	

① 

昨
日
海
外
出
張
に
出
か
け
た
父
か
ら
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
。

	

② 

海
外
出
張
に
昨
日
出
か
け
た
父
か
ら
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
。

	

③ 

海
外
出
張
に
出
か
け
た
父
か
ら
メ
ー
ル
が
昨
日
送
ら
れ
て
き
た
。

てんまる

文
の
中
の
言
葉
と
言
葉
は

正
し
く
対
応
し
て
い
る
か
な
？

https://www.nihongokentei.jp


52月刊　海外子女教育 2022.2

挑戦！　にほごんの日本語検定　解答・解説 

１都１道２府４３県めぐり　クイズ解答
① B　② D

＜７級＞
一　【正解／③】
「と」を使

つか

った、③「西
にし

村
むら

くんと」を入れると、「あすは、西村くんと図
と

書
しょ

館
かん

へ行
い

きます。」となります。図書
館へいっしょに行く相

あい

手
て

がだれなのかが、はっきりします。
二　【正解／①】
「の」を使った、①「父

ちち

の」を入れると、「げんかんから、父の声
こえ

が聞
き

こえます。」となります。げんかん
からだれの声が聞こえるのかが、はっきりします。
三　【正解／②】
「を」を使った、②「 弟

おとうと

を」を入れると、「夕
ゆう

方
がた

、母
はは

が弟を病
びょう

院
いん

につれていきました。」となります。母
が病院につれていった相手がだれなのかが、はっきりします。
＜６級＞
一　【正解／①】
「出る」は、「出（ない）・出（ます）・出る・出る（とき）・出れ（ば）・出ろ・出（よう）」と形が変

か

わる言葉です。
「～できる」という意味で使うときには、「られる」を付

つ

けて、「出られる」と言うので、①「出られ（なく
なった）」が適

てき

切
せつ

です。
二　【正解／①】
「着る」は、「着（ない）・着（ます）・着る・着る（とき）・着れ（ば）・着ろ・着（よう）」と形が変わる言葉です。
「～できる」という意味で使うときには、「られる」を付けて、「着られる」と言うので、①「着られ（た）」
が適切です。
三　【正解／②】
「歌う」は、「歌わ（ない）・歌い（ます）・歌う・歌う（とき）・歌え（ば）・歌え・歌お（う）」と形が変わる言葉
です。「～できる」という意味で使うときには、②「歌える（ようになった）」と言うのが適切です。
四　【正解／①】
「来る」は、「こ（ない）・き（ます）・くる・くる（とき）・くれ（ば）・こい・こ（よう）」と形が変わる言葉です。
「～できる」という意味で使うときには、「られる」を付けて、①「来られる（かな）」と言うのが適切です。
＜５級＞
一　【正解／×】
「弟が好きな食べ物は」と「食べます」が正しく対応していないので、不適切な文です。「弟が好きな食
べ物は、おすしとハンバーグです。」などのようにすれば、適切な文になります。
二　【正解／×】
「来週の産業まつりは」とあるので、「～されました」と過去のことをいう言い方になっている問題文は
不適切です。「来週の秋の産業まつりは、市役所の駐

ちゅう

車
しゃ

場
じょう

で開
かい

催
さい

されます。」などのように、未来の
ことをいう言い方にすれば、適切な文になります。
三　【正解／×】
「夏に野菜が品

しな

薄
うす

だった」ことの原因が「日照時間が不足した」ことであることが、正しく伝わる言い
方になっていないので、不適切な文です。「夏に野菜が品薄だったのは、雨の日が多くて日照時間が
不足したからです。」などのようにすれば、適切な文になります。
＜４級＞
一　【正解／③】
①は、「昨日」がかかる〔修

しゅう

飾
しょく

する〕先が、「海外出張に出かけた（父）」と「（父から）メールが送られてき
た」のどちらともとれるので、「昨日メールが送られてきた」ことには必ずしもなりません。②は、「昨日」
がかかる先が「（海外出張に）出かけた（父）」に限定されるので、「昨日メールが送られてきた」のかどうか
は、はっきりとしません。③は、「昨日」がかかる先が「（父からメールが）送られてきた」に限定されるので、
「昨日メールが送られてきた」ということになります。したがって、③が適切で、①と②は不適切です。
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�学生時代、バスケ部では競り合い
に弱く万年補欠。ある日、焼肉を食
べて練習試合に出るとかなり競り勝
てた。ニンニクパワーのおかげと思
っていると、チームメイトから「臭か
ったからだよ」と。これも技か。（松）
昨晩の食後に、高校時代に習った
二次方程式のグラフの問題が話題に
なった。酔った頭でうんうん考えた
が解けなかった。日中の今なら解け
そうな気もする。でもその前に、も
う一仕事。　　　　　　　　　（淳）
�電車が遅れる理由に「お客様同士
によるトラブル」「お客様の線路内立
ち入り」「鹿と接触」といったものが
増えた。「人身事故」でないとホッと
するが、心情的には敬称を客より気
の毒な野生動物につけてほしい。（然）
�オフィス近くの愛宕山で藪椿が盛りを
過ぎたと思ったら蠟梅の花が開き始めた。
本誌が届く頃には梅の花が綻びるだろう。
多くの受験生が入試に挑戦する時節に
入る。無事栄冠を勝ち取って桜花爛漫
の時を迎えて頂きたいと切に願う。（島）
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●生徒が主体的につくりあげる駒場
東邦の学校行事修学旅行先はプレ
ゼン大会を通じて自分で決める！
│││││││││││││││││
●日本一「面倒見の良い」女子大
学、岐阜女子大学に行ってみた！
│││││││││││││││││
●「福祉」ってなんだろう？
　東北福祉大学で聞いてみた。
│││││││││││││││││
●専門家に聞いた！
理学療法士ってどんな仕事？

…etc

WEB限定記事

東大合格者速報でおなじみの
大学通信が発信する学校情報。
わりと真面目に教育と学校と
その他の情報について
発信しています。

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

https://univpressnews.com/


大学通信の情報力を集結した

https://univ-online.com/

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

受験シーズンの話題を独
占する「高校別大学合格
者数」情報をはじめ、大学
入試・進学に関する最新
データやトピックスを

いち早く公開!

https://univ-online.com/



